
        
            
                
            
        

    
    　

    　

    　

    無自覚ですが私たち百合恋愛しているようです

    　

    水無月はな

    


目次

    
        序章 いきなりヌードモデルだなんて

        第一章　とりあえず美術部に入ります

        第二章　オリエンテーション合宿に来ました

        第三章　この気持ちがなんなのか、わかりません

        第四章　目には目を、歯には歯を

        第五章　お宅訪問いたします

        第六章　夏の終わりの秘め事は

        終章　妄信していたようです

        番外編　夏帆と綾乃

        番外編　恵那と朱里

        番外編　美代子と和香

    
    　

    　


    
        序章 いきなりヌードモデルだなんて

        　

        彼女の視線が、突き刺さるようだった。

        ひと気のない美術室で、彼女――琴葉とふたり、互いに無言で椅子に座っていた。

        窓から射した夕陽が琴葉の銀縁の眼鏡に反射して、その向こう側にある瞳を見えなくする。

        制服の赤いリボンはそのまま、ブラウスのボタンを胸のところだけ開き、ブラジャーのホックを外して乳房を晒した状態のまま、いつだれがやってくるともわからない美術室にいるのは堪える。

        琴葉には早くスケッチを終えてほしい。そう願うほど、時間が経つのが遅くなっていく――そんな錯覚に陥った。

        陽がいっそう傾いて、眼鏡が光を反射しなくなり、ふたたび琴葉の瞳が見えるようになった。大きな瞳が胸元を捉えているのがわかって、体の端々がむずがゆくなる。

        ふたつの膨らみの先端がひとりでに尖るのを、自分では制御できない。

        こんな反応をしていいはずがない。琴葉は真剣にスケッチをしているのだ。

        （もっと真面目にモデルをしなくちゃ……）

        恥ずかしがっている場合ではない。だが、わかっていてもやはり、乳房に注がれる琴葉の視線には居心地の悪さを感じる。心の中までも見透かされているような心地になるのだ。

        エリカは頬を赤く染め上げて、美術室の隅へと視線を投げた。

        


        　

        　

    

    
        第一章　とりあえず美術部に入ります

        　

        校門へと続く坂道の両側には桜の木が何本も植わっていた。暖かな陽射しの下、薄桃色の花弁が風にそよそよと揺れている。

        真新しい制服を身に着け、吉崎よしざきエリカはひとりで桜の坂を上る。

        今日は水無女学園みなじょがくえんの入学式だ。この学園はいわゆる『エスカレーター式』の学校ではないが、入学するほとんどの学生が数キロ先にある学校の出身なのだとあとから知った。

        だからきっと、自分以外はみんな顔見知りなのだ。その証拠にいま、桜の坂をひとりぼっちで歩いている。隣や前を行く学生は二人、もしくは三人で楽しそうに会話しながら校門を潜った。

        ひとりでいるとよけいに、周囲から窺い見られるような視線を感じる。この見た目ゆえの、いつものことだ。

        （それにしても大きな校舎――）

        入学試験以来なので目にするのは二度目だが、あらためて見ても大規模な学校だ。

        五階建ての校舎の壁面に連続する窓ガラスに朝陽が反射している。建物はそれほど新しくはないが、近代的な造りの校舎だと思う。

        入学式は体育館で行われた。これまた広い体育館で、新入生やその保護者たちでパイプ椅子が埋め尽くされてもなお、スペースには余裕があった。

        「新入生代表、瀬戸川せとがわ琴葉ことはさん」

        パイプ椅子に座っている新入生の中で、最前列の右端にいた黒髪の学生が「はい」と返事をして立ち上がった。

        長い黒髪を紺色のバレッタでハーフアップにした新入生代表の学生――琴葉は、来賓や教諭、保護者席、そしてステージに掲げられた日の丸にそれぞれ一礼して壇上に立つ。

        琴葉の手にはなにも握られていなかった。それでも彼女は新入生代表としての挨拶を一言一句、明瞭に伸べる。挨拶の言葉は決して短くなかった。

        （すごい……ぜんぶ暗記したんだ）

        新入生代表イコール入試成績トップということだから、納得といえばそうである。

        （真面目そうな人……）

        長く真っすぐな黒髪に、銀縁の眼鏡。落ち着いた物腰で挨拶を終えた琴葉は階段を下り、皆に挨拶をしてふたたびパイプ椅子に腰かけた。

        入学式を終えて教室へ戻ったあともエリカはひとりぼっちだった。

        両親の転勤を機に水無女学園に入学したので、教室はおろかこの学校にはひとりも友達がいない。

        エリカはクラスメイトたちからチラチラと見られはするが、声をかけられることはなかった。

        金の髪に碧い瞳という、日本人の要素がひとつもない自分に声をかけようというもの好きはこの教室にはいないらしい。

        家族には、運動会や学芸会のとき目立つからすぐに見つけられていいと言われるが、こちらとしてはそうではない。

        この見た目のせいで性格まで派手だと思われ、これまではそういうヽヽヽヽ煌びやかなグループに無理をして付き合っていた。

        だが本当は、日がな一日ゲームをするのが大好きなオタクである。オシャレや恋の話には疎い。

        エリカはホワイトボードに貼られた紙を見ながら自分の席を探し、腰を落ち着ける。

        （あ、前の席の人――）

        新入生代表として挨拶をしていた瀬戸川琴葉だ。後ろ姿でもわかった。紺色のバレッタは近くで見ると細かな装飾が施されている。

        （なんか高そう。お嬢様って感じだもんね）

        呑気にそんなことを考えていると突然、琴葉が振り返った。

        「よろしくね」

        まさか声をかけられるとは思ってもみなかった。慌てて「よろしく」と言葉を返したが、声が上ずってしまって妙な具合になり、恥ずかしくなった。

        　

        入学式の翌日、お昼休み。エリカはクラスメイトから、相変わらず遠巻きに眺められるばかりだった。

        （このままじゃまずい。だれかに声をかけなくっちゃ）

        できれば趣味の合いそうな人に声をかけなければ、このままではひとりで寂しく昼食を取ることになる。

        昼ごはんにはサンドイッチを作ってきた。ひとりで売店へ行く勇気はないから、あらかじめ準備してきた。

        エリカは前の席にいる琴葉の後ろ姿をじいっと見つめる。彼女はノートになにやらメモをしていた。先ほどの授業内容をまとめているものと思われる。

        （やっぱり真面目なんだ）

        琴葉は友人にはぴったりだ。流行の服や恋の話をしそうにない、と言っては失礼だが、前の学校の友人よりは趣味が合いそうな気がする。

        声をかけなければと思うものの、こんな見た目の自分が「お昼を一緒に食べよう」などと話しかけては迷惑がられるだろうかと心配にもなって、なかなか話しかけられずにいた。

        「エリカ、一緒に食べましょう？」

        くるりと振り返るなり琴葉が言うので、エリカは目を瞠みはる。

        突然、声をかけられたのにも驚いたが、いきなり呼び捨てにされたのにもびっくりだ。

        「う、うん」

        またしても上ずった返事をして、机の上に置いていた弁当袋の紐を引っ張る。琴葉はというと、二段重ねの四角い重箱を持ち出してきた。

        （琴葉ちゃんって絶対、お嬢様だ！）

        そうでなければ、風呂敷に包まれた重箱を昼ごはんに持ってくるはずがない。

        琴葉が重箱の蓋を開ける。中には煮物や揚げ物など和食を中心に様々なおかずが入っていた。

        （すっごい豪華！）

        桜の花びらや金の鞠が散らされた高級そうな重箱に少しも引けをとらない中身だ。

        琴葉は手のひらをピタリと合わせて「いただきます」と言ったあと、忙しなく箸を口に運んで早々と平らげてしまった。

        （体は細いのに、すごい量を食べるんだなぁ……）

        感心していると、琴葉の視線がサンドイッチに注がれていることに気がついた。

        「美味しそうね……。エリカのお母様の手作り？」

        「ううん、私が作った」

        「素晴らしいわね！」

        「そ、そう？　でも琴葉ちゃんのお弁当みたいに凝ってないし」

        「私のは芹野せりのが――お手伝いさんが作ったものだから」

        エリカは目を丸くして「へぇ～っ」と相槌を打つ。

        （お手伝いさんがいるなんて）

        とてつもない豪邸に住んでいそうだ、などと勝手に妄想する。

        その後も琴葉はエリカの弁当箱に入ったサンドイッチをものほしそうに見ていた。

        「……食べる？」

        勧めると、琴葉は嬉しそうに口の端を上げたものの、すぐに表情を曇らせた。

        「でも、私が食べたらエリカがお腹空いちゃうでしょう？」

        「ひとつくらい平気だよ」

        「本当？　……ありがとう」

        琴葉はエリカからサンドイッチを受け取ると、両手に持ち直して上品にかじった。

        「すごく美味しいわ！」

        「それはよかった」

        幸せそうに食べる琴葉を見て嬉しくなる。

        （琴葉ちゃんって真面目だけど、とっつきにくいっていうわけじゃなさそう）

        仲良くなれそうだ、と思いながらエリカは残りのサンドイッチを食べた。

        　

        「クラス委員長に立候補する人、いませんか？」

        朝のホームルームで、担任の女性教師がクラス全員に呼びかけた。すぐにはだれも手を挙げない。

        しかしほうぼうで「琴葉ちゃんしかいないよね。前もずっとしてたし」という声が聞こえてきた。

        すると前の席の琴葉は天井に向かって一直線に挙手をした。

        「私、立候補します」

        クラスメイトたちがいっせいに拍手をする。これはもう、決まりだ。

        「ありがとう、瀬戸川さん。じゃあさっそくだけれど、オリエンテーション合宿の班決めをしてもらえるかしら」

        年若い女性教師はあからさまに安心した顔になって言った。琴葉は「はい」と返事をして教壇の前に立ち、女性教師から資料を受け取る。

        少しも慌てることなく資料に目を通し、慣れた口調で班決めの舵を取りはじめた。

        （そっか……琴葉ちゃんってクラス委員長タイプかぁ）

        困っている人を放っておけないのだろう。

        （私に声をかけてくれたのだってきっと、私がクラスでひとり浮いてたからだろうし）

        琴葉の采配によりオリエンテーション合宿の班分けはすぐに終わった。なるほどたしかに、クラスメイトたちが琴葉を推したわけがわかった。

        朝のホームルームのあとは移動教室だった。エリカと琴葉はよく行動をともにしている。

        「エリカ、音楽室へ行きましょう」

        「うん」

        移動教室は毎度、連れ立って行く。トイレも然りだ。

        そして、体育の準備体操は必ずペアである。

        「琴葉ちゃん、柔らかいね」

        グラウンドで琴葉の背中を押しながら何気なく言った。するとどうしてか、琴葉はビクッと肩を弾ませた。

        「そ、そう？」

        珍しくしどろもどろしている。

        （私、ヘンなこと言ったかな……？）

        琴葉が地面につく勢いで前屈したので、ありのままを述べたまでだ。

        「交代しましょう」

        今度はエリカが琴葉に押される番だ。

        「もっと強く押していいよ？」

        背を押す琴葉の力は、触れているのか触れていないのかわからないくらい弱い。

        「え、ええ……」

        それでもやはり、琴葉の両手には力がこもらなかった。

        「はい、集合～！」

        体育教師の号令で、準備体操をやめて立ち上がる。今日は五十メートル走のタイム測定だ。

        グラウンドのトラック端に並び、順番に走る。琴葉はひとつ前の列にいた。

        「位置について――」

        琴葉を含めたクラスメイトたち四人がクラウチングスタートの姿勢を取る。体育委員が「ピイッ」とホイッスルを鳴らすと、いっせいに走りだした。

        （わぁっ――琴葉ちゃん速い！）

        同時に走ったほかの三人に大差をつけて一着でゴールする。クラスメイトたち全員のタイム測定が終わったあと、体育教師が「瀬戸川のタイムがクラスでいちばんだ」と言うので、ますます感心した。

        （勉強もスポーツもできるんだ……）

        それに面倒見もよい。非の打ち所がない完璧な女の子だ。

        　

        昼食の時間になる。今日も琴葉は重箱だ。エリカもまた相変わらず手作りの弁当である。

        「私のと少し交換しない？」

        琴葉に提案されたエリカは「えっ？」と尋ね返す。

        「私のお弁当なんて、すっごい普通だけど、いいの？」

        「いいの。エリカが作ったもののほうが美味しいもの」

        「そうかな～？」

        首を傾げながらもおかずを交換して、飾り切りされた人参の煮物を食べる。

        「んん、料亭の味！」

        エリカが言うと、琴葉は「大げさだわ」と返して笑った。それから、エリカが作った玉子焼きを食べて破顔する。飾り切りの人参と平々凡々な玉子焼きでは前者に軍配が上がると思うのだが、琴葉は美味しそうにもぐもぐと口を動かしている。

        （料亭の味も、毎日だと食べ飽きちゃうのかな）

        それで、たまには変わり種がほしいのかもしれない。

        ところが琴葉は毎日、おかずを交換しようと提案してくる。

        （庶民的な味が恋しくなるときがあるのかも）

        こちらとしては、豪華なおかずが食べられて嬉しいのでかまわないが、本当にいいのだろうかと少し気が引ける。

        「ねえ、部活はなにをする予定？」

        食事を終えるなり琴葉に訊かれた。

        「うーん、特に決めてない」

        「じゃあ、美術部の見学に行かない？　今日の放課後にでも」

        「うん、いいよ。琴葉ちゃんは美術部希望？」

        「ええ。絵を描くのが好きなの」

        「すっごい上手そう！」

        「そんなことないわ」

        謙遜しているが、きっと上手いに違いない。

        その日の放課後、エリカと琴葉は美術部の見学へ行った。美術室の引き戸を外側からコン、コンとノックする。ふたりで声を揃えて「失礼します」と言い、引き戸を開けた。

        美術室の窓は大きく、部屋は明るかった。壁には彫像が置かれ、中央には白いテーブルクロスが敷かれた正方形の机がある。そしてそれを取り囲むように椅子とイーゼルが並べられていた。

        「ようこそ美術部へ！」

        どこからともなく現れた女子学生に突如、声をかけられたエリカは驚いて「ひゃっ」と叫んだ。

        「見学させていただいてもよろしいですか？」

        エリカとは対照的に琴葉は至極、落ち着いている。

        「もちろん。まずは体験入部ということで！　ああ、私は二年の桧森朱里ひのきもりあかり！　部長でーす、よろしく！」

        ライトブラウンの長髪を右手で無造作に肩から払いながら朱里は人好きのする笑みを浮かべた。

        このとき、琴葉が眉を顰めたことにエリカは気がつかない。

        「同じく二年の永利恵那ながとしえなです。よろしくお願いします」

        朱里の傍らにいたもうひとりの女子学生が――肩のあたりで切りそろえられた黒髪が印象的だ――深々と頭を下げて挨拶をした。エリカと琴葉もまた頭を下げて「よろしくお願いします」と言い、それぞれ自己紹介をした。

        水無女学園は進学校なので、三年生は部活動に参加しない。二年生が主導することになるわけだが、この部は幽霊部員が多く、美術室にいつもいるのは二年生の朱里と恵那のふたりだけ、らしい。

        「私たちふたりだけで寂しいからさ、エリカちゃんと琴葉ちゃんにはぜひ入部してもらいたいなぁ～」

        朱里が言うと、恵那はコクコクと頷いて同意を示した。

        「失礼しま～す」

        後ろから間延びした声が聞こえた。振り返るとそこにはふたりの女子学生がいた。

        「見学させてもらってもいいですか～？」

        小柄な女子学生が言った。その隣にいた、長身でショートボブの女子学生が「よろしくお願いします」と軽く頭を下げる。

        「いいよいいよ～！　じゃああらためて、みんな自己紹介しょうか」

        小柄で、緩いウェーブのかかったセミロングの学生は城井夏帆しろいかほ。

        長身で、ショートボブの学生は園木綾乃そのきあやの。

        ふたりとも一年生だが、エリカたちとは別のクラスだ。よく見るとふたりは耳の上に揃いのペアピンをつけている。バツ印の太いピンで、夏帆のそれは赤と白、綾乃のものは黒と白がそれぞれ交差した形のヘアピンだ。

        「よぉし、四人とも体験入部ってことで！　さっそくだけど、ちょっと描いてみない？」

        朱里は棚からスケッチブックを四冊、手に取り順番に配っていく。恵那は鉛筆を、一年生にそれぞれ手渡した。

        皆で机を囲んで座る。エリカは琴葉の隣に座った。

        部長の朱里が「なにを描こうか～」と思案しながら美術室を見まわす。それから、窓際に置かれていた花瓶を中央の四角いテーブルの上に載せた。

        美術室内が静まり返る。全員が、テーブル上の花瓶に真剣な眼差しを送る。

        （なんか、ちょっと緊張する）

        エリカは唇を引き結んで、懸命に花瓶をスケッチした。

        小一時間が経過する。

        （描き終わったけど……）

        琴葉のスケッチブックをちらりと盗み見る。

        （わぁっ……！）

        紙の上に花瓶がある。あまりにも上手なので、そんなふうに見えた。

        （それに引きかえ私のは――）

        これは花瓶です、と説明されなければわからないくらい不出来だ。

        エリカの視線に気がついたらしい琴葉が「描けた？」と小さな声で訊いてくる。

        「う、うん。一応……」

        思わずスケッチブックを隠したくなったが、それよりも先に琴葉に見られてしまう。

        「ちょっと……や、かなり下手なんだけどね……」

        俯き加減にエリカが言うと、琴葉はすぐに「そんなことない！」と言葉を返した。

        「独創的で素晴らしいわ！」

        琴葉が目を輝かせて絶賛するので、エリカはいたたまれなくなりながらも「ありがとう」と言って引きつり笑いを浮かべた。

        下校を促すチャイムが鳴る。エリカと琴葉は美術室を出て、校門へと歩く。

        「私は美術部に入ろうと思うけれど、エリカはどうする？　ほかの部も見学してから決める？」

        「ううん、私も美術部にする」

        絵が下手な自覚があるからこそ、もっと練習して上手になりたい。

        「そう？　嬉しい！」

        「琴葉ちゃん、絵を描くのが好きなんだね？」

        「ええ、そうなの」

        それまでニコニコとして上機嫌だった琴葉だが、校門の前に停まっている車を見るなり表情が一変した。

        （わぁ……高そうな車）

        琴葉は急に黙り込んで、早足で車の前を通り過ぎようとする。すると運転席のドアが開いて、紺色のスーツに身を包んだ女性が出てきた。

        「お嬢様！　どうぞお乗りになってください」

        スーツの女性が琴葉に向かって声をかけたのは明らかだった。しかし琴葉は立ち止まらない。

        「あの、琴葉ちゃん？　……いいの？」

        エリカが呼びかけるとようやく琴葉は足を止めた。神妙な面持ちでスーツの女性を振り返る。

        「芹野せりの？　言ったでしょう。迎えは不要だと」

        「ですが、美代子みよこ様から言いつかっておりますので」

        「……お母様から？」

        琴葉は眉間に皺を寄せて大きなため息をつく。

        「ごめんなさい、エリカ。私は車で帰るわね。……ああ、そうだ。一緒に乗っていかない？」

        エリカは首を横に振る。

        「ううん、大丈夫」

        「そう……。こんな車になんて、乗りたくないわよね」

        「ちっ、違うよ！　そうじゃないけど――」

        見るからに高級車なので気後れする。それに、琴葉の家と自宅は反対方向だ。

        「琴葉ちゃんの家とうちとでは反対方向だから、申し訳ないなぁと思って」

        「そんな、気にしないで。一緒に乗って？　エリカと……少しでも長く一緒にいたいの」

        まるで口説き文句だ。潤んだ瞳でそんなことを言われれば、「わかった」という返事しかできなくなる。

        「遠慮なさらずにどうぞ！　お嬢様のお友達なら大歓迎です」

        スーツの女性――琴葉は芹野と呼んでいた――に促され、琴葉に続いて後部座席に乗り込む。

        「すみません、お世話になります」

        エリカは琴葉と並んで座席についた。車が走りだす。車内にはクラシック音楽が流れていた。ものの数分で眠くなってくる。

        欠伸を隠すべく右手を上げようとしたが、できなかった。右手は琴葉の左手に押さえ込まれている。

        エリカは琴葉のほうを見て首を傾げる。琴葉はというと、俯き加減に前を向いたまま唇を引き結んでいた。

        （どうしたんだろう……？）

        なぜ手を握り込まれているのかわからないが、琴葉が思いつめたような顔をしているので、なにも尋ねられない。振りほどくのも、どうかと思う。

        エリカはどうすることもできず、視線をさまよわせて目を伏せた。

        　

        美術室へ部の見学へ行った翌日、エリカと琴葉は職員室で美術部顧問の教師に入部届を出した。

        その足で美術室へ向かう。途中で他クラスの一年生、夏帆と綾乃に会った。

        「ふたりは美術部に入るの～？」

        夏帆に尋ねられたエリカと琴葉は「うん」「ええ」とそれぞれ答えた。

        「私たちも入ることにしたんだぁ。よろしくね～」

        のほほんとした調子で夏帆が言った。四人で廊下を歩き、美術室の前までくる。

        「失礼します」

        そう言いながら琴葉が美術室の扉を開けた。中にはすでに朱里と恵那がいた。ただ、部屋の中にいただけならば四人はすぐに足を踏み入れたことだろう。

        しかし、そうではなかった。テーブルの上に、上半身が裸の朱里が乗っているのだ。そしてそれを恵那が真剣な表情でスケッチしている。

        「あちゃー、見られちゃった」

        朱里は胸元を隠すことなく、恥ずかしげもなくそう言ってウィンクした。

        「ときどきヌードモデルをやってるんだ。みんなも描く？」

        「いいえ、描きません」

        琴葉が即答した。

        「わ、私も遠慮します」

        夏帆や綾乃もそれぞれ「私も」と琴葉やエリカに同調した。

        「外でスケッチしてきます」

        琴葉が踵を返す。皆がそれに続く。

        （び、びっくりした……！）

        だが、芸術に裸体はつきものだ。別段おかしなことではないのかもしれないが――。

        校庭の片隅、叢の上に四人で座る。鞄からスケッチブックと鉛筆を取り出して、校舎を描きはじめる。

        「朱里先輩、胸おっきかったね……」

        夏帆がそんなことをぼやくので、エリカはまたしてもドキッとする。

        いまでも美術室では恵那が裸の朱里をスケッチしているのだと思うと、どうしてか落ち着かない。

        （恵那先輩、私たちが入ってきたことに気がつかないくらい、真剣だった――）

        恵那を見習って真面目にスケッチしなければ、と自身に言い聞かせて、エリカは右手を動かした。

        外でのスケッチを終えて美術室に戻ると、恵那と朱里の姿はもうなかった。

        「先輩たち、もう帰ったんだね」

        エリカはほっとして胸を撫で下ろす。

        「エリカちゃん、琴葉ちゃん、また明日ね～」

        夏帆が言い、綾乃が「また」と短く別れの挨拶をする。エリカは「また明日ね」と言葉を返しながらふたりに手を振った。

        美術室にはエリカと琴葉のふたりだけになる。

        「琴葉ちゃん、私たちも帰ろっか」

        エリカが呼びかけても、琴葉はなにも答えない。どうしたのだろうと思って見ていれば、琴葉はおもむろに口を開いた。

        「ねえ……エリカ。モデルになってくれない？」

        「え――わ、私が？」

        自分の顔を指さして瞬きをすると、琴葉は大きく頷いた。

        「エリカを描きたいの」

        銀縁の眼鏡の向こうにある大きな瞳に見つめられ、胸がドキッと高鳴る。

        「う、うん……。でも、どんなポーズを取ればいいのかな」

        「楽にしていればいいと思う。……座って？」

        促されるまま椅子に座る。しばらくはジイッと見つめられていた。無言で見下ろされているからか、心臓がトクトクトクと忙しなく鳴って落ち着かない。

        「ブレザーは脱いで……？」

        エリカは「うん」と返事をしてブレザーを脱ぎ、手近にあった机の上に置いた。赤いリボンと白いブラウスだけになる。

        なおも琴葉は真剣な表情でこちらを凝視してくる。

        「ブラウスも、少し……いいかしら」

        「えっ？」

        琴葉の両手が伸びてくる。赤いリボンの下の、胸のところだけブラウスのボタンをプチプチと外された。ピンク色のブラジャーが垣間見える。

        （お……女の子同士なんだし、これくらいべつに……）

        朱里のように胸のすべてを晒すわけではないのだ。

        「……クロスのネックレス、してるのね」

        エリカの胸元には銀色の十字架が輝いていた。

        「あ……うん。うち、クリスチャンだから……一応」

        世辞にもそれほど敬虔なほうではないが、いつも身に着けている。

        琴葉はエリカの胸を見下ろして顎に手を当てて考え込む。

        「……捲っていい？」

        唐突に訊かれても、なんのことかわからない。

        「捲る……って、なにを……？」

        「これ」

        ピンク色のブラジャーを指さされた。エリカは「へっ!?」と驚嘆する。そこを捲られたら、乳房が明るみに出てしまう。

        「ええ、っと――」

        「……だめ？」

        泣きだしそうな顔で問われると、琴葉に悪いことをしているような気持ちになる。

        「だ、だめじゃ……ないよ」

        するととたんに笑顔になって琴葉は「ありがとう」と言った。

        胸の横を通って琴葉の両手が背中へとまわり込む。ブラジャーのホックをプチンッと外された。

        ブラジャーが緩くなると、いっきに心許なくなる。緊張して、先ほどから胸がドキドキと鳴ってうるさい。

        それに、心なしかいつもより琴葉の息遣いが荒い。すぐそばに彼女の顔があるからそういうふうに感じるのかもしれないが――興奮しているように見えた。

        そしてそれは、自分も同じだ。心臓は早鐘を打っている。興奮なのか、緊張なのか、あるいは両方なのか判別がつかない。

        琴葉の両手が前へと戻ってきて、ピンク色のブラジャーの下端をつまむ。ゆっくりと捲り上げられ、ふたつの乳房が露わになる。

        つい息を止めてしまった。息をするのを忘れていたというほうが正しい。

        （あ――ネックレスが）

        捲り上げられて胸の上にきたブラジャーの下に十字架のネックレスが潜り込んで、谷間に挟まってしまった。手で直そうとしていると「そのまま、動かないで」と言われた。

        見上げれば、うっとりとしたようすで見下ろされる。

        （琴葉ちゃん、どうしちゃったんだろう!?）

        朱里の裸を見て『そういう芸術』に目覚めてしまったのだろうか。

        （もしかして朱里先輩の裸――本当は描きたかったのかな……？）

        琴葉はなにを言うでもなく椅子とスケッチブックを持ちだしてきて、乳房を晒したエリカを描きはじめる。

        銀縁眼鏡の向こう側にある薄茶色の瞳で凝視されると、金縛りにあったようにいっさい動けなくなった。

        琴葉の視線はしだいに下りていって、胸元を捉える。エリカは唇を噛む。

        （どうしよう……すごく、恥ずかしい）

        いますぐ胸を両手で隠したい。

        （でも、琴葉ちゃんはすごく真剣なんだし）

        ここで動いてしまっては、ごく真剣にスケッチをしている琴葉に申し訳が立たない。

        （恥ずかしいけど……がまんしなくちゃ）

        小一時間ほどそうしてエリカは動かずにいた。

        スケッチを終えたらしい琴葉が立ち上がり、眼鏡を外して机に置く。そのあとは無言で、無表情で近づいてくる。

        「あの……終わった？」

        「……まだ、よ」

        薄くほほえんだまま琴葉は言葉を継ぐ。

        「もっと……エリカのいろんな表情を描きたいの」

        「いろんな表情……？」

        エリカはしばし思案して、ニッと笑ってみせる。すると琴葉には「かわいい」と言われた。そうしてまた恥ずかしくなる。琴葉が求めているのはきっと、こういう顔ではない。

        「でもね、そうじゃなくて……もっと色っぽい顔が見たいの」

        それはいったいどんな表情なのだろう。

        「流し目、とか？」

        「それもいいわね」

        ということは、正解ではない。エリカは琴葉が求めているものがわからず首を傾げる。

        「たとえば、こういうこと――」

        琴葉はエリカの胸の谷間に刺さっていた十字架をつまみ上げて、その先端で薄桃色の乳輪をそっと撫でた。

        「ひゃっ!?」

        驚いて胸を押さえ、後ずさる。椅子がガタッと大きく揺れた。

        「……嫌だった？」

        「えっ？　やっ、嫌……というか――びっくり、した」

        「そうよね……。ごめんなさい」

        琴葉はあからさまにしゅんとして首を垂れる。

        「でも、エリカ……すごくいい顔をしていた。そういう表情を、描きたいの」

        言葉を返せない。琴葉の瞳から目を逸らすことも、できなかった。美術室の大きな窓から夕陽が射し込み、琴葉を照らす。可憐でいたいけなのに、彼女の胸の内にはなにかとてつもない感情が蠢いている――そんな錯覚に陥った。

        「腕を退けて？　隠さないで……」

        眉根を寄せて哀しそうに訴えかけられれば、従わざるをえない。エリカは両腕をゆっくりと下ろす。

        嬉しそうに笑って、琴葉はふたたび十字架を手に取った。薄桃色の部分をゆっくりと擦られる。

        「んっ……！」

        おかしな声が出てしまった。エリカは慌てて口を押さえる。

        「声……がまんしなくていいの。聞かせて？」

        「ど、どうして？」

        「聞きたいから」

        それは、質問に答えているようでそうではない。なぜこんな声を聞きたいのか、エリカにはわからないからだ。

        「エリカの乳首、尖ってる」

        「ふぇっ!?」

        下を見ればたしかにそうだった。

        「あ……な、なんで……？」

        「クロスで乳首を弄られて、感じちゃったってことじゃない？」

        説明されると、よけいに羞恥心が増す。

        「ますます尖ったかも」

        琴葉は膝を折り、エリカにもたれかかるようにして乳頭を見つめる。

        「……っ」

        それほど間近で胸を見られる経験なんてないものだから、言いようのない感情が込み上げてきて心身ともに混乱する。

        琴葉は十字架の一端で薄桃色の蕾をツン、ツンッと下から突き上げて揺さぶる。十字架は冷たく、先端がほんの少し触れるだけでも刺激的だった。

        「ゃんっ、んぅ……！」

        十字架の中央で胸飾りを押される。冷たさがいっそう顕著になる。

        「すごく硬い。クロスが弾き返されちゃう」

        エリカは手で口元を覆ったまま「ふぁ、あっ」と喘ぐ。

        十字架で乳首を押されて気持ちがいいと感じてしまうなんて、神の御心に反している。なけなしの信仰心が、背徳感でいっぱいになる。

        キーンコーンカーンコーン……と、チャイムが鳴り響いた。下校を促すものだ。

        琴葉の右手がビクッと跳ね上がる。

        「……帰りましょうか」

        急に現実に引き戻されたようにポツリと琴葉が言った。

        「あ――う、うん……」

        エリカは頷いて、制服の乱れを正す。美術室を出て歩きだせば、それまでのことが嘘のように日常的だった。

        （なんだか、妙な感じ……）

        校門へと歩きながらエリカは悶々とする。いっぽう琴葉は、いたって平静だ。

        「今日も、一緒に車に乗ってくれない？」

        「うん、それはいいんだけど――」

        そうたびたび車に乗せてもらっていいのだろうかと思う。

        エリカが尻込みしたからか、琴葉は表情を曇らせる。

        「私……家に帰るのが億劫なの」

        物憂げに目を伏せる琴葉はどこか儚く見える。エリカは「そうなんだ……？」とだけ言葉を返した。わけを尋ねてよいものかと迷う。

        「だから、できるだけ多くエリカと一緒にいて……癒されたいの」

        「えっ？　私って――癒しになってる？」

        苦笑して冗談ぽく言うと、琴葉は朗らかに笑った。

        「なっているわ、とても――」

        　

        翌朝。昨日の美術室でのことは現実だったのかと疑ってしまうほど琴葉は『普通』だった。

        「エリカは休みの日はいつもなにをして過ごしているの？」

        弁当のおかずを例のごとく交換したあと、琴葉に尋ねられた。

        「休みの日？　あ～、ええと……」

        部屋に引きこもってゲーム三昧なのだとは、なんとなく口にできない。

        「家でテレビみたり、買い物に行ったり、かな」

        「そうなの。じゃあ今週、私と出かけない？　エリカはこの街のこと、まだあまり知らないって言っていたわよね？　案内したいの」

        「ありがとう、ぜひ！」

        ゲームが好きだが、外へ出るのが嫌いとうわけではない。

        （それに琴葉ちゃんとなら、きっと楽しい）

        琴葉はいつもこちらの立場を慮ってくれる。この街へは両親の転勤を機に引っ越してきたことを琴葉は知っている。それで、案内を思い立ってくれたのだろう。優しい友人だ。

        「じゃあ土曜日、そうね……十時でいいかしら？　エリカの家へ迎えに行くわ」

        「えっ、お迎えなんて悪いよ。駅で待ち合わせとかでいいよ？」

        「エリカの家から駅までは遠いじゃない。それに、迎えには車で行くから」

        芹野という、運転手の女性が頭に思い浮かぶ。

        （琴葉ちゃん、お嬢様だから……電車に乗ってるところ、想像できない）

        ここで意固地になって、無理に電車で移動させるのはよくないだろう。

        「そっか、ありがとう。楽しみにしてる」

        　

        土曜日、自宅を出ようとしていると玄関チャイムが鳴った。ちょうど十時だ。

        「はーい」

        玄関を開けるとそこには琴葉がいた。門扉の前には黒い車が停まっている。

        琴葉は白地に紺のラインが入ったバイカラーのワンピースを着ていた。予想どおり、私服は清楚系だ。

        運転をしてくれる芹野に「よろしくお願いします」と言いながら車に乗り込む。芹野は満面の笑みで「はい！」と答えた。

        それから約二十分後、街に到着する。

        「それではどうぞ、おふたりでごゆっくりお過ごしください。お帰りの際はご連絡くださいね」

        「ええ。ありがとう、芹野」

        琴葉は学校から家へ帰るときよりも明らかな上機嫌で芹野に別れを告げた。

        店が軒を連ねる大通りをふたりで歩く。いちばんはじめに立ち寄ったのは雑貨屋だ。

        「あっ、これかわいい～！」

        「それ、この街のゆるキャラよ。水無丸みなまるっていうの」

        頭が雫の形をした三等身のマスコットだ。困り顔をしているからか、母性なるものをそそられる。

        「これ、買う」

        エリカがチェーン付きのマスコットを手に取ると、

        「じゃあ私も。おそろいにしていい？」

        琴葉も同じものを手にした。

        「うん、もちろん！」

        ふたりでレジに並び水無丸を買う。スクールバッグにつけようね、と話しながら雑貨屋を出た。

        そのあとはアパレルショップだ。カジュアルからファンシーなものまで取り揃えてある。

        （ブランドものの店だったらどうしようって思ってたけど……。もしかして、私に合わせてリーズナブルな店を案内してくれてるのかも）

        アパレルショップでは互いに試着をして、ああでもないこうでもないと似合うものを探して服を買った。

        ふたりで買い物をしているとあっという間に時間が経つ。エリカと琴葉は裏路地に面した小さなカフェに入った。

        花や小物が所狭しと飾られた洒落た店だ。そこでふたりはデザート付きのワンプレートランチを食べる。学割のきく店だったので、それほど大きな出費にはならなかった。

        「この先に大きな公園があるの。少し散歩しない？」

        「うん、いいね！」

        裏路地を歩き、何本かの通りを越えると開けた場所に出た。

        「わぁ……！」

        公園には大きな池があった。いや、湖というべきだろうか。木洩れ日の下をふたりで並んで歩く。ぽかぽか陽気で気持ちがよい。

        湖のまわりにはカップルやファミリーがいて、それぞれ休日の昼下がりを楽しんでいる。

        春の陽射しを受けてきらきらと輝く湖面はどれだけ見ていても飽きない。

        不意に手が触れ合った。それぞれ振り向く。視線が絡む。

        琴葉はなにを言うでもなくエリカの手に触れた。ためらいがちに手を繋がれる。

        「……っ、え？」

        エリカが目を見開くと、琴葉は急に手を引っ込めて「ごめんなさい」と謝った。

        「あ――ううん」

        微笑して首を横に振り、琴葉の顔を覗き込む。

        （女の子同士で手を繋ぐって……べつに、ヘンなことじゃないよね？）

        自分に言い聞かせたあとでエリカは言う。

        「手……繋いで歩こう？」

        「……いいの？」

        だって、いまにも泣きだしそうな顔をしているから。見て見ぬふりなんてできない。

        すると琴葉はおずおずと手を差しだしてきた。それがおかしくて仕方がなかった。

        （このあいだは私の乳首を十字架で突いてたくらいなのに、手を繋ぐだけでこんなに恥ずかしがるなんて）

        ふと美術室でのことを思いだし、頬がカァッと熱くなる。

        「どうかした？」

        「うっ!?　ううん、なんでもないよ」

        エリカは琴葉と手を繋いだまま、前を向いて歩く。

        （琴葉ちゃんの手……柔らかい）

        心なしか、繋いでいる手が熱くなってきたような気がする。

        （なんか、くすぐったい……？）

        いままでに経験したことのない感情が込み上げてきた。その感情を、エリカは説明することができない。

        


        　

        　

    

    
        第二章　オリエンテーション合宿に来ました

        　

        見事な五月晴さつきばれの下、校門の前に停まっていた大型バスのひとつにジャージ姿で乗り込む。

        バスの座席はくじ引きでランダムに決められたが、たまたま琴葉が隣になった。席が前後だというのもそうだが、琴葉とは縁があるらしい。

        「どんなところだろ。楽しみ」

        エリカが言うと、琴葉は朗らかな笑みで「そうね」と相槌を打った。

        今日から、一泊二日の新入生オリエンテーション合宿だ。校則などを主として学園生活について学び、新入生同士が親交を深めるための行事である。

        街中を走っていたバスだが、一時間ほどすると山道に差しかかった。曲がりくねった急な勾配の道を上っていく。

        「あっ……」

        バスが揺れて、琴葉と肩がぶつかり合う。どうしてかドキッとしてしまう。

        （え……待って、私――なに、いまの）

        友人と肩が触れ合っただけでなぜ、心臓が忙しなく脈を打つのだろう。

        （あれかな、疲れてるのかな……私）

        きっとそうに違いない。でなければ、この胸の高鳴りはいったいなんなのだ。

        バスは間もなくして山の上の研修施設に到着した。標高が高いからか、バスを降りると肌寒く感じた。

        研修施設は広大で、自然の中に共存するような佇まいだった。Ｙ字形の本館を中心にキャンプ場や講堂、オリエンテーション室や陶磁器の窯元まで配されている。

        新入生は講堂で座学を受けたあと、川で魚釣りをした。

        エリカは手際よく釣り竿に糸を通す。父親が釣り好きでよく一緒に行っていた。にょろにょろと動くエサを取りつけるのはごめんだが、ルアーフィッシングならばひとりでもできる。

        いっぽう琴葉は手間取っているようだった。

        （たしかにお嬢様って、魚釣りなんてしそうにない）

        エリカは苦笑して、琴葉が竿に糸を通すのを手伝った。

        川を臨む岩場に琴葉と並んで座り、それぞれ釣り糸を垂らす。川岸には他の女子学生がいた。楽しそうに笑い声を上げたり、身を寄せ合って内緒話をしたりとさまざまだ。

        エリカと琴葉はなにを話すでもなく釣り竿を手に持っていた。不思議と、琴葉とは話題がなくとも苦にならない。

        空を見上げれば白い雲が流れ、地には爽やかな風が吹いていた。別段、寝不足というわけではないのに眠気がくる。琴葉も同じだったのか、ぼうっとしているようだった。

        ふと気がつき、エリカは叫ぶ。

        「琴葉ちゃん、引いてる！」

        「えっ？　どうしましょう!?」

        「釣り上げなきゃ！」

        エリカは自分の釣り竿を左手に持ち替えて、空いたほうの右手で琴葉の釣り竿を掴んだ。竿の先端を川の中で上下させながら、粘り強く竿を引く。

        川面かわもが煌きらめき、小さいながらも魚を釣り上げた。

        「あぁ、釣れたぁ！」

        岩の上でピチピチと跳ねる小魚を見ながらエリカは言う。

        「じつはちょっと眠かったんだけど、目が覚めた」

        琴葉は釣り上げた魚を見つめて小さな声で「私も」と同調した。

        「やっぱり？」と言ってエリカは口角を上げ、ふたりで笑い合った。

        　

        川から研修施設へと戻った新入生たちは、オリエンテーション室でバッグや弁当箱などの生活小物を作る。

        琴葉は裁縫が得意のようだ。慣れた手つきで花柄の生地を裁断していく。反対にエリカは縫い物が苦手だった。

        生地をハサミで切って仮縫いするところまではなんとかできたが、ミシンをかける段になるとまずその糸の通し方がわからない。

        「さっきとは逆ね」

        琴葉は釣り竿に糸を通せなかったが、エリカはミシンに糸を通せない。

        「でも片方ができるから、私たちちょうどいいね？」

        エリカが冗談ぽく言うと、琴葉はどうしてか一瞬、糸をつまむ手を止めた。

        「……そう、ね」

        微笑して、琴葉はミシンに糸を通す。

        「はい、できた。ここを真っすぐ縫えばいいだけだから、やってみて」

        琴葉が生地を渡してきたので「ありがとう」と言いながら受け取る。そのとき、小指同士がほんの少しだけ触れ合った。エリカの心臓がトクッと跳ねる。

        （ほんと、おかしいよ……私）

        琴葉と指が触れ合っただけでどきどきするのは、おかしい。しっかりしなくてはならない、と心に決めてエリカは縫い物に集中した。

        　

        夕方になり、キャンプ場でカレー作りをする。エリカは森の中にある屋外のキッチンでじゃがいもとにんじんの皮を剥いていた。

        「琴葉ちゃん、お料理も上手そう」

        「そんなことないわ」

        包丁を持つ琴葉の手元を覗き込む。皮を剥いたじゃがいもと人参は正方形にカットされていた。

        （真四角に切ってる。なんか、琴葉ちゃんらしい）

        エリカは「ふふっ」と笑って、玉ねぎの皮を剥いていった。

        すべての具材を切りおわり、フライパンで炒めたあとは深鍋に入れて火にかけた。そのあいだに包丁などの片づけをした。

        残るはカレー粉を入れるだけなのだが、琴葉はいったいどこから持ちだしてきたのか、梅干しを手に深鍋の前にいた。

        「琴葉ちゃん？　その梅干し、なんに使うの？」

        「カレーに入れてみようと思って」

        「えっ、なんで!?」

        「美味しそうじゃない？」

        「え、えぇ～っ？　カレーに梅干し……って、入れたことあるの？」

        「ないわ」

        「じゃ、やめておいたほうがいいんじゃないかな!?」

        「そう……？」

        琴葉は残念そうに唇を尖らせる。

        「琴葉ちゃんって、家でお料理する？」

        「えっ？」

        「あ、ごめん。なんか、すごく失礼な訊き方になっちゃったけど……その……」

        「家ではまったくしないわね。お料理教室には通わされてるけれど」

        「か、通わされてるの？」

        尋ねると、琴葉は「しまった」というような顔になって「コホン」と咳払いをした。

        「……通わせてもらっている、だったわ」

        哀愁を漂わせて琴葉が言うので、エリカは返す言葉に詰まる。

        （お嬢様もいろいろ大変みたい……）

        エリカは胸の前でパンッと両手を叩き合わせて「さっ、食べよう！」と食事を促す。

        木目の美しいテーブルと、切り株を模した丸い椅子に座って木々を眺めながら食事をすると、なんの変哲もないカレーでもいっそう美味しく感じられた。

        　

        陽が落ちて、入浴の時間になる。研修施設の大浴場は浴室もさることながら脱衣所も広々としていた。

        脱衣所の棚にずらりと並べてある籐のカゴにジャージの上着を軽く折りたたんで入れる。シャツの裾を引き上げようとしたところで、エリカは手を止めた。

        （……どうしよう）

        脳裏をよぎったのは美術室でのことだ。琴葉の前で胸を晒したときのことを思いだして、服を脱ぐのをためらってしまう。

        だが全裸にならなければ入浴はできない。研修施設には個室の風呂などない。それに、いつまでもこうして裸になるのをためらっていては、隣にいる琴葉に不審がられるだろう。

        意を決してシャツを脱ごうとすると、出入口の角を曲がって夏帆と綾乃がやってきた。

        「あぁ、琴葉ちゃんにエリカちゃん。いまからお風呂～？」

        琴葉は「ええ」と答えながらシャツを脱ぎ、ズボンや下着もどんどん脱いでいく。エリカはそれを横目で見た。直視は、どういうわけかできなかった。

        「私たちもいまからなんだ～」

        夏帆と綾乃はエリカの隣に来ると、服を脱ぎはじめた。そうして、琴葉と綾乃は先に浴室への扉を開けて行ってしまう。

        脱衣所に残されたのは夏帆とエリカだ。

        「――もしかしてエリカちゃんも、なにかコンプレックスがあるの!?」

        夏帆に詰め寄られたエリカは「えっ、なにが？」と尋ね返す。

        「あ、違うの……？　そうよね……だってエリカちゃん、スタイルいいもん」

        夏帆はエリカの胸元をじいっと見つめている。

        「私……胸が小さいのが悩みなの」

        そう言うなり、夏帆は背を丸めて恥ずかしそうにシャツを脱いだ。自己申告どおり、夏帆の胸は世辞にも大きいとは言えなかった。彼女がブラジャーを外しても、大きさが変わることはない。

        項垂れて、とぼとぼと浴室へ歩いていく夏帆を見送ったあと、エリカはそそくさと服を脱ぎ、前面をタオルで隠して浴室に入った。

        浴室の隅で体を洗って、大きな四角い湯船に浸かる。湯船にはエリカ、琴葉、夏帆、綾乃の四人しかいなかった。入浴にはまだ少し早い時間だからだろう。

        「どうしたら、みんなみたいに大きくなるのかなぁ～？」

        夏帆が、その場にいる全員の胸を見まわして言った。それには綾乃が答える。

        「他人に揉まれたら大きくなる、って聞いたことあるよ」

        「そうなの!?　じゃあ、揉んでくれない!?」

        エリカはギョッとして夏帆を見る。夏帆の表情は真剣そのものだ。冗談を言っているようではなかった。

        （そういうのって、彼氏にしてもらうから効果がある……とかじゃ、ないのかな!?）

        しかし綾乃が「いいよ」と言って夏帆の後ろにまわり込むので、エリカはなにも言えなくなる。

        「ありがと～、綾乃ちゃん」

        夏帆の背後を陣取った綾乃が両手を伸ばす。夏帆の控えめな膨らみを両手で掴んで揉みはじめた。

        「夏帆の胸、このままでもじゅうぶん魅力的だと思うけど……これで、大きくなるといいね」

        「うん！　……はぁ、きもちぃ～」

        夏帆と綾乃はほのぼのとした雰囲気で話をしているが、いけない場面を見ているような心地になる。

        「わ、私――そろそろ上がろうかな」

        なんとなくその場にいづらくなって、湯船から上がる。

        「じゃあ私も」

        琴葉もついてきた。エリカと琴葉はシャワーで体を流して脱衣所へ行く。ふたりのほかにはだれもいない。

        エリカは琴葉に背を向けて、バスタオルで体を拭く。

        「ねえ……エリカ？」

        思いのほかすぐそばで琴葉の声が聞こえたので、驚いて両肩が弾んでしまった。

        「ん、なに？」

        「もしかしてエリカも、胸を揉まれたいって……思った？」

        手に持っていたバスタオルを床に落としそうになる。エリカは「へぁっ？」と頓狂な声を上げて琴葉を見た。

        「だって、顔が真っ赤だもの」

        「こ、これは……ちょっとのぼせたんだと思う」

        「そうかしら」

        俯いて床を見ていると、なにか柔らかいものが背中に当たった。

        「私でよければ、揉んであげる」

        琴葉の両手が脇腹を通って伸びてくる。エリカは瞬時にカァッと頬を熱くする。

        なぜ、後ろから抱きつかれているのだろう。背に当たる柔らかなものの正体はひとつしかない。風呂に入っているあいだずっと、あえて見ないようにしていたものだ。

        「こっ、琴葉ちゃん……！　当たって、る」

        「なにが？」

        「その……琴葉ちゃんの、胸が……ぁ、当たってて……」

        「いけない？」

        そう言われると答えに窮する。なぜいけないのか、頭の中が真っ白になってなにも考えられなくなる。

        琴葉の両手がゆっくりと這い上がってきた。脇腹を撫でられる。

        「う、うぅっ……くすぐったい、よ」

        「そうね」

        琴葉は目を細め、大きく息を吐き出す。湯で濡れていた首筋に吐息がかかって、脇腹がゾクリと震える。

        バスタオルで隠していた胸を両手で鷲掴みにされる。

        「ぁっ……！」

        「これも、くすぐったい？」

        タオル生地越しとはいえ揉みまわされると、下腹部のあらぬ箇所から快いなにかが込み上げてくる。

        「う、ん……っ」

        こくこく頷いて琴葉を咎める。

        「だ、だめだよ、琴葉ちゃん……！　放して……」

        「どうして『だめ』だと思うの？　綾乃だって夏帆の胸を揉んでいたじゃない」

        「あ、あれは……夏帆ちゃんが、胸の大きさがコンプレックスだからなわけで」

        「なにか理由があれば、私もエリカの胸を揉んでいいの？」

        「えっ？　ええと、それは――」

        「じゃあ私も、エリカの胸を大きくしたいわ。だから揉んでいるの」

        「……っ、じゃあって、そんな――」

        突如、ガチャッと物音がした。「ぎゃっ！」と言いながらエリカは千鳥足で三歩ほど前へ進む。

        「でね～、それからどうなったと思う？」「えー、わかんない。教えて～」と、世間話をしながら他クラスの学生が脱衣所に入ってくる。

        心臓はバクバクと高鳴っていっこうに落ち着かないが、この場で棒立ちになっているわけにはいかない。

        「琴葉ちゃんっ……早く、服を着よう？」

        「ええ……」

        琴葉はあからさまに残念そうな顔になって、バスタオルで体を拭いて私服を着た。

        大部屋に戻り、布団を敷けば早々に就寝の時間となる。

        エリカは窓際の布団に横になった。隣には琴葉がいる。そっと目を開ければ、窓から射し込む月明かりに琴葉の顔が照らされていた。

        エリカは脱衣所でのことを思い起こす。

        （琴葉ちゃん、なんであんなこと――）

        寝顔は少しあどけない。眼鏡をかけていないのもあって、ふだんの彼女とは違って見える。

        （もしかして琴葉ちゃん、性欲がものすごーく強い……とか!?）

        見つめていると、琴葉が急に目を開けたのでエリカは焦ることになる。

        「……なあに？」

        小さな声で尋ねられた。

        「な、なんでもないよ。……おやすみ」

        「おやすみなさい」

        琴葉の瞳がふたたび閉ざされる。

        （よけいなことは考えずに私も早く寝よう）

        そうして、眠ろうと強く目を閉じるものの、なかなか寝つけなかった。

        　

        オリエンテーション合宿の二日目。午前中は研修施設の片隅にある窯元で絵つけ体験をすることになっている。

        森の中、木製テーブルの上にパレットを並べて筆を持ち、ティーカップに思い思いの絵を描く。絵のテーマは『植物』だ。

        出だし十分ほどは集中して、カップに花の絵を描いていた。しかし集中力の限界がくると、琴葉のようすが気になりはじめる。

        横目で琴葉のカップを盗み見れば、そこには見事な百合の花が描かれていた。

        「すごい、きれい……！」

        つい言葉に出して感嘆してしまう。琴葉は顔を上げて「そう？」と言いながらはにかんだ笑顔を見せた。

        エリカはあらためて手元のカップを見る。琴葉のものにくらべると、自分が描いた花の絵は――きっと幼稚園児のほうがもっと上手だ。

        落胆しながらも、途中で投げだすわけにはいかないので最後まで描く。

        描き上がったものは数日間、乾燥したのちに学園へ届けてもらえるそうだ。

        「ねえ、カップが出来上がったら私のと交換しない？」

        「えっ？　それって、琴葉ちゃんのカップを私が使うってこと!?」

        「……嫌？」

        「まさか、そうじゃないよ。むしろ嬉しい。だってこんなにきれいなんだもん。でも、私のカップは――」

        「すごく素敵じゃない。芸術的で、私は大好きよ」

        「そ、そう……？」

        「出来上がるのが楽しみ。私、宝物にするわ」

        そうして琴葉が、拙い花の絵が描かれたティーカップに熱視線を注ぐので、エリカは嬉しいやら恥ずかしいやらで頬を赤く染めた。

        　

        午後からはハイキングだ。決められたコース内であれば、夕方までどこでなにをして過ごしてもよいことになっている。

        「エリカ？　スケッチをしない？」

        「そうだね！　よく晴れてるし」

        エリカと琴葉はスケッチをするのによい場所を求めてハイキングコースを歩く。

        「大きな湖……！」

        先日、街中の公園で見たものよりもさらに大きな湖が眼前に広がっている。

        「ここにしましょうか」

        「うん」

        ハイキングコースから外れてはいないものの、ずいぶんと遠くまで来てしまった。あたりには学生の姿はない。集中してスケッチをするのにはちょうどよい場所だ。

        湖のほとり、大きな木の下でふたりはスケッチブックを開き、鉛筆を動かす。

        風が木の葉をそよそよと揺らすものだから、水面に映り込む木の葉を描くのがとても難しい。エリカは描いては消し、また描いては上手くできずに消す、というのを繰り返していた。

        一時間ほどが経過し、あらかた写生しおわる。

        「うーん……」

        描き上げたものを見て、エリカは唸った。何度も描き直したわりに、いつもどおり出来が悪い。

        このところはすっかり琴葉のスケッチブックを覗き見るのが習慣になってしまった。

        「おぉ～」と言いながらエリカは琴葉に拍手を送る。琴葉のそれは相変わらず写実的で美しい。

        「もう描き終わった？」

        「ええ」

        「まだ時間があるね。別のところでまた描く？」

        「……いいえ。ここで、エリカを描きたいわ」

        「えっ――」

        エリカは笑顔のまま身を固くする。

        （いやいや、またモデルになるからって……美術室のときみたいに、胸を出してなんて言われたわけじゃないんだし）

        ここは屋外だ。さすがに、あのようなことは要求されないだろう。曖昧にほほえんで「私でよければ」と返す。

        「ありがとう。じゃあ……ちょっと、いいかしら」

        ジャージのファスナーを下ろされるので、ふたたび固まらざるをえない。

        「ぇあっ、あの!?」

        「なぁに」

        「なんでファスナー下ろすの!?」

        「必要なことだからよ」

        なにやら雲行きが怪しい。いや、空は快晴だ。いま目の前にいる琴葉の行動が、妖しいのだ。

        「そのままの姿のエリカもいいけれど……いまは、もっと違う姿を描いてみたいの」

        紺色のジャージの中に着ていた白いシャツを捲り上げられ、ブルーのブラジャーが露呈する。

        悪い予想が的中したエリカは琴葉に向かって両手をかざし、ぱくぱくと口を動かす。

        「ま、待って琴葉ちゃん。ここ、外だよ？」

        ところが琴葉は平然と「そうね」と返すのみだ。

        「だれかに、見られるかも――」

        「それは困るわね」

        琴葉はあたりをきょろきょろと見まわして、岩陰を指さした。

        「あそこへ行きましょう」

        「やっ、そういう問題じゃなくって！」

        「岩陰ならきっと大丈夫よ」

        左の手首を掴まれ、そのまま岩陰まで引っ張っていかれる。捲り上げられたシャツを下ろす暇がなかったから、ブルーのブラジャーを晒したままだ。

        「座って、エリカ」

        叢の上に座ると、琴葉に真正面から抱きつかれる。

        「こ、琴葉ちゃん……!?」

        慌てるエリカのブラジャーのホックを弾いて緩ませた琴葉は薄くほほえみ、両手で脇腹を撫で上げた。

        くすぐったさに身を捩ると、緩くなっていたブラジャーを鎖骨のあたりまで引き上げられ、乳房が陽の下に出てしまう。

        「ひゃっ……！」

        胸元を押さえるものの、琴葉は譲歩しない。

        「こっちも、見せて」

        彼女がなにを言っているのか、すぐにはわからなかった。足の付け根をジャージの上から摩られることで、琴葉がなにを求めているのかようやく理解する。

        「ね……？　エリカ」

        琴葉はエリカの髪に結われていた赤いリボンの端を引いて解いた。金髪がふわりと散って広がる。

        胸を隠していた両手を取られ、おもむろに背中のほうへと動かされる。そのまま、赤いリボンをぐるぐると巻つけられ手首を拘束されてしまった。

        「～～っ！」

        はっきりと「こんなことやめて」と言わなくては――そう、わかっているのに声が出ない。先ほどから胸がどきどきとうるさく鳴って、どうしようもないくらい身も心も高揚している。

        （私……もしかして、喜んでる？）

        乳房を晒して後ろ手に縛られて、悦んでいるのだろうか。

        琴葉はエリカの顔を見ながら、ジャージのボトムスを中のショーツごと太もものあたりまでずらした。

        「あ、っ――！」

        ドクンッと蠢いたのは胸の奥と下半身だ。心臓はともかく、なぜ脚の付け根まで疼いてしまったのだろう。

        「んん、いいわ……」

        恍惚とした表情を浮かべて琴葉はエリカの秘所を見まわし、スケッチブックを開いた。

        （こんな恰好、描かれたら恥ずかしい……！）

        そう思うのに「やめて」とは言えない。心の奥底では「描いてほしい」と思っているのか、あるいは、真剣な表情で鉛筆を動かす琴葉に水を差すようで、言葉を発することができないのだ。

        エリカは唇を噛んで俯く。そうして羞恥心に耐える。

        吹く風は爽やかで気持ちがよい。だがそれとはまたべつの快さにいま、見舞われている。琴葉の視線が胸や下半身に注がれると、そこが熱を持って火照り、心地よくなる――。

        （どうして――）

        風が吹くと、足の付け根がひやりとするのはなぜだろう。そこは水に濡れているわけではないのに、爽風がその箇所を撫でると冷たく感じる。

        「ふぅ」と琴葉が息をついた。どうやらスケッチを終えたらしい。琴葉は眼鏡を外しながら、

        「モデルになってくれてありがとう、エリカ。……どう？」

        スケッチしたばかりのものをエリカに見せつける。

        そこにはあられもない姿の自分がいた。まるで鏡に映したようだ。いや、それよりももっと卑猥に思えて、恥ずかしくなる。

        「すごく、上手だと思う……」

        琴葉は小悪魔的に笑って「嬉しい」と返す。

        もうスケッチは終えたというのに、琴葉はいつまでも手首の拘束を解いてくれない。それどころか、乳房や脚の付け根を交互にまじまじと見つめている。

        「あら……？」

        琴葉が下を向く。艶のある黒髪が前に流れ、琴葉の顔にかかる。

        「エリカのここ――少し濡れているみたい」

        股間に琴葉の華奢な指が入り込んでいく。エリカはそれを黙って見ていることしかできない。

        愛蜜が滲みでた陰唇を、琴葉は人差し指の先ですうっと撫で上げた。

        「ひぁっ!?」

        触れられた箇所を中心にゾクゾクとした甘い痺れが全身を駆け巡る。

        「私に見られて、興奮しちゃったの？」

        そんなことを言われれば恥ずかしさに拍車がかかる。

        「昨夜の続き、してあげましょうか」

        「さ、昨夜のって――」

        すぐに思い当たるのはきっと、そのことをずっと意識してきたからだ。

        琴葉は「脱衣所では邪魔が入っちゃったから」と小さな声で呟いてエリカの頬を両手で覆う。

        「ここなら、だれにも邪魔されずにエリカにさわれる。絵のモデルになってくれたお礼に、気持ちよくしてあげる」

        急にあたりが暗くなった。琴葉の顔に翳がさす。エリカは唇を引き結んでぶんぶんと首を横に振った。

        「いっ、いい……！　それより、もう戻ろう。なんか、急に曇ってきたし」

        空を見上げる。黒い雲が増えてきたように思う。山の天気は変わりやすいものだ。

        琴葉もエリカに倣って天を仰ぐものの、出てきたのは「平気よ」という楽観的な言葉だった。

        「まだ戻らない。だって、エリカのここ、濡れているんだもの。このまま放っておくなんてできない」

        「――っ」

        なぜ自分の下半身は濡れているのだろう。

        自問せずとも答えはわかっている。琴葉の言うとおり、彼女に見られて興奮したからだ。

        自覚するとさらに羞恥心が込み上げてくる。穴があったら入りたい。

        「エリカ――恥ずかしいの？」

        コクッと頷くと、「かわいい」と言われ頭を撫でられた。

        琴葉の両手が肩を撫で、下降していく。ふたつの膨らみを下から持ち上げるようにして揉み込まれる。

        「ぁ、あ……琴葉、ちゃん」

        「んん……？」

        意味もなく呼びかけてしまった。琴葉が妖艶に笑う。ふだんと印象が違うのは、彼女が眼鏡をかけていないからだ。

        そこで、エリカは気がつく。

        （琴葉ちゃんって、なんだか……眼鏡を外してるとき、大胆じゃない!?）

        美術室で乳首を弄られたとき、風呂で胸を揉まれたとき、そしていま。思い起こせばどの場面でも、眼鏡をかけていない。

        眼鏡のない彼女はどうも、サディスティックな気がしてならない。

        「どうかした……？」

        「ん、んぅ……っ」

        円を描くように両方の乳房を揉まれていて、言葉を返せない。いけないと思うのに気持ちがよくて、おかしな声ばかりが出てきてしまう。

        エリカが「はっ、はぁっ」と荒く息をすれば、琴葉は「はぁ……」と長く息を吐きだした。

        「この顔も全部、描き留めておきたいくらい――。でも、手を放してしまったらエリカのこんな表情は見られなくなってしまうわよね」

        悩ましげにふたたび「はぁ」と息をつき、琴葉はエリカの乳房を、その先端を絞り込むように扱く。

        「乳首が尖ってきた」

        エリカの両肩がピクッと跳ね上がる。

        「さわったらやっぱり、硬いのかしら」

        琴葉の視線が突き刺さるようだった。胸を隠したいが、両手首は相変わらずリボンでがんじがらめにされたままだから、できない。

        「そういえば最近――クロスのネックレス、してないわね」

        ギクリとして目を見開く。

        美術室での出来事のあと――十字架で乳首を弄られて以来、つけていない。

        「ごめんね……？　私が、エリカの信仰心を削いじゃったのかしら」

        「そ、そんなこと……ない。もともと、そんなに熱心だったわけじゃ、ないから……」

        「そうなの？」

        「そう――だけど、だからってこういうことするのは、よくないっていうか……！」

        やっとの思いで発した言葉を琴葉やたやすくかわす。

        「よくない、と思う理由を教えてほしい」

        「そ、それは……っ」

        琴葉は質問を質問で返してくることが多いので、結局はこちらが答えに窮して言葉に詰まってしまう。

        「この、尖っているところ……さわってもいい？」

        「――っさ、さわる、の？」

        言葉なく大きく頷く琴葉の顔を凝視する。

        「なぜ」と尋ねたところできっと「さわりたいから」という答えが返ってくるのだろう。

        「だめ」と拒んだところできっと「どうして？」とまた質問を返されてしまうのだろう。

        そうなればもう、曖昧に「んん」と答えるしかなくなる。

        エリカが緩く頭を縦に振ると、琴葉は嬉しそうに口の両端を上げた。

        細い指先が、尖って上を向いている乳頭をそっと突く。

        「んっ……！」

        琴葉の指先には電流が走っているのではないかと錯覚した。それほど衝撃的だった。

        「琴葉ちゃんの指、つめたい……！」

        瞬時に快くなってしまったのを隠すようにエリカが言うと、琴葉はほほえんだまま首を傾げた。

        「そう……？　エリカが、熱いんじゃない？」

        琴葉は長いまつ毛を伏せて、エリカの乳輪を指で象る。

        「つめたい指でさわられるの、嫌？」

        「ぁうっ……！　ぃ、嫌……な、わけじゃ……」

        「もっと、つつきたい」

        そう言うなり胸の先をふたつとも、ツンツンと指で突かれる。

        「ふっ、うぅ……！」

        エリカが背を丸めて縮こまると、琴葉は愉しそうに笑った。

        いったいなにが普通で、なにがそうでないのかわからなくなってくる。ただ、友人に乳首を突かれて悦んでいる自分は絶対に『普通』ではない。

        「次は……つまんでみてもいいかしら」

        「つっ、つまむ!?」

        大きな声でオウム返しして、顔を上げる。ごく間近で琴葉と目が合う。薄茶色の瞳の中に、碧い眼の自分が映っている。

        琴葉に乳首をつままれるところを想像すると、下腹部の奥まったところがトクンと脈づいた。頬や耳に熱がこもる。

        エリカはふるふると小さく首を横に振ったが、琴葉はそのことに気がついていないのか、かまわず両手を膨らみの頂点に差し向ける。

        二本の指が乳房のいただきを挟み、引っ張り上げる。それだけでなく、左右に小刻みに捻りまわされた。

        「あぁ、ゃあんっ……！」

        どこからそんな声が出るのだろう。自分のものとは思えない、はしたない声に愕然とする。

        （私……やだ、どうして……っ）

        自分が自分でなくなっていくようで怖い。理性的な思考が働かない。いや、琴葉にシャツを捲られた時点でもう、なにかの箍たがが外れてしまったのだ。

        「エリカ？　顔を上げて」

        「む、無理……！」

        「どうして？　エリカの顔、よく見たいのに」

        「見て、ほしくない」

        「……そう」

        顔を見られたくない理由を尋ねられなくてよかったと思ったのも束の間、

        「じゃあ、私が覗き込むしかないわね」

        「え――っ」

        琴葉は身を屈めて、エリカの顔を下から見上げる。鼻が触れ合いそうなほど近くに琴葉の顔がある。

        そばで見ると彼女の肌がきめ細かく美しいのがよくわかった。心臓がドクッと大きく鳴って、そのままドクドクと連続して脈打つ。

        ああ、だから顔を見たくなかったのだ。琴葉から目が逸らせなくなって、体がどうしようもなく疼いて、彼女のことしか考えられなくなる。

        あとほんの少しでもどちらかが前に顔を動かせば唇が触れ合う。それほど琴葉との距離は近かった。

        ポツリ、と手のひらになにかが落ちる。エリカは驚いて身を引き、空を見上げた。すると頬にも水粒が当たる。

        「雨、だよ」

        エリカが言うと、琴葉は眉根を寄せて「そうみたいね」と返した。

        「琴葉ちゃん、戻ろう」

        今度ばかりは琴葉も素直に従う。

        「このままの恰好ではエリカが風邪を引いてしまうものね」

        そうしてようやく、手首の拘束を解いてもらえた。

        しかしそのあともしばらく、調子が悪かった。

        体が、おかしいのだ。

        足の付け根を中心に、なにかがずっと燻っていた。

        


        　

        　

    

    
        第三章　この気持ちがなんなのか、わかりません

        　

        このところは何日も雨続きだ。トーストをかじりながら窓の外を眺める。庭の紫陽花あじさいがいつの間にか咲いていた。

        父親がつけたニュース番組で「梅雨入りしました」と言葉で聞いてはじめて、もうそんな季節なのだと気がつく。

        エリカと琴葉は相も変わらず昼の弁当を交換していた。

        「はい、どうぞ」

        先端に星のついた小さなスティックに刺していたベーコンのポテト巻きを琴葉に手渡す。

        「ありがとう」

        指先がほんの少し、触れ合った。エリカはビクッと手を震わせる。そのせいで、スティックに刺さっていたおかずが机の上に落ちてしまう。

        「ごっ、ごめんっ。これ、私が食べるから」

        「べつにいいわ、私にちょうだい？」

        「だ、だめ。……はい、新しいのをあげる」

        エリカは別のおかずを琴葉の重箱に入れ、落ちてしまったベーコンのポテト巻きを箸で取って素早く食べた。

        琴葉は不思議そうに首を傾げてエリカを見つめる。そうして視線を送られると、にわかに緊張して心臓が忙しくなる。

        「た――食べよう！」

        声が裏返ってしまったのはこの際、気にしない。エリカは琴葉から視線を逸らして弁当を食べはじめる。

        オリエンテーション合宿以来、どうも調子が悪い。先ほどのように、少しでも肌が触れ合うと挙動不審になってしまうし、体や顔の距離が近くなるのもまた然り、異様に緊張して過剰反応してしまう。いっぽう、琴葉はふだんどおりだ。

        （なんか……私……ずっとうろたえてる）

        心の中で「はあぁ」と大きなため息をついて、交換したおかずを食べる。いつもながら美味しい。

        「エリカ？　もしなにか悩みがあるのなら、聞くわよ」

        「えっ？　あー……うん。でも、たいしたことじゃないよ」

        エリカは「ありがとう」と言って曖昧に笑う。自分自身、なにを悩んでいるのかはっきりしない。ただ、琴葉と接触すると極度に焦ってしまう、というだけだ。

        （当の本人にそんなこと話しても、困らせちゃうだけだろうし……）

        自分ひとりの問題なのだ。だからこれは、自力で解決するしかない。

        　

        「～～っ!!」

        放課後、美術室へ行くとまた朱里がヌードモデルをしていた。しかも前回よりも露出度が高い。いや、もうほとんど全裸だ。朱里が身に着けているものは制服の赤いリボンと紺色の靴下だけなのだ。

        股間を手で押さえ、白いテーブルクロスの上で悩ましげなポーズを取っている。

        そして驚いたのはそれだけではない。恵那だけでなく夏帆と綾乃も、裸の朱里をスケッチしていた。

        「あぁ、ふたりともやっと来た。今日こそはちゃんと私を描いてよね！」

        「あの、でも――」

        「はい、つべこべ言わずに座って！　部長命令だからねっ」

        夏帆と綾乃もきっとこうして押しきられたのだろう。エリカと琴葉はしぶしぶ椅子に座り、スケッチブックを開く。

        （そういえば、人を描くのってはじめてかも）

        それが、いきなり裸体とはハードルが高い。いつも以上に対象物を注視しなければ、形にならないだろう。

        しかしそれは、朱里の秘めた箇所も凝視するということだ。エリカはひとり、頬を赤らめる。

        （ああもう、どうせ上手くは描けないんだし）

        エリカはやけになって、鉛筆を持つ手をガザガザと乱雑に動かす。

        （……琴葉ちゃんは、どうなんだろう）

        琴葉のことだ。きっと真面目にスケッチしているに違いない。ちらりと彼女のほうを見れば、予想どおり朱里に真剣な眼差しを送っていた。

        琴葉が、朱里の隅々まで観察してキャンバスに描いているのだと思うとどうしてか胃のあたりがムカムカしてくる。腹の底が重くなり、スケッチどころではなくなる。

        小一時間が経ち、スケッチを終える。琴葉のことが気になって集中できなかったせいもあり、完成した絵はいままででいちばん最悪の出来だ。

        エリカは大きなため息をついたあと、両肩のストレッチをするふりをして琴葉のスケッチブックを盗み見た。

        朱里の、細かなところまで丁寧に描かれている。心がズキンと鈍く痛んだのは、なぜだろう。

        （琴葉ちゃんのほうが、絵が上手だから……？）

        それはいまに始まったことではない。最初から琴葉のほうが上手だった。ではなぜいま、心の中がモヤモヤとして霧がかかったようになっているのだろう。

        どれだけ考えてもわからなかった。この感情の名を、だれか教えてほしい。

        「みんな～、描き終わった？」

        エリカと琴葉、夏帆と綾乃はそれぞれ「はい」と答える。

        「じゃっ、ご褒美がほしいなっ」

        「ご褒美？」

        エリカが尋ねると、朱里は満面の笑みでテーブルを降り、裸のまま棚のほうへと歩いていった。

        傍らで琴葉は大きなため息をついたのがわかった。それはまるで、朱里がなにを望んでいて、どういう行動をするのかあらかじめ知っているかのようで――。

        朱里は棚から金属製の菓子箱らしきものを出し、蓋を開ける。

        「これで、私を気持ちよくしてほしいんだよね」

        朱里の手に握られているものに目を凝らす。それはピンク色をしていた。丸く、コードがついていて、電源ボタンのようなものもある。

        「そ、それって――」

        エリカは皆まで言えない。実物を見たことはないが、おそらくそれは『大人のおもちゃ』だ。

        「ローターだよ」

        朱里に平然とした顔で教えられエリカは唖然とする。朱里が少しも悪びれるようすも、恥ずかしがることもないので、彼女が手にしているものが美術室には決してあってはいけない代物だというのを忘れそうになる。

        朱里が手に持っているローターをそばにいた恵那が受け取り「わかった」と言うので、エリカをはじめその場にいた一年生全員が驚愕した。

        「みんなは？　してくれないの？」

        朱里の問いに対して恵那以外は皆が首を横に振る。一年生のだれひとりとして「やります」とは言わない。

        突然、ヴヴヴヴッと機械音が聞こえた。恵那がローターの電源を入れ、朱里の乳首に押しつけている。

        「もーっ、恵那？　もっと焦らしてっていつも言ってるでしょ」

        二人の言動から察するに、朱里と恵那は日常的に『こういうこと』をしているものと思われる。

        「ほら、みんなもやって？」

        「遠慮しておきます」

        琴葉がきっぱりと言った。

        （琴葉ちゃんって、こういうこと……好きなんだと思ってたけど）

        だが、いつもそうというわけではないらしい。

        （今日は気分じゃない、のかな……？）

        朱里や恵那の行動も理解しがたいが、琴葉にしてもそうだ。なにを考えているのか掴めないところがある。

        「え～っ。じゃ、エリカちゃんは？」

        考え事の最中に朱里に尋ねられたエリカは「ほぇっ!?」と頓狂な声を上げた。

        「してくれる？」

        「いっ、いいえ！」

        慌てて否定すると、朱里はさもつまらなそうに唇を尖らせた。

        「ちぇっ。じゃあ、恵那？　いつもどおりいっぱい苛めてね」

        ふたりはやはり日常的に、しているらしい。

        恵那はコクリと頷いて、ふたたび朱里の乳頭にローターをあてがう。今度は乳輪のあたりを擦っている。

        「ぁん、あぁん……！　きもちぃっ」

        喘ぐ朱里を見ていてはいけないと思うのに、目を逸らせない。微動だにできなくなって、その場に棒立ちになる。

        「私たち先に帰りますね。お疲れ様でした」

        いっぽう琴葉は相変わらず冷静だ。ペコリと頭を下げたあと、動けないでいるエリカや夏帆、綾乃を連れて美術室を出た。

        校門へ向かって四人で歩く。ちょうど目の高さに夕陽があるので、眩しい。

        「今日は、びっくりしたね……。ううん、前もそうだったけど。朱里先輩が裸でいたときも、驚いた。朱里先輩って、いっつもああなのかな～？」

        夏帆が首を捻る。エリカは「そうなのかも」と曖昧に言葉を返した。

        校門に着くと、見慣れた黒い車が停まっていた。運転席にいた芹野がニッと笑って軽く頭を下げる。

        「みんな、乗っていく？」

        「えっ、いいの～!?」

        夏帆は嬉しそうに顔をほころばせ、綾乃は「お世話になります」と言って頭を下げた。

        車の後部座席にエリカと夏帆と綾乃、助手席には琴葉が乗った。

        夏帆と綾乃の家は隣同士なのだそうだ。ふたりは一緒に車を降り、それぞれの家に入っていった。

        後部座席の右端にいたエリカは助手席に座る琴葉を無言で眺める。

        （朱里先輩にもびっくりだけど……琴葉ちゃんだって）

        彼女は性欲が強いゆえに『ああいうこと』をするのだと思っていたが、そうではないのだろうか。

        （もしかして、私にだけ……そういうことしたい、とか……？）

        急に琴葉がこちらを振り返るので、心臓が大仰にドックンと鳴る。琴葉はなにを言うでもなくただこちらを見つめている。

        エリカはぎこちない笑みになって首を傾げた。

        （ううん――そんなの、勘違いだよ）

        自分だけが琴葉の『特別』なのだとは、きっと思い上がりだ。琴葉は今日はたまたま、そういう気分ではなかったのだろう。

        （だって……そうじゃなきゃ……）

        琴葉はエリカにとってはじめての、気の置けない友人なのだ。ふたりでいるとき話題に困ることはないし、一緒にいて苦だと思うこともない。

        琴葉はなんでも無理には押しつけてこない。互いに自分の好きな話をして、ときには共感して、楽しく過ごす。琴葉の隣はとても居心地がよい。

        （そうだよ……。せっかく、いい友達になれたんだから）

        自らの勘違いでその関係を壊すようなことはしたくない。

        「送ってくれてありがとう、琴葉ちゃん」

        自宅前に着くと、エリカは助手席の琴葉に声をかけた。

        運転手の芹野にも「ありがとうございました」と言い、車を降りようとする。

        「ねえ、明日は一緒に画材を買いにいかない？」

        呼び止められ、振り返る。明日は土曜日だ。エリカはすぐに「うん、いいよ」とふたつ返事をした。

        「じゃあ明日の十時に、またここへ来るわね」

        「いつもありがとう。また明日」

        車を降りたエリカは琴葉の乗った車が見えなくなるまで手を振ってから家に入った。

        　

        土曜日、琴葉はまたしても十時ちょうどに迎えにきた。彼女の描く絵もそうだが、琴葉は何事にも正確だ。

        運転手の芹野に「今日もお世話になります」と挨拶をして車に乗る。

        「そういえば私、画材店って一回も行ったことない」

        エリカが言うと、隣に座っていた琴葉は嬉しそうに笑った。

        「すごくいいところよ」

        「そっか、楽しみ！」

        十分ほどで車を降り、路地裏に入る。

        「この先に画材店があるのだけれど、ここは車両進入禁止なの。少し歩くことになるわ」

        エリカは「わかった」と答えてあたりを見まわした。家と家の隙間の、細長い道だ。見知らぬ家の背の高い庭木が木洩れ日を作り、塀には苔が生えている。

        細い路地裏を歩くこと五分、画材店に到着する。住宅街の中にポツンとあって、看板やのれんの類はないから、一見しただけではそうだとわからない。

        引き戸を開けて店内へ入るとすぐに無数の絵筆が目に飛び込んできた。絵具やキャンバス、鉛筆などが所狭しと、天井まで埋め尽くす勢いで棚に並べられている。

        不思議とよい匂いがするような気がした。琴葉も同じなのか、息を吸い込んで口元をほころばせる。

        エリカと琴葉は思い思いの画材を買い、店を出た。

        「エリカのお家に上がらせてもらってもいい？　さっそく新しい画材を試したいの」

        「うん、もちろん。どうぞ」

        もと来た道を車のある場所まで戻る。エリカの家の前に車が停まる。

        「それではまたご連絡ください。お迎えに参りますから」

        芹野は琴葉にそう言って頭を下げ、車で去っていった。

        「今日は両親とも仕事でいないから、気兼ねなく過ごしてね」

        エリカは琴葉に向かってほほえみかけたあと、自宅の玄関扉を開けながら「あっ」と声を上げる。

        （私の部屋、ゲームが出しっぱなしだ！）

        エリカは青ざめて靴を脱ぎ、家に上がり込む。

        「ごめんっ。ちょっと部屋を片づけるから、リビングで待ってて？」

        「いいわ、気にしなくて」

        「やっ、だめなの！」

        すると琴葉は眉を顰めた。

        「……私に見られてまずいものでもあるの？」

        「ひぇっ!?」

        そんな声を出せばますます訝しまれる。

        「片づけは私も手伝うわ。エリカの部屋は二階？」

        「そ、そうだけど――」

        琴葉はどこか憤然と階段を上っていく。

        「いい、いいってば！」

        「どうして？　そんなに頑なになって……」

        友人の眉間の皺は深まるいっぽうである。

        「ここね？」

        自分の部屋に『Ｅｒｉｋａ‘ｓ　Ｒｏｏｍ』などと木の看板を提げておくものではない。すぐに特定されてしまった。

        「だめだってばーっ！」

        エリカの制止もむなしく、琴葉は憮然と扉を押し開けた。

        「……きれいじゃない」

        琴葉は部屋の中をぐるりと見まわす。机の上にはやはりゲームソフトが出しっぱなしになっていたが、いまそれを隠したところでよけいにその存在をアピールするようなものだ。

        「ま、まぁね……。ささっ、琴葉ちゃんこっちに座って」

        琴葉をテーブルから遠ざけようと、壁際に置いているソファへ誘導するものの、うまくはいかない。

        「これ……なに？」

        テーブルの上のゲームソフトを指さして琴葉は足を止めた。

        「……っ、あぁ～～」

        エリカは頭を抱えてその場に座り込む。結局、見つかってしまった。

        「ええと……ＲＰＧだよ」

        観念して白状すると、琴葉は言葉の意味がわからないらしく、小首を傾げた。

        「ロールプレイングゲーム、だね。ＣＭとかで見たことない？　冒険の旅に出よう～、みたいな」

        琴葉は「あぁ」と答えて手のひらに拳を当てる。

        「エリカはそういうゲームをするのね」

        嬉しそうに琴葉が言うものだから、今度はエリカが首を傾げた。琴葉は顎に手を当ててにんまりと笑う。

        「ねえ、もしかして……私にこれを見られたくなかったの？」

        「うん……」

        「どうして隠そうとしたの？　いいじゃない、ゲーム」

        琴葉が上機嫌になった理由がわからずにいたが、

        「ふふ……。エリカの新しい一面が知れて、嬉しい」

        そんなことを言われれば赤面してしまう。

        （と、とにかく……嫌がられなくてよかった）

        琴葉はゲームに無縁そうだから、軽蔑されるのではないかと心配していたが、思いのほか好意的で安心する。

        「ねえ、私もやってみたいわ」

        「えっ、ほんと!?　じゃあふたりでしよう」

        ゲーム機とテレビの電源を入れ、琴葉にコントローラーを渡す。琴葉は手渡されたコントローラーをぎこちなく胸の前で持ったままカーペットの上に正座した。

        「琴葉ちゃん、こういうゲームははじめてだよね？　イージーモードではじめよう」

        エリカは琴葉の隣に座ってコントローラーのボタンを押す。琴葉はというと、はじめてのゲームだからか緊張しているようだった。表情が硬い。

        ゲームをしているあいだずっと、琴葉はエリカに指示を求めたり、うろたえたりと忙しなく表情を変えて真剣に取り組んでいた。

        （琴葉ちゃんは、私の新しい一面が知れて嬉しいって言ってたけど……私も、同じだ）

        冷静でいることの多い琴葉だ。焦っているところなどはじめて目にした。

        「ふぅ……ＲＰＧって、難しいのね」

        ゲームが一段落すると、琴葉は疲れきったようすでカーペットの上に両手をついた。

        「はは、慣れだと思うけどね。でもそろそろ終わりにしよっか」

        ふと時計を見れば、帰宅してから一時間ほどが経っていた。

        「ああ、ごめん！　私ってばお茶も出さずに――。すぐ持ってくるね」

        「私も手伝うわ」

        ふたりで部屋を出て階段を下り、キッチンへ行く。

        「紅茶かコーヒーか緑茶か、どれがいい？」

        「じゃあ緑茶をいただこうかしら」

        「オッケー」

        ケトルで湯を沸かそうと準備をしていると、琴葉が「茶葉はこれね？」と訊いてきたので「そう、それ」と答え、緑茶を淹れるのを手伝ってもらった。

        急須を持った琴葉が湯呑みに緑茶を注ぐさまはどことなく優美だ。いや、彼女はなにをしていても美しい。背筋はいつもピンと伸びているし、座るときだって椅子がなければ必ず正座だ。琴葉の所作はすべてが綺麗だ。

        「今日は……ご両親は夕方までお仕事なの？」

        「そうだね。夕方――というか、夜まで帰ってこない」

        「……そう」

        棚から菓子を持ちだして、緑茶が入った湯呑みと一緒にトレイに載せて二階へ運ぶ。

        部屋に戻り、テーブルの前に並んで座って菓子をつまみながら緑茶を飲む。そのあいだ、いましがたプレイしていたゲームの話で盛り上がった。

        （琴葉ちゃんとゲームの話ができるなんて、びっくり）

        だが楽しい。エリカは上機嫌で湯呑みの中の緑茶を飲み干した。

        琴葉が、眼鏡を外してローテーブルの上に置く。

        「エリカは、オナニーしたことある？」

        「うん？」

        笑顔で琴葉のほうを振り向いたものの、それ以上は言葉を発することができず固まる。

        （いま、琴葉ちゃん……オナニーって言った……？）

        エリカがなにも言わないからか、琴葉は口元に弧を描いたまま「オナニーよ」と言った。聞き間違いでは、ない。

        「ぅえっ、えぇっ!?」

        口を金魚のようにぱくぱくと動かしながらエリカは首をぶんぶんと横に振る。

        「したことないの？」

        「～～っ」

        エリカは琴葉の真似をして「そういう琴葉ちゃんは？」と尋ね返した。

        「あるわ。つい最近」

        即答されて面食らう。

        （さ、最近って……）

        カアァッと頬が熱を帯び、手足の先がじんっと痺れる。琴葉が『そういうこと』をしている場面を想像――いや、妄想したせいだ。

        「どうなの、エリカ」

        「な……ないこともない、こともない……ような……」

        「それってどっちなの？」

        答えられない。自慰の経験などないが、はっきりそうだとは告白できない。

        「ねえ、スケッチさせて……エリカがオナニーしてるところ」

        隣に座っていた琴葉がジリッ、と詰め寄ってくる。

        「ご、ごめん、できない……！　だって、やり方なんて知らないし！」

        目を瞑って吐き捨てると、琴葉はきょとんとして何度か瞬きをした。

        「やり方なら教えてあげる。まずは服を脱がなくっちゃ」

        楽しそうに笑って、琴葉は「服は私が脱がせてあげるわね」と付け足した。

        「あっ……琴葉ちゃん、眼鏡かけてない――」

        「……？　それが、なぁに」

        琴葉はエリカのカットソーの裾に手をかけたまま不思議そうに首を傾げて小さく唇を尖らせる。

        （やっぱり！　眼鏡をかけていないときは大胆なんだ）

        心の中で納得していると、そのあいだにカットソーを頭から抜けさせられた。

        「わゎっ」

        露わになったブラジャーを押さえて胸を隠す。いまさらのような気もするが、だからといって堂々としているのもどうかと思う。

        「今日は、ブラのホックは外さないでおく」

        「え――」

        それは、胸は見せなくてもいいということだろうかと安心するも、次の瞬間には琴葉は両手の指先を黒いレースのブラジャーの下端に引っかけていた。

        「えっ!?　いま、ホックは外さないって――」

        「そうよ。このまま引っ張り上げるの」

        琴葉の指先に力がこもるのがわかった。ブラジャーの端を無理やり引っ張られ、上にずらされる。

        ホックが外れていない状態でそんなふうにされると、拘束感がとてつもない。

        エリカは両手で胸を隠していたが、そうして見えなくなっているのはせいぜい乳首だ。手で覆いきれない部分を、琴葉はうっとりと見下ろす。

        「んん……この、ブラに締めつけられてるエリカのおっぱいも、いい」

        言われてみればたしかに、ブラジャーのホックが外れていないせいで乳房が強調されているように見える。

        羞恥心を煽られ背を丸める。すると琴葉はエリカのショートパンツのベルトを外しながら「次はこっち」と呟いた。

        「そっ、そっちも脱ぐの!?」

        「当り前じゃない」

        ベルトを外す琴葉の手首を掴みたいが、そんなことをしては胸が丸見えになる。もう何度も見られているとはいえ、やはり恥ずかしい。

        結局、ベルトは緩められてしまい、ショートパンツをずり下げられてしまう。

        「エリカって、いつも大人っぽい下着よね」

        ブラジャーと揃いの、黒いショーツのビキニラインを指で辿られる。

        「すごくよく似合ってると思う」

        そういう琴葉はどんな下着を身に着けているのだろう。気になったものの、琴葉のように「服を脱いで見せて」とは恥ずかしくて言えない。

        「それじゃあ……脱がせるわね」

        琴葉は黒いショーツの端に指をかけて引き下げる。

        「あ、だめ……！」

        膝下にあったショートパンツと一緒にショーツを脱がされ、下半身までも無防備になってしまった。

        身に着けているものはホックの外れていないブラジャーと、スニーカーソックスだけ。ブラジャーは乳房を覆わず捲り上げられているので、その役目を果たしていない。

        エリカは胸と股間を押さえて縮こまる。

        「そんなふうにしていたのでは、オナニーできないわ」

        咎めるような調子で言われた。

        「そ、そうだけど……や、それでいいんだってば。やっぱり、できないよ……！」

        「でも私、描きたいの。オナニーしているエリカを」

        こういうときの琴葉はどうしてこう、融通がきかないのだろう。譲歩の余地がまったくない。

        「動画で撮るのと、私に描かれるの……どっちがいい？」

        琴葉はスマートフォンとスケッチブックをそれぞれ手に持って訊いてくる。そこに、自慰をしないという選択肢はない。

        「どっちも無理だってば……！」

        「どちらかを選んで。もう、いまさらじゃない。エリカはほとんど裸なのだし」

        「うぅ……っ」

        だがやはり、ただ裸を見られるのと、自分で性的な箇所を弄るのとでは、羞恥心に天と地ほどの差があると思う。

        「エリカ、おねがい。これも芸術の一種よ」

        「げいじゅつ――」

        本当にそうなのだろうか。琴葉の顔は真剣そのものだ。

        「だから……ほら、足を広げて。大きく左右に」

        太ももの内側に琴葉の両手が入り込んできた。固く閉じていた脚を、無理に広げさせられる。秘めるべき箇所が開け広げになり、琴葉の目に留まる。

        「ぁっ――」

        「私がこうやって押さえていてあげるから」

        「～～っ、できない」

        首を横に振るものの、琴葉は太ももにあてがった手を退けようとしない。

        「いきなり下を弄れだなんて言わないわ。エリカは乳首を弄るの。両方とも、指で下から突き上げて」

        小さな子どもを諭すような優しい声音で命令される。エリカは視線をさまよわせながら「う、うぅ」と小さく呻く。

        「ね……？　早く」

        顔を覗き込まれるとますます心臓がドクドクと鳴り血相を変える。なにもせずただ座っているだけだというのに息が荒くなってくる。

        両手を動かすのにこれほど勇気が必要になったことが、いままでにあるだろうか。

        エリカはのろのろと両手を動かし、胸の下まで持ってくる。

        「つつくの」

        呪文のような言葉だ。魔法にかかったように、指先が動いて乳頭を突き上げる。

        「んあぁ……！」

        紛れもなく自分の意思で、自分の指がしたことなのに、他人にそうされたときのようにおかしな声が出る。

        「もっと、いっぱいつついて？」

        「ん、んうっ……」

        エリカは目を細め、口を半開きにして呼吸しながら両手を動かし、人差し指を胸飾りに何度もぶつけた。

        「ぁっ、あぁ……ぁう……！」

        「ふふっ、きもちいぃの？」

        「う、んぅー……っ」

        「下のほうばっかりじゃなくて乳首の真ん中も、つつくのよ。そこがいちばんいいのだから」

        エリカは小さく頷いて、ぷっくりと盛り上がっている屹立の中央を人差し指で押す。ふたつともだ。

        「はぁんっ！」

        つい大きな声が出て、そんな自分に驚く。慌てて唇を引き結んでも遅い。

        「いっぱいつついたね。次はつまんでみて」

        「んん――」

        先ほどまでとは打って変わって琴葉の言葉に従っている。なぜそうしてしまうのか、自分でもわからない。

        （ああ、そっか……わかった）

        答えは単純で、彼女の言葉に従えば『気持ちがいいから』だ。

        「乳首はね、親指と中指でつまむの。最初は軽く……いきなり強くしちゃだめ」

        琴葉の両手が太ももの内側を摩る。ぞくぞくとした戦慄わななきを感じながら乳首をつまむ。指示どおり、親指と中指で乳頭を挟んだ。

        「触れるか触れないかの力加減で捻りまわして」

        親指と中指の先を小さく動かす。

        「んぁ、はぁぅっ……！」

        エリカは碧い瞳を細くする。

        （なにこれ――じれったい……！）

        息遣いがますます荒くなって、口を開けていなければ息苦しくなる。

        「はぁ、いい顔……。しばらくそのままでいてね」

        すると琴葉はローテーブルの上に置いていた眼鏡をかけてスケッチブックを開いた。

        エリカは「へっ」と頓狂な声を上げながら呆然とする。

        「エリカのそういう顔が描きたかったの。そのまま――指先に力を入れては、だめ」

        それは「このまま焦れていなさい」ということだ。

        「そ、そんな――」

        それからエリカは「うぅ」と唸って眉根を寄せる。これならば、なにもせずじっとしているほうがいい。指先を動かすのをやめると、

        「あら、ちゃんと乳首を弄らなくてはだめよ」

        咎められるので、エリカは涙目になって指を動かす。

        琴葉は真剣な表情で、苦悶するエリカのありのままを描く。

        「……できたわ。どうかしら」

        スケッチブックを見せられる。

        「わ、私……こんな顔してるの？」

        「そうよ――」

        彼女は何事にも正確なのだ。スケッチブックに描かれた自分の淫靡な姿は真実にほかならない。

        事実を突きつけられると、指でつまんでいた胸の先がキュッと凝り固まったような気がした。

        琴葉はふたたび眼鏡を外してローテーブルの上に置いた。瞳に涙の膜を張るエリカに迫る。

        「モデルのお礼……するわね」

        エリカはごくっと喉を鳴らす。琴葉の端正な顔が近づいてくる。鼻がぶつかりそうになると、琴葉は顔を斜めに傾けた。

        いよいよ唇が触れ合いそうになると、琴葉は急に軌道修正した。唇ではなく頬に、ちゅっと柔らかいものを押しつけられる。

        てっきり唇にされるものと思っていたエリカは拍子抜けする。

        （――って、私はべつに琴葉ちゃんとキスしたいわけじゃ……）

        ないのだろうか。自分でもわからない。だが先ほどは確実に、唇へのキスを期待していた。その事実に愕然とする。

        エリカの顔色が赤くなったり青くなったりしていることに琴葉は気がつかない。肩に顔を埋めた琴葉はエリカの背を何度も撫で上げ、首筋に舌を這わせた。

        「……っぁ、あぅ……！」

        背を這い上がる琴葉の両手と、首筋を辿る生温かな舌の感触がたまらなく気持ちがよい。

        背を撫でていた琴葉の両手がしだいに前へとやってきて、ふたつの膨らみを掴む。とっさにエリカは自分の乳頭から手を放したが、琴葉がそれを許さない。

        「だめ……エリカも、そのままつまんでいて」

        手の甲を包み込まれてしまい、自分の指を乳首から退けることができない。

        琴葉はエリカの両手ごと乳房を掴み、円を描くように揉みまわし、指と指をそっと重ね合わせた。

        乳首をつまむ親指と中指に、琴葉の指が覆いかぶさった状態だ。それも、強く重ねられているのではなく触れるか触れないかの加減だから、じれったいのに変わりはない。

        「ふぅ、くぅっ……んん」

        もう焦らさないでと言いたかったが、言葉にはできない。羞恥心のほうが勝る。快楽を求めているのだとは知られたくなかった。

        「親指と中指で支えて、人差し指を乳首の真ん中に押し込むの。こんなふうに」

        左の胸飾りを、人差し指で押し込められる。急な刺激にエリカは「あぁぁあっ！」と大声を上げた。

        「ね、気持ちいいでしょ。エリカもやってみて」

        傀儡かいらいさながら、エリカは琴葉に言われたとおりに、人差し指で胸の蕾を押し込む。

        「はぁ、あぁっ……！」

        めくるめく快感が湧き起こり、腰がひとりでに揺れる。両脚をもじもじと動かさずにはいられなくなる。

        「今日はなににも邪魔されないから……エリカがイクまで弄ってあげる」

        琴葉は愉しそうにそう言ってエリカに頬ずりをした。

        「あ――朱里先輩にはしなかったのに……どうして？」

        とうとう、疑問をぶつけてしまった。だがこれはずっと気がかりだったことだ。

        「どうして、って――」

        琴葉は「なぜそんなわかりきったことを訊くの」とでも言いたげに口角を上げる。

        「私が触れたいと思うのはエリカだけよ」

        「……！」

        飾り気もない真っすぐな答えだ。エリカは「あ、ええと」と言いよどみながらうろたえる。

        （どうしよう私――すごく嬉しい……！）

        自分が琴葉の特別になれたような気がして嬉しかった。しかしすぐに不安になる。

        （でも、私だけとは限らない）

        琴葉が「触れたい」と思う相手は自分ひとりとは限らない。朱里にはそういう気が起きなくても、もっとほかに琴葉の性欲を刺激する者がいるかもしれない。

        エリカが沈んでいるのがわかったのか、琴葉は「どうしたの」と呼びかけて胸の棘を引っ張り上げた。

        「ふはぁっ……！」

        乳首は痛いくらいに引っ張り上げられているのに、気持ちがよい。信じたくないが、どう考えても悦んでいる。

        琴葉の右手が足の付け根へと下りていく。

        「エリカったら……こんなに濡らして」

        下半身の割れ目を指でツツッと撫で上げられると、乳頭をつまむ指先や足先までビリビリと痺れるような快感に見舞われる。

        「ふゎあぁぁっ！」

        大きな喘ぎ声を漏らすことに羞恥心を感じなくなってきた。いけないと思いながらも、陰唇を往復する琴葉の指に翻弄され、「あぁ、ふぁあっ」と次々に嬌声が溢れでる。

        「もしかして、私にスケッチされているあいだもずっと……濡らしてたの？」

        「わ、わからな――ぃ、あぁ……！」

        細くしなやかな指先が小さな豆粒のまわりをぐるぐるとまわっている。

        「やっ、だめ……それ、だめぇ……！」

        「まだきちんとさわっていないのに……だめ、なんて言っていいの？」

        「ふっ……？」

        「イッて、すっきりしたいんじゃない？」

        「ひぅっ、ううぅ……ッ」

        「すぐにでもイきたい？　素直に言えたら、いっぱい擦ってあげる」

        琴葉の指先は恐ろしく緩慢に動く。敏感な肉粒の根元を、いやにゆっくりと周回している。

        「ねえ、エリカ」

        耳のすぐそばで琴葉が囁く。吐息を多分に含んだ甘い声に、理性と羞恥心を大きく揺さぶられる。

        「……っ、い」

        はっきりとした言葉にならない。恥ずかしさのほうが勝っているらしい。

        「なぁに、聞こえない」

        それで許してくれるはずもなく、まくし立てられる。

        「～～っ、イきたい……！」

        顔から火が出そうなほどだったが、言いおわれば爽快感があった。「イク」というのがどういう状態なのか経験はないものの、このじれったさから解放されるのならばなんでもよかった。

        琴葉はいつになくニッと笑って「わかったわ」と返した。中指の先が、肉芽の先端に触れる。

        「んぁあぁ……っ！」

        花核の感触を確かめるように琴葉はじっくりと指を動かし、エリカを喘がせる。

        やっとそこに触れてもらえたのはいいが、動きは相変わらず鈍い。

        「い、いっぱい擦ってくれるって……言った、よね……？」

        快感に耐えながら絶え絶えに不服を申し立てると、琴葉は軽い調子で「そうだったわね」と言った。

        「でも、エリカのここの感触を指に記憶させたいの。私のとはどう違うのか、知りたいの――」

        艶のある唇が紡いだ言葉に、エリカは卒倒しそうになった。こういうときの琴葉はどうしてこう、なにをするにも色っぽいのだろう。

        琴葉が指で触れている箇所のもっと奥が、キュッと締まったようだった。内側がトクトクと一定の脈を刻んでいる。

        「ごめんね、エリカは早くイッて楽になりたいのよね？」

        耳たぶを食まれる。琴葉の吐息を間近で感じる。甘さに満ちている。

        「はぁ……コリコリ、してる」

        「う、ふぅっ……」

        「さわりはじめのころよりも、少し膨らんだかも？」

        「やっ――言わない、で……！」

        エリカが眉間に皺を寄せて下を向くと、琴葉はさして悪びれたようすもなく笑顔のまま「ごめんなさいね」と謝った。

        「今度こそちゃんと弄ってあげる」

        琴葉の右手の中指が淫核を擦り、左手の人差し指が乳頭を嬲る。

        「――っあ、あぁ、ああっ……！　はぅん、んんぅっ……！」

        待ち望んでいた刺激だというのに、いざそうなると「待って」と言いたくなる。たとえようのないなにかが込み上げてきて、思考を鈍らせ、視界までも曇らせる。

        快感はうねり、全身を駆け巡り、そして爆ぜた。

        「やっ……ぁっ、あふ、ぅうあぁぁあっ――！」

        下腹部がビクビクビクッと、意思とは無関係に揺れている。体の内側が脈づき、息は荒く、あとに残るのは充足感だ。

        （これが……イクってこと……？）

        肢体に力が入らない。なにもする気が起こらない。眠気にすら襲われる。

        琴葉は呆然とするエリカの体に腕をまわして抱きしめる。

        温もりが、心地よかった。

        　

        放課後、美術室へ行く途中、エリカと琴葉は掲示板の前で足を止めた。その掲示物に先に気がついたのは琴葉だ。

        「恵那先輩、絵画コンクールの最優秀賞を受賞――ですって」

        琴葉は掲示板の前で顎に手を当てて、受賞作品のコピーを見ながら「素晴らしいわね」と賛辞を送った。

        「本当、すごいね！」

        エリカもまた一緒になってはしゃいでいると、

        「なによ……たいしたことない絵じゃない」

        「なんでこんな絵が最優秀賞なんかに」

        後方からそんな声が聞こえてきて、ドキリとする。振り返れば、ふたりの女子学生が眉根を寄せて掲示板を見ていた。見知らぬ学生だ。

        「……行きましょう、エリカ」

        「う、うん」

        琴葉に促され、その場を去る。

        「才能のある人には妬み嫉みがつきものね。なんにしても、そんな感情……みっともない」

        不愉快そうに琴葉が言った。エリカはコクコクと二度、頷いた。

        美術室に着くと、そこには朱里と恵那がいた。

        「おめでと～う！」

        ちょうど、朱里が恵那の受賞を祝っているところだった。今日は、朱里はきちんと制服を着ている。そしてその手にはグラスを持っている。中身は炭酸ジュースだ。近くのテーブルに、ジュースが入っていたと思しき空き缶が転がっている。

        「掲示板、見ました！　最優秀賞おめでとうございます、恵那先輩！」

        「おめでとうございます」

        エリカと琴葉が口々に賞賛すると、恵那は頬を赤くしてはにかんだようすで「ありがとう」と言った。

        


        　

        　

    

    
        第四章　目には目を、歯には歯を

        　

        今年の梅雨はなかなか明けなかった。もう何日も晴れ間を見ていない。空はいつ見てもどんよりと曇っているか、あるいは黒い雲から雨粒が落ちてくる。そんな空模様がずっと続いていた。

        校舎はどこもかしこもじめじめとして、すっきりしない。

        （早く梅雨明けしてほしい）

        柔らかい髪質のため、雨の日は朝から大変なのだ。湿気を含んだ髪の毛は少しも言うことを聞いてくれず、あちらこちらに跳ねてまわるから、ひとつ結びにしておくしかない。

        「――琴葉ちゃん、おはよう」

        「おはよう」

        朝はたいてい琴葉のほうが先に教室にいる。琴葉はエリカが来ると後ろを向いて、世間話をする。

        「なかなか梅雨明けしないわね」

        「ね～。もう、髪の毛が広がるからほんと、嫌になる」

        エリカは金髪を押さえてため息をつく。

        「琴葉ちゃんは、そういう苦労はなさそう」

        琴葉の黒髪はいつ見ても真っすぐで、曲がったところがなく美しい。彼女の性格を表しているようだ。

        「そうね、広がったりはしないわね。でも私は、エリカの柔らかな髪のほうが羨ましいわ。私のはいつだってストンとしていて、ボリュームに欠けるもの」

        「そうかな～？」

        人はどうやら自分にないものに惹かれるらしい。

        エリカと琴葉はそれぞれ「ははっ」、「ふふっ」と笑い合った。

        （それにしても琴葉ちゃん……相変わらず『普通』だなぁ……）

        家であんなことがあったあとも、琴葉の態度は少しも変わらずふだんどおりだ。むしろ、そういう態度が当たり前とすら思えてくる。

        （琴葉ちゃんにとっては、あんなの……たいしたことじゃ、ないのかも）

        すると急に心が痛んだ。窓から見える曇天に負けず劣らず気が塞ぐ。

        エリカは琴葉に気づかれないようこっそりとため息をついて、机の上に視線を落とした。

        　

        一日の授業を終えて美術室へ行く。そこには恵那の姿だけがなかった。

        「あれっ、恵那先輩は？」

        エリカが尋ねると、朱里はスマートフォンを耳に当てたまま、

        「それが、来ないのよ。ああ、学校には来てるよ？　今朝、廊下で会って……また美術室でねって話をしたから。それで、さっきから電話してるけどぜんぜん出てくれなくて。いったいどこでなにをしているのやら――」

        朱里は電話をするのをやめてスマートフォンの画面をタンッとタップして「はぁ」と息をついた。

        夏帆と綾乃も困り顔だ。ふたりも、恵那の居場所に心当たりはないらしい。琴葉は、先ほどから顎に手を当ててなにやら考え込んでいる。

        「こういうことって、よくあるんですか？」

        琴葉が朱里に尋ねた。

        「ないよ。こんなのはじめて。いつもいちばんにここに来てるのに……」

        「じゃあ捜しにいきませんか？　……なんだか、嫌な予感がするんです」

        「嫌な予感？」

        朱里に問われた琴葉はエリカに目配せをする。そうしてエリカはハッとした。

        「恵那先輩が絵画コンクールの最優秀賞に選ばれたことは掲示板で知ったんですが……そのとき、恵那先輩のことをすごく妬んでいる人たちがいました」

        エリカが言うと、朱里の表情が一変した。険しい顔つきになって、ガタッと勢いよく椅子から立ち上がる。

        「そうだね、捜しにいこう。夏帆ちゃんと綾乃ちゃんも、一緒に捜してくれるかな」

        夏帆と綾乃は同時に「はい」と答える。

        「ひとまず、恵那がまだ学校にいるのか確かめよう」

        五人で昇降口へ向かう。恵那の靴箱を探して中を確かめる。そこに上靴はなく、茶色いローファーが残されていた。

        「下校はしていない――ってことは、やっぱりなにかあったのかも……」

        いつも陽気な朱里が不安そうに顔をしかめる。

        「手分けして捜しましょう」

        琴葉が提案すると、朱里は踵を返した。

        「そうだね。見つけしだい連絡、ってことで！」

        五人はそれぞれ校舎の中や図書館、校庭などを駆けまわって恵那を捜した。しかし、見つからない。

        三十分が経つと、美術室でいったん落ち合おうということになった。

        「どこに行っちゃったんだろ……」

        朱里の顔には悲壮感すら漂いはじめた。恵那のことを本気で心配しているようだった。

        「放課後、美術室へ来る途中でなにかあったのだとしたら……恵那先輩の教室から美術室までの道のりを辿ってみたらどうでしょうか」

        「名案！　さっすが琴葉！」

        エリカと琴葉、夏帆と綾乃は朱里に続いて美術室を後にし、廊下を歩く。

        ふとエリカは心の中で「ん？」と疑問符を浮かべる。先ほどの朱里の言葉に違和感を覚えたからだ。

        （朱里先輩、さっき『琴葉』って……呼び捨てじゃなかった？）

        ふだんはたしか『琴葉ちゃん』と呼んでいるはずだ。いや、聞き間違いかもしれない。

        （それに、いまはそんなこと気にしてる場合じゃない）

        早く恵那の居場所をつきとめなければならない。

        「恵那の教室には、もうだれもいないね」

        二年生の教室には人の姿がなかった。下校時間が迫っているからか、ここへ来る途中もだれともすれ違わなかった。

        五人は回れ右をして、来た道を戻る。琴葉は、ただ歩くのではなく周囲を見まわしながら歩いていた。

        「……なにか、聞こえませんか」

        階段の手前にあるトイレを通りかった琴葉が、足を止めて険しい顔で言った。

        言われてみればたしかに、かすかに物音が聞こえる。ヴヴヴヴ、という――なにかの機械音だ。

        朱里がトイレの扉を開ける。一見すると、そこにはだれもいないようだった。

        「恵那――？」

        朱里が呼びかけると、掃除用具室から「んん」とくぐもった声が聞こえた。

        「――っ、恵那！」

        朱里は瞬時に青ざめて駆けだし、掃除用具室の扉を引き開ける。

        そこには恵那が立ち尽くしていた。制服は着ておらず、両手は後ろ手に縛られ、乳首にはローター、足の付け根にはバイブのようなものを挿れられ、口にはガムテープをされている。トイレの外から聞こえた機械音は、ローターとバイブが振動する音だったのだ。

        「なんで、こんな……っ」

        苦々しげな表情になって朱里は恵那に寄り添い、口元のガムテープをそっと拭った。

        恵那は両足は自由だったが、こんな恰好では外へ出ていけるはずがない。

        朱里は続いて、恵那の乳房を挟むようにきつく巻きつけられていた縄を解いた。

        「琴葉は手首の縄を解いて」

        「ええ」

        朱里の指示で琴葉が動く。夏帆と綾乃、そしてエリカは見ていることしかできない。

        （朱里先輩……やっぱり、琴葉ちゃんのこと呼び捨てにしてる）

        それに琴葉も、朱里の呼びかけに「はい」ではなく「ええ」と気安く答えた。それが気になって仕方がなかったが、いまはそんなことを尋ねられる状況ではない。

        縄を解き、ローターとバイブを拭い去ると、朱里は近くに落ちていた制服と下着を恵那に手渡した。

        恵那はいまだに恐怖心が抜けきらないのか、手が震えている。すると朱里は、恵那が制服を着るのを手伝った。

        「みんな――助けにきてくれてありがとう」

        虫の鳴くような小さな声だった。瞳は潤み、いまにも泣きだしそうだ。

        「なにがあったの、恵那」

        朱里が低い声で尋ねる。怒りを押し殺しているような声音だった。

        「美術室へ行こうとしていたら――」

        教室を出て美術室へ行く途中、女子学生ふたりにこのトイレへ連れ込まれ、縛られて写真や動画を撮られたのだという。

        「――で、そのふたりの名前は？」

        恵那はしばしためらったあとで名前を告白した。

        「幽霊部員のあいつらか……。図書館で見かけた。よしっ、じゃあ行こう。ああ、夏帆ちゃんと綾乃ちゃんは恵那と一緒に美術室へ行っていて？　恵那に温かいものでも飲ませてあげて」

        夏帆と綾乃は「はい」と言いながら頷いて、恵那を真ん中にしてゆっくりとした足取りでトイレを出ていった。

        「ふたりには、掲示板で恵那の悪口を言ってたのがそのふたりなのか確認したいから、ついてきてもらいたいんだけど――いいかな」

        エリカと琴葉はそれぞれ頷いた。そうして三人で図書館へと乗り込む。

        朱里は館内をぐるりと見まわし、目的の女子学生を見つけると、「掲示板で見たのもあの子たち？」と小さな声で尋ねてきた。エリカが「そうです」と即答すると、朱里はツカツカと早足で女子学生に歩み寄った。

        「ちょっと顔貸してくれない？」

        口元は弧を描いているが目は少しも笑っていない。美女が凄むと迫力がある。

        女子学生ふたりは顔色を悪くして、朱里に言われるまま図書館を出た。

        （どこまで行くんだろう……？）

        話をするだけならば図書館の裏手へまわればよいだけだ。しかし朱里は校舎へと入り、階段を上っていく。

        着いた先は恵那が縛られていた、三階の北トイレだ。

        「ここでさぁ、恵那が縛られてたんだよね。ほら見て、縄とおもちゃが落ちてる」

        朱里はぞんざいな手つきで掃除用具室の扉を開け、ふたりの女子学生に見せつける。

        「写真や動画まで撮られて、恵那はどんな気持ちになっただろうね？　あなたたち、わかる？」

        ふたりは青い顔で首を横に振った。

        「じゃ、体験してみよっか。私さ、目には目を歯には歯をって言葉が大好きなんだよね」

        朱里はにっこりと笑って縄を拾い上げた。女子学生が「ひっ!?」と悲鳴を上げる。

        「琴葉――ちゃん。ちょっと手伝ってくれる？」

        「……はい」

        エリカはふたたび違和感を覚える。朱里は「琴葉ちゃん」と呼んだがどことなくぎこちなかった。

        （それに、朱里先輩――どうして琴葉ちゃんにだけ声をかけたのかな）

        琴葉はふたりに近づき、上手い具合に相手の手首を掴み動けなくした。ふたりを相手に同時にそんなことをやってのける琴葉に、エリカは驚きの眼差しを向ける。

        朱里はふたりの制服の裾を中のブラジャーごと捲り上げて胸を露呈させた。それから、女子学生たちを背中合わせで縛っていく。

        「よぉし、できた。さっそく撮影～」

        スカートのポケットからスマートフォンを取りだした朱里は容赦なくシャッターを切る。

        「ねえ、いまどんな気分？　恵那にも同じこと、したんだよね。ああ、もっとひどいかぁ。だって恵那は丸裸にされちゃったわけだし」

        ふたりは俯くばかりでなにも答えない。

        「それから、コレだよね。乳首にくっつけられてた」

        次に朱里が拾い上げたのはローターとバイブだ。

        「あーっ、わかった！　もしかして、自分もこういうことされたくて恵那にしたんでしょ！」

        朱里はローターの電源を入れて、ふたりの乳頭に交互に当てて弄りまわす。

        女子学生たちは「あぁああっ！」「やぁあぁん！」と喘いで身を捩る。

        「もしかして興奮しちゃってる？　困ったなぁ、ご褒美をあげたいわけじゃないんだけど」

        ふたりの乳首にローターを当てるのをやめて、朱里は大きなため息をついた。

        「ねぇ、いくら恵那が羨ましいからって、こういうことしちゃだめだよね。同じことしてる私が言うのもアレだけど。とにかく、これからはお互いこんなことやめようね」

        女子学生たちは瞳を潤ませたまま何度もこくこくと頷いた。

        「じゃ、スマホ出して。恵那の写真を消すから」

        朱里はふたりのスマホを両手で同時に操作して、器用に写真と動画を消していく。そのあと、自分のスマートフォンで取った写真も削除しているようだった。

        ふたりを縛っていた縄を解いて床に放った朱里は、

        「よし、じゃあおしまい！　お互い、いい絵が描けるように頑張ろう！　ああ、コレはちゃんと持って帰ってね」

        女子学生のひとりにローターとバイブを持たせる。するとふたりは「ごめんなさい」と小さな声で謝ってその場をあとにした。

        「さて……ふたりとも、付き合わせちゃってごめんね。私、先に美術室に戻るね」

        恵那のことが心配なのだろう。朱里は小走りでトイレを出ていく。

        残されたエリカと琴葉は、床に落ちたままの縄をふたりで眺める。

        「これ……このままにはしておけないわよね。持ち帰って捨てましょう」

        琴葉は縄を拾い、手首に引っかける。

        「行きましょ、エリカ」

        「う、うん」

        エリカはいまだに状況についていけず、上ずった返事をした。トイレを出て、美術室へ向かう。

        （なんか、いろいろとびっくりした……というか、まだ混乱してる）

        朱里があのような報復をするとは思ってもみなかった。それに――。

        「琴葉ちゃん、すごかったね。ふたりを同時に動けなくして」

        「合気道よ。習っている、って言わなかったかしら」

        「朱里先輩って、琴葉ちゃんが合気道してること知ってたの？」

        「……そうみたいね」

        琴葉と朱里が話をしているところなんてほとんど見たことがない。琴葉とはずっと一緒にいるから、わかる。

        （なんだろう……なんか、モヤモヤする）

        たとえるならば、喉が支えているような心地だ。しかし、この支えをどうやって取り除けばよいのか、その方法がわからない。

        「それより、エリカ？　私……気になってることがあるの」

        「うん？　なに？」

        「ちょっと……こっちに来て」

        琴葉に誘われるまま、空き教室に入る。中は薄暗く、机と椅子のほかにも雑多に物が置いてあった。

        教室に入るなり、琴葉に壁際に追い込まれる。ごく近い距離で、琴葉の両手に囲われている。

        （かっ、壁ドン……！）

        心の中で叫ぶと、琴葉が眼鏡を外して窓桟の上に置くのでますます焦った。彼女が眼鏡を外すと、たいてい『そういう』展開になる。

        「こ、琴葉ちゃん？」

        呼びかけても、琴葉は神妙な面持ちを崩さない。

        「ここ……濡らしてないわよね？」

        「え――？」

        琴葉はエリカの制服のスカートの中に手を突っ込み、太ももをゆっくりと撫で上げた。

        「ぁ、あのっ……」

        エリカはなにも答えられない。ただ、琴葉がいったいなにを確かめようとしているのかはわかった。脚を固く閉じることでささやかな抵抗を試みるものの、華奢な手のひらはたやすく足の付け根まで到達した。

        水色のショーツのクロッチ部分を、そっと指で辿られる。

        「――っ!!」

        一瞬、息が止まった。琴葉は眉を顰めて膝を折り、エリカの股間を下から覗き込む。

        「染みになってる……」

        エリカはなんの言葉も返せない。そこに――ショーツに染みを作っている自覚などなかった。

        「エリカも朱里先輩に、縛られて乳首を弄られたかったの？」

        「そっ、そういうわけじゃ――」

        「じゃあ、どうして濡れているの」

        「～～っ」

        俯いて、薄暗い教室の隅に視線を投げる。琴葉は咎めるように「エリカ？」と呼びかけて追及してくる。

        「だって……あんなとこ見てたらこうなっちゃうよ！」

        言いわけがましくエリカが言うと、琴葉はおもむろに自分のスカートを捲って片足を上げた。

        「見て。私のショーツには染みなんてできていない」

        そう言われても、すぐには琴葉のスカートの中を見ることができなかった。なぜためらってしまうのが、自分でもわからない。

        琴葉は自身のショーツを見せつけるようにずいっと歩を進めて迫ってくる。

        　そうされることでようやく、エリカは琴葉の下着を見た。紺色のショーツだったので、目を凝らさなければ染みの有無はわからなかったがたしかに、そこは濡れてはいないようだった。

        エリカが力なく「そうだね」と相槌を打つと、ようやく琴葉は足を下ろして息をついた。

        「エリカって……淫乱なのね」

        とたんに頬がカァッと熱を帯びる。赤くなったエリカの頬を琴葉はそっと手のひらで撫でた。

        「淫乱な子にはお仕置きしなくちゃ」

        琴葉は片腕に引っかけていた縄を両手でピンッと張りつめさせる。エリカは縮み上がって後ずさったが、退路はなく、あるのは壁だけだ。

        縄を手にしたまま、琴葉はエリカの制服の白いブラウスのボタンを胸のところだけ外していった。フロントホックのブラジャーなど、身に着けるものではない。瞬く間にホックを弾かれて胸まわりが明け透けになってしまう。

        「やっ……！」

        慌てて胸元を押さえるエリカをよそに、琴葉は冷然と言う。

        「座って……エリカ」

        胸を押さえていた手の隙間から琴葉の指が潜り込んできて、膨らみの先端をつまむ。

        「ひゃ、っ……」

        細い指でこちょこちょと乳頭をくすぐられると両脚に力が入らなくなって、結局は琴葉に言われたとおりその場に座り込むことになる。

        エリカが床に膝を立てて座ると、琴葉は乳首をくすぐるのをやめた。その手でエリカのショーツ端を掴み、いっきに引き下げて足先から抜けさせる。

        「濡れたショーツを履いたままじゃ、気持ち悪いでしょう？」

        もっともらしいことを言って嗤い、琴葉はエリカの体に縄を巻きつけていく。

        乳房を強調するように胸の上下に縄が這う。太ももと足首をそれぞれ縄でぐるぐる巻きにされ、両手は後ろ手に縛られてしまった。

        縄を使いきると、琴葉はエリカを見下ろして満足そうに頷いた。

        「こ、琴葉ちゃん……」

        弱々しい声で友人の名を呼ぶ。琴葉は笑みを深めるばかりで、縄を解こうとはしない。

        胸や下半身の秘所は縄で縛られているせいで隠しようがない。エリカはただ、琴葉の視線に耐えるしかなかった。

        恥ずかしいという思いはあるが、『不快感』は少しもなく、足の付け根がますます潤んでいく。

        琴葉はうっとりとした表情のまま床に膝をついた。頬を両手で覆われ、唇を撫で辿られる。

        顔の距離が近づいてきたので、いよいよキスされるものと思ったが、琴葉はふいっと顔を背けた。

        （どうして……？）

        そう思った直後、エリカは我に返る。

        （だからっ！　私は琴葉ちゃんとキスしたいわけじゃないんだから）

        いや、本当にそうだろうか。まったく望んでいないのだろうか。自分でもわからない。だが琴葉が『あえてキスをしない』というのはわかる。

        琴葉が肩に顔を埋めてくる。それから、ぎゅうっと抱きしめられた。両手は背中で縛られているので琴葉の体を抱き返すことはできない。

        （どうしたんだろう……？）

        呼びかけようかと迷っていると首筋がチクリと痛んだ。首筋を吸われている。

        むきだしのままだった胸蕾をふたつとも、指先で軽く嬲られる。

        「はぁんっ、あぁ……っ！」

        頭がぼうっとして、なにも考えられなくなってくる。そして、とにかく気持ちがよい。細くて柔らかい指先が表皮に触れると、「あぁああっ」と大きな喘ぎ声が漏れる。

        （ここ……学校、なのに）

        そう思うとよけいに下腹部が疼くのはなぜだろう。『いけないことをしている』という思いが強くなればなるほど体の内側が疼いてどうしようもなくなる。

        「ねぇ、エリカ……感じている？」

        ふたつの乳頭を強い力で引っ張り上げられる。

        「ふあぁあ……！」

        たまらず嬌声を上げる。

        「私に乳首をこんなふうにされて、気持ちいい？」

        エリカは肩で息をしながら「んん」と唸る。どちらともない返事だ。

        「それって……どっちなの？」

        今度は胸先を指の腹で擦り合わされる。

        「あ、ぁっ、あぁあ……ッ」

        「エリカの乳首、すごく硬い――」

        琴葉は目を細め、大きく息を吐く。

        「これって、『すごく気持ちがいい』ってことよね？」

        「んぅ、ううぅ……！」

        「はっきり言って、エリカ」

        琴葉はなにを求めているのだろう。乳房を激しく揉み込まれ、胸飾りを擦り合わされる。執拗にそうされて、とうとう理性が吹き飛ぶ。

        「きもち、いぃ……っ。琴葉ちゃん……！」

        認めてしまうと背徳感に拍車がかかって、ますます快感を覚えた。琴葉は勝ち誇ったように笑っている。

        （学校で……女の子にこんなことされて……）

        悦んでいる自分が恥ずかしい。だが気持ちがよくて、「やめて」とは言えない。

        先ほどから足の付け根がトクトクと疼いて、いたたまれない。

        「溢れているものね」

        琴葉はほほえんだまま、片手を下半身へと向かわせた。指先が蜜口を掠め、快感に震える小さな豆粒をツンッと押す。

        「ひあぁあぁっ……！」

        「あんまり大きな声、出しちゃだめ」

        人差し指を唇に突き立てられるが、それで声が抑えられるはずもなく、なおもエリカは「あぁ、はぁっ」と高らかに喘いだ。

        淫核を指ですりすりと擦られると、気持ちがよくてさらに声が出る。

        「ぁう、あぁあっ、はぁん……！」

        ときおり蜜口のほうも指で擦られる。蜜の溢れ具合を確かめられているようだった。

        「エリカは、ここに……自分で指を挿れたこと、ないわよね？」

        こくこくと頷くと、琴葉は嬉しそうに口元に弧を描いた。

        蜜口に、くちゅっと水音を立てて指が沈む。とたんに凄まじい異物感を覚えた。

        「あっ――やっ、琴葉ちゃ……あぁ、あっ」

        指はどんどん奥へと進んでいく。焦燥感と異物感が急速に膨れ上がり、呼吸がいっきに荒くなる。

        「あぁあっ！　やっ、ゃん、んっ――」

        琴葉の指の根元まで、すっぽりと体の中に収めてしまった。琴葉はエリカの中に沈めた指をゆっくりと前後させる。細い指だが擦られると、ぐちゅっ、ぐぷっと卑猥な音が響く。

        エリカは肩で息をしながら「はぅ、はぁうっ」と喘いだ。

        （どうして……）

        異物感が薄れ、あとには快感が残る。琴葉の指と蜜壷の中がうまく馴染んでいるのか、指を激しく前後されても痛みはなく、快楽ばかりが迸る。

        琴葉はエリカの乳頭のひとつを指でつまんで捏ねながら、下半身に突き刺した指を大きなスパンで出し入れした。くちゅ、ぷちゅっ、ぬちゅっとさまざまな水音が立つのは、琴葉の指が不規則に蜜道を擦るせいだ。

        「あぁっ、はぁっ……ん、はぁう……っ」

        友人にそんなところに指を挿れられるなんて、思ってもみなかった。

        （ううん……私と琴葉ちゃんの関係って、なに……？）

        友人であれ親友であれ、その秘めやかな箇所に指を沈められるなどあってはならないことだ。

        「こ、琴葉ちゃん……っ、だめ……！」

        なけなしの理性が「これ以上はだめだ」と言っている。

        「なにが『だめ』なの？」

        琴葉は指を抜かない。それどころか、指を出し入れする速度を上げた。

        「あぁ、あぁあ……っ」

        琴葉は眉根を寄せてエリカの瞳を凝視する。

        「……もう、いまさらじゃない」

        諦めたような口ぶりだ。

        （そうかもしれない、けど……本当にそれでいいの？）

        エリカは葛藤した。そうして、いくら気持ちがよいからといってこのまま流されていてはいけないという結論に至る。我ながらよく、この状況で理性的な判断ができたものだ。

        もう、こんなことはやめて。そう言うつもりで口を開いた。

        「――っ！」

        しかし、言葉は出てこない。

        唇に唇が重なっているせいで、なにも言えなかった。

        


        　

        　

    

    
        第五章　お宅訪問いたします

        　

        梅雨が明けるととたんに、うだるような暑さに見舞われた。

        『夏休み』とはよくいったもので、これほど暑ければたしかに、勉強する気が起こらないから学校は休みにするべきだと心から思う。

        （でも、どうして部活は休みにならないんだろう）

        いや、美術部として活動をするのが嫌なわけではない。ただ、学園に到着するまで炎天下の中、アスファルトに覆われた道の照り返しを受けながら歩くのが嫌だというだけだ。

        暑さで頭がぼうっとしてくる。しかしこんなときでも、思い浮かぶのは琴葉の顔だ。

        （私……琴葉ちゃんと、キスしちゃったんだよね……）

        夏休みに入ると、以前よりは琴葉と顔を合わせる機会が減ったが、部活では必ず会う。

        相変わらず琴葉は平静で、何事もなかったかのように接してくる。こちらばかりが戸惑っているという状態だ。

        琴葉には唇だけでなく、体の恥ずかしい箇所も弄りまわされている。彼女と目が合うたびにそのことを思いだしてどぎまぎしてしまう。

        （それにしても、琴葉ちゃんの唇……柔らかかったな）

        エリカは自分の唇に触れることで、琴葉とのキスを思い起こす。はじめてのキスがまさか女の子と交わすことになるとは夢にも思わなかった。

        立ち止まり、自分の唇を撫でまわす。すれ違う人に訝しまれてはじめて自分の挙動不審さに気がついたエリカはぶんぶんと首を横に振り、早足で学園を目指した。

        校門を潜る。夏休み期間中だから、校舎に人はまばらだ。階段を上り、美術室の扉の前に辿りつく。

        扉はほんの少しだけ開いていた。なにか、話し声が聞こえる。

        （もうだれか来てるみたい）

        引き戸に手を掛けたときだった。扉の隙間から中が垣間見えた。

        琴葉がいる。朱里に後ろから抱きつかれ、胸を揉まれている。

        （――っ!?）

        美術室にはそのふたりのほかにだれもいないようだった。エリカは扉を開けることができず、その場で棒立ちになる。

        「あ～。この感触、久しぶり」

        緩みきった表情で朱里が言った。

        （久しぶり……って、どういうこと……？）

        以前から琴葉と朱里は『そういう』関係なのだろうか。

        「やめてください。学校では他人のふりをするって約束でしょ。それにこんなの、浮気じゃない」

        「浮気？　なんで？」

        「恵那先輩」

        「あぁ……。でも恵那は、どうかな」

        朱里は琴葉の胸を手放して窓の外を眺める。扉の僅かな隙間からでは、窓のほうを向いてしまった朱里の表情はわからなかった。

        「そういう琴葉こそ、どうなの。エリカちゃんとは」

        急に自分の名前が出てきたことで、もともとドキドキとしていた心臓が大きくドクッと跳ね上がる。

        （琴葉ちゃん……なんて答えるんだろう……？）

        その答えこそ、いま自分が欲しているものだと自覚する。胸の高鳴りが最高潮に達する。エリカは琴葉の唇を凝視して、言葉が紡がれるのをいまかいまかと待ちわびていた。

        「エ～リカちゃんっ」

        不意に後ろから声を掛けられたエリカは「ひぎゃあっ！」と頓狂な叫び声を上げた。

        「なにしてるの～？　中に入ろうよ」

        振り返るとそこには首を傾げる夏帆がいた。その傍らで綾乃が「おはよう」と挨拶してくる。

        「あ、お……っ、おは、よう」

        エリカはしどろもどろしながら挨拶を返すものの、扉を開けて中へ入るのは憚られた。

        ところが、なにも知らない夏帆が「おはようございます～」と言いながら引き戸を開けてしまう。

        「ああ、みんな。おはよう」

        朱里が朗らかに笑う。

        琴葉と朱里のあいだには人ひとりぶん以上の距離ができていた。いつの間に離れたのだろう。

        「おっ、おはようございます……」

        エリカは視線を床へ向けて、自分の席についた。琴葉の顔を見ることができない。いや、きっと彼女はふだんどおりだ。それが、どうしてか哀しい。同時に、憤りさえ感じていた。

        （私ばっかり動揺してる――）

        気にすることが疲れてきた。もう、なにも考えないほうがいい。

        しかし、エリカはその後もずっと負の感情を引きずることになる。スケッチをする手は重く、絵筆はいっこうに進まなかった。

        夏休み期間中、部活動は午前中のみと決められているから、美術室で弁当を食べて解散となる。

        「ねぇ、図書館へ行って一緒に勉強しない？」

        美術室を出るなり琴葉に誘われた。

        「あぁー……でも私、宿題を持ってきてない」

        「じゃあ、エリカの家に寄ってから……そうね、市の図書館へ行きましょう？」

        エリカは「う、うん」と返事をして歩きだす。

        （困ったな……）

        今日はもう、琴葉の顔を見ずに済むと思ったが、そうはいかなくなった。

        （琴葉ちゃんと一緒にいるってなると、どうしても気になっちゃう……！）

        琴葉と朱里の関係や、琴葉が自分のことをどう思っているのかが気になって仕方がなくなるのだ。

        校門を出ると、瀬戸川家の車が待機していた。琴葉が芹野に「エリカの家に少し寄ってから市の図書館へ行ってくれる？」と頼む。

        この暑さだ。車で送迎してもらえるのはとても助かる。

        涼しく快適な車内へ入れば幾分か気が紛れたがそれでもやはり、琴葉の存在を意識してしまう。

        （無心にならなくちゃ）

        エリカは心の中で「無心、無心」と自分に言い聞かせながら自宅へ寄り、宿題を持ってふたたび車に乗った。

        市立図書館はエリカの家から車で五分ほどのところにある。

        「わぁ……立派な図書館」

        高層ビルさながらの大きな建物だ。エントランスホールから中へ入り、案内図を見る。どうやら複数階にまたがって蔵書があるらしい。

        「三階の学習室へ行きましょう」

        琴葉の先導でエスカレーターに乗り、三階へ行く。学習室には机と椅子が整然と並べられていた。長方形の机に向かい合って六人が座ることができ、机の上には前と横に小さな間仕切りが設けてあった。

        学習室の席のうち半分ほどは人で埋まっていた。エリカと琴葉はふたつ続きで空いている席を探し、並んで座る。

        ふたりはさっそく鞄から夏休みの宿題を出し、机の上に広げた。

        （自分の家でひとりでするよりは、はかどりそうだけど……）

        如何せん、隣に琴葉がいる。そのせいで集中できない。

        シャープペンシルを持つエリカの右手が止まっていることに気がついたらしい琴葉が身を乗りだして「どうしたの？」と訊いてくる。

        そのとき、ほんの少しだが肩が触れ合った。エリカはそれだけで胸をドキッと高鳴らせる。

        「わからないところがあるの？」

        「あ――う、うん。ここなんだけど……」

        ろくに問題も見ずにテキストを指さす。

        「ああ、これはね――」

        琴葉が穏やかな声音で丁寧に説明してくれる。エリカは「うん、うん」と頷きながらも、内容はまったく頭に入ってこなかった。

        「――というわけなの」

        「あっ、ありがとう」

        エリカはノートに視線を落としたままぎこちなくほほえむ。すると琴葉は満足げに目を細めた。

        「わからないところがあったらいつでも聞いて？」

        「うん……」

        ごくりと喉を鳴らし、シャープペンシルを持ち直す。

        （私って……もしかしなくても）

        琴葉のことが好きなのだ。

        いや、友人としてはもちろん好きなのには違いない。

        しかしきっと、それ以上の感情を抱いている。間違いない。そうでなければ、肩や指先が少し触れ合っただけで胸がドクッと鳴り響くものか。

        彼女を友人以上の存在として意識しているからこそ、些細なことでも気になってしまうのだ。

        （ううん……。些細なことなんかじゃ、ない）

        琴葉と朱里がどういう関係なのか、きちんと確かめるべきだ。

        （琴葉ちゃんが美術部へ入ろうと思ったのももしかして、朱里先輩がいるから……とか？）

        エリカは横目でチラリと琴葉を見やる。じつはいままで、彼女が自分から話してくれるのを待っていたが、そんな気配は微塵もない。

        尋ねなければ、きっと教えてくれない。いや、尋ねても教えてくれない可能性もある。

        「今朝は朱里先輩となにをしていたの？」と、その一言でいいのだ。だが、その短い言葉を発するのがためらわれる。嫌な顔をされたらどうしよう、はぐらかされたらどうしよう――と、マイナスの想定ばかりが浮かんだ。

        エリカが悶々としていると、

        「あれ～っ、エリカ！」

        その声で後ろを振り返ると、かつての同級生がいた。

        「わぁ、久しぶり」

        「久しぶり～！　こんなとこで会うと思わなかった。ああ、この図書館の近くにおばあちゃんの家があるんだ」

        なるほど、そうでなければ遠方の友人と偶然出会うことはまずない。

        「じゃ、またね～」

        「うん、また」

        エリカは椅子に座ったまま旧友に手を振った。

        カタンッと物音が聞こえた。琴葉がシャープペンシルを机の上に置いた音だった。琴葉は無表情でノートを見つめている。

        「……少し休憩にしない？」

        「うん、そうだね」

        広げていた教科書やノートはそのまま、鞄だけを持って学習室の外へ出る。廊下の角、自動販売機のそばの休憩スペースに来ると、ふたりは思い思いのジュースを買い、ベンチに座って休憩した。

        （どうしたんだろう……？）

        心なしか琴葉の機嫌が悪い。先ほどからなにも喋らない。缶ジュースの中身を飲み干してもなお、エリカは空き缶を手に持ったままだった。

        ベンチを立ち、空き缶をゴミ箱に入れて学習室へ戻ろうとする。

        ところが、琴葉に腕を引っ張られ、学習室とは逆方向へ歩くことになる。

        「琴葉ちゃん？」

        呼びかけても返事はなかった。琴葉は無言で歩き、エリカを自販機の陰に連れ込む。

        「さっきの子と、また会うの？」

        「えっ？」

        琴葉が言っているのは、先ほどたまたま再会した旧友のことだろう。

        「さあ、どうかなぁ……。住んでる場所は遠いし、もう会うことはないと思うけど……」

        「でも、『またね』って言ってた」

        「それは、ただの定型句というか」

        「ふぅん……」

        琴葉は大きな目を細めてジトッと睨みつけてくる。

        （いまって……チャンスじゃない？）

        琴葉に、朱里との関係を尋ねる絶好の機会だ。そう思い立って口を開くと、どうしてか両頬を手のひらで覆われた。琴葉は不機嫌を露わに眉根を寄せている。

        「……!?　こ、琴葉ちゃ――」

        言葉ごと口を塞がれる。柔らかな唇が押し当たっている。

        「ん……っ！」

        半開きになっていた口から生温かいなにかを挿し入れられた。それは琴葉の舌にほかならない。エリカは驚きのあまり全身をビクッと大きく跳ねさせた。

        琴葉の舌が上顎を舐めたどる。妙な感覚だが、不快感はまったくなかった。

        「ふっ……う、うぅ」

        エリカはくぐもった声を漏らしながら危ぶむ。

        （もしだれかに見られたら――）

        図書館の一角で、舌を絡め取られているところをだれかに見られたらどうしよう。焦りが募るものの、琴葉を突き放せない。

        （やっぱり、私……琴葉ちゃんのこと、大好きなんだ）

        自覚すると、体の端々から途方もないまでの熱が込み上げてきて、全身が火照った。自然と呼吸が荒くなるのは、琴葉の舌が口の中にあって息をしづらいせいもある。

        唇が離れる頃には「はぁ、はぁ」と肩で息をしていた。薔薇色に上気する琴葉の顔を見つめながらエリカは言う。

        「私たちの関係って、なに？」

        なぜそんな質問を唐突にぶつけてしまったのか――すぐに後悔することになる。

        「わからない」

        琴葉のその一言で、一切の思考がうやむやになった。

        　

        瀬戸川琴葉は自宅の檜風呂で湯に浸かって瞑想していた。目を閉じて、思い浮かぶのはエリカの顔だ。

        市立図書館の廊下で「私たちの関係って、なに？」と問われ、「わからない」と答えたあとのエリカの顔はとくに、頭にこびりついて離れない。

        （だって……わからないものはわからない）

        エリカのことをただの友人だとは思っていない。しかし、エリカもそうだとは限らないし、かといってなんだというのだ。

        家族でも友人でもないそれ以上の存在であり、かけがえのない人。それを、素直に伝えればよかったのだろうかと後悔する。そうすれば、エリカの傷ついたような顔を見ずに済んだのだろうか、と。

        （ううん――エリカが傷ついている、なんて……私の思いすごしかもしれない）

        ひとり首を横に振ると、湯面がゆらゆらと揺れた。

        （私……四六時中、エリカのことを考えている）

        彼女に依存しすぎているのではないかと自分自身が恐ろしくなる。

        はじめて出会ったときのことをエリカはおそらく覚えていない。入学試験のとき、落としたハンカチを拾ってわざわざ走って追いかけてきてくれた。

        金の髪と碧い瞳は鮮烈で、まるで女神のようだった。

        そのとき、目と心を奪われた。そしてそれは、いまも続いている。

        まさか同じクラスになり、そして席まで近くなるとは思いもよらなかった。勝手に『運命だ』などと思っている。

        後ろの席のエリカに声をかけずにはいられなかった。エリカはどうも、私が「困っている人を放っておけないから」だと思っているようだが、そんなことはない。

        エリカだけが特別だ。オリエンテーション合宿へ行くバスは委員長権限で隣の席を確保した。班決めや、大部屋での布団の敷き方もそうだ。主導できる立場なのをいいことに、常にエリカをそばに置いた。

        エリカを前にするとなにもかもがコントロールできなくなる。相手は女の子なのに、という気持ちもあるが、抑えがきかない。

        唇にキスをするのをためらっていたのは、もしエリカがファーストキスだったら申し訳ないと思ったからだ。

        それでも、奪わずにはいられなかった。エリカの『初めて』は全部、自分のものにしたいと思った。

        琴葉はあらためて目を閉じ、湯の中に潜る。どれだけ息が続くか試したあと、ざぶっと飛沫を上げながら顔を出し、大きく息をついて天井を仰いだ。

        風呂から上がり私室へ戻り、スマートフォンをチェックする。ロック画面にエリカからのメッセージを見つけた琴葉はトクッと小さく心臓を鳴らしながらスマートフォンの画面を指でスライドした。

        『琴葉様、明日も一緒に宿題をしませんか？』

        いやに慇懃無礼なのはきっと『宿題でわからないところがあるので教えてほしい』ということだろう。

        琴葉は立ったまま、髪も乾かさずに画面を指でタップする。

        『いいわよ。でも、エリカの家へ行きたい』

        すぐに『うちでよければ！　明日は両親いないし』と返事がきた。その後も琴葉はエリカとメッセージを交わし、時間の打ち合わせをした。

        翌朝、身支度を整え、玄関から外へ出る。

        すると門のそばにいた芹野が「どちらまで？」と訊いてきた。琴葉は行き先を告げずに首を横に振る。どうしてか無性に、自分の足で歩いてエリカのもとへ行きたくなったからだ。

        「今日は歩いて出掛けたい気分だから、送迎はけっこうよ。エリカの家までそれほど遠くないし、珍しく暑くもないから散歩日和だわ」

        「ですが――」

        「私は散歩も自由にできないの？」

        じろりと睨むと、芹野は困り顔になった。

        「わかりました。……お嬢様はお若い頃の美代子様にそっくりですね」と、どこかしみじみとした調子で芹野に言われた。

        （私とお母様が似ているですって？）

        不愉快だが、この気持ちを顔や口には出せない。いまこの場でそんなことを言えばすぐにでも母親の耳に入ることだろう。

        （芹野は私の行動や発言を逐一、お母様に報告しているようだから）

        母親の指示でそうしているだけかもしれないが、どちらにしても不用意なことは言えない。琴葉はポーカーフェイスを貫いて歩きだす。

        空はどんよりと曇っていた。さほど暑くないのはきっと、太陽が厚い雲に隠れているからだ。

        しばらく歩くと、黒い雲が目立つようになってきた。いまにも雨が降りだしそうだ。

        （しまったわね……。傘を持ってくるべきだった）

        ふだんは車で移動することが格段に多いから、曇天の日に傘を携帯するという癖がまったくといっていいほどついていない。

        琴葉は早足でエリカの自宅を目指す。しかし、日頃の行いが悪いせいか雨に降られてしまう。

        エリカの家に着く頃には服もバッグもぐっしょりと濡れてしまっていた。下着まで水を含んでいるものだから、気持ちが悪い。

        だが、いまさら自宅には帰りたくなかった。芹野に「やっぱり私がお送りするべきでした」などと言われるのは癪だ。

        琴葉は濡れた指先でエリカの家のインターホンを押す。するとすぐに玄関扉が開いた。

        「いらっしゃい――って、ずぶ濡れ！」

        門扉の前にいた琴葉のもとへ、エリカは血相を変えて駆け寄る。

        「ええ……通り雨に降られてしまって」

        さいわい、いまは降っていない。いや、一瞬の雨に降られてしまって不運だったともいえる。

        「たいへんっ！　とにかく入って。琴葉ちゃん、歩いてきたの？」

        琴葉はコクリと頷き、促されるまま家へ入った。このまま上がり込んだのではエリカの家の床を濡らしてしまうので、靴下は脱ぐ。ハンドバッグの中のハンカチは無事だったので、それで足を拭いた。

        「全身びっしょりだね。早く脱いだほうがいいよ」

        「……え？」

        「濡れた服を乾かしてお風呂に入らなくちゃ、風邪ひいちゃうよ？」

        「……そうね」

        琴葉は水滴がついたままだった眼鏡を外して手に持つ。

        「今日は、おうちの人はいないって……言っていたわよね」

        「うん、そうだけど」

        首を傾げるエリカを琴葉は真正面から見据える。

        「一緒に入って、エリカ」

        今度はエリカが「……え？」と返す。もともと大きな碧い瞳がさらに見開かれる。

        「だって、他人様ひとさまの家のお風呂は勝手がわからないもの。一緒に入って、教えてもらわなくちゃ」

        「そ、そんなに難しいことないから、簡単に説明できるよ？」

        「一度の説明じゃわからないわ」

        「じゃあわかるまで説明する！」

        「～っ、くしゅん！」

        このくしゃみはわざとではない。寒気がして自然に出たものだ。

        「は、早く入ったほうがいいよ、琴葉ちゃん」

        「そうね。エリカも一緒に」

        エリカの手首を掴む。自分の手が冷たいせいで、エリカの肌が熱く感じた。

        「お風呂はどっち？」

        「あ、あっちだけど……ちょっ、ちょっと待って」

        そう言いながらもエリカは素直に風呂場へと案内してくれる。脱衣所に着くと、琴葉はさっそく濡れた服を脱いだ。エリカはというと、ふいっと目を逸らして脱衣所の隅を見ている。

        「オリエンテーション合宿のときだって、一緒に入ったじゃない」

        琴葉が言うと、エリカは俯いたままボソボソと言葉を返す。

        「あのときは……みんな、いたからなわけで」

        「ふたりきりだったらだめ、だなんて……おかしいと思わない？」

        「それは……そうかもしれないけど……」

        もうひと押しだ。

        「ねえ、早く。私が風邪をひいてしまったら、宿題が終わらないでしょう？」

        痛いところを衝かれた、というような顔になり、エリカは眉根を寄せる。

        琴葉は下着まですべて脱ぎ裸になると、エリカのもとへと歩み寄った。

        こちらを見ようとしないエリカの服を脱がせにかかる。エリカはいつも軽装だ。カットソーの前ボタンを外すとすぐに下着が露わになる。キャミソールの類は身につけていない。

        （今日は紫色の下着ね）

        豊満な胸を覆うブラジャーをまじまじと見下ろし、背のホックに指を掛ける。エリカの喉元がゴクリと動くのがわかった。緊張しているのだろうか。

        ブラジャーのホックを弾いて緩ませると、ふたつの豊かな膨らみは左右に広がる。琴葉は下着の端をつまんだまま、腕から抜けさせてエリカの乳房を明るみに出した。

        反射なのか、エリカはすぐに両腕で胸を隠す。

        「女の子同士なのだから……いいじゃない。隠さなくても」

        これでは同性であることの悪用だ、と心の中で自身を咎めながらも、エリカの乳房をよく観察したい衝動に駆られた。

        彼女の手首を掴み、左右に開く。膨らみの中央にある鮮やかな薄桃色はツンッと尖って上を向いていた。見られて興奮しているものと思われる。

        （満更じゃ、なさそうなのよね）

        だからつい、調子に乗ってしまう。もっと苛めたくなる。エリカが俯くと、金糸のようなストレートヘアがサラリと落ちてきて彼女の顔を隠した。その向こう側にある碧眼が小さく左右に揺れている。胸を見られて戸惑っているようだった。

        （私に胸を見られるのなんて、はじめてではないのに）

        だがこちらも、はじめて見るわけではないのにいつだって興奮して、エリカの膨らみに夢中になる。

        琴葉はエリカが履いていたショートパンツを中のショーツごと引き下ろして彼女を丸裸にした。靴下はもともと履いていなかった。

        全裸になると、エリカはますます恥ずかしそうにモジモジと身をくねらせた。その仕草がたまらなくかわいらしい。

        「なかにっ……入ろう」

        エリカはふたたび胸元を隠して浴室の中へと入っていく。琴葉はそれを追いかける恰好になる。

        （自分の家でないお風呂に入るのって、なんだか楽しい）

        自宅の檜風呂と違って洋風の浴室というだけでも心躍るが、なによりエリカが一緒だということが大きい。

        「シャワーハンドルはこれね。シャンプーはこっちで――」

        エリカは胸元を押さえたまま律儀に説明してくれる。一通り説明を聞きおわると、琴葉はにっこりと笑った。

        「ありがとう。じゃあまずはエリカの体を洗うわね」

        とたんにエリカが碧い眼を剥く。

        「なっ、なんで!?」

        「丁寧に説明してもらったお礼よ」

        我ながらむちゃくちゃな言い分だと思う。だが、先ほどからずっとエリカに触りたくて仕方がなかった。

        ボディソープのポンプを押すと薄いピンク色の泡が出てきた。あたりには薔薇のような香りが漂う。

        エリカには背を向けられてしまったが、かまわず彼女の肩に泡を塗りつけた。肩に置いた両手を少しずつ前面へとずらして、鎖骨のあたりを洗う。

        エリカは背を丸めて縮こまり、胸は相変わらず頑なに隠している。

        （滑らかな肌……）

        ボディソープを塗りつけているからよけいにそうなのかもしれないが、エリカの肌はとても滑らかでいつもしっとりとしている。

        琴葉は両手を下へと動かす。肌の柔らかさが増してくる。

        「ゃっ……！」

        エリカが小さな抵抗の言葉を口にする。しかし、やめられない。柔らかな膨らみを、この手になんとしても収めたい。

        なかば強引にエリカの腕の内側へと両手を滑り込ませた。手のひらにはとても収まりきれない大きな乳房を、ゆっくりと円を描くようにして揉みまわした。

        鷲掴みにすれば溶けだしそうなほどまろやかなのに、揉み込めば弾力はあるから不思議だ。

        「はぁっ……あぁあ……っ」

        頑なに胸を隠していたはずのエリカも、こうして胸を揉めばしだいに官能を帯びてくる。

        （かわいらしい声……）

        エリカの喘ぎ声を聞くとさらに理性が吹き飛んで、手籠めにしたくなってくる。

        琴葉は大きく息を吐き出して、エリカの背に自分の胸を押しつけるようにして彼女の体を後ろから抱きしめた。琴葉は肩を前後に揺らすことで、エリカの柔らかな肌に自分の乳首を擦りつけて快感を得る。

        「ぁ、あっ」

        どうやらエリカも、感じているらしい。エリカの乳頭にはいっさい触れていないというのに、艶めかしく喘いでいる。

        「私の乳首を意識しているの？」

        尋ねると、エリカの体がビクッと弾んだ。首を垂れ、「んん」と曖昧に唸るエリカを、琴葉はさらにきつく抱きしめる。それから、手探りで両の膨らみを手中に収めた。

        泡まみれの手で掴んだ乳房はいっそう柔らかく、いまにもすべてが蕩けてしまいそうだ。

        琴葉は「はぁ」と感嘆して、エリカの乳房にぬめり気を足していく。

        「ひゃぁ、あっ……！　ゃ、あぁ……」

        鏡越しにエリカの表情を確認する。俯いているが、どんな顔をしているのかはわかった。唇を噛んで快感に耐えている。

        掴んでいる乳房の中央で尖っている乳頭を、人差し指でふたつとも押し上げる。

        泡まみれでぬるついているからか、少し擦っただけでもエリカは「ふぁあぁああっ！」と大きな嬌声を上げた。

        琴葉はすぐに調子づいて、指をめちゃくちゃに動かしてエリカの乳首を嬲る。

        「あぁっ、だめっ、はぅうんっ……！」

        そう言いながらもエリカは気持ちよさそうに身を捩る。

        （エリカの背中に乳首が擦れるの、気持ちいい）

        琴葉もまた体を揺らして、自らも積極的に乳頭に摩擦を起こした。

        「あっ……琴葉ちゃん……！」

        エリカがほんの少しだけこちらを振り返った。

        「……なぁに？」

        わかっていてもとぼけてみせる。そのほうがエリカは面白い反応をする。

        「そ、その――琴葉ちゃんの……ええと」

        乳首が硬くなってるよ、とでも言いたいのだろう。琴葉はクスッと笑ってエリカの胸蕾をつまみ上げる。

        「ひゃうっ！」

        「ンン……泡だらけでぬるぬるしているのにエリカのここはすごく硬いから、つまむのが難しい。指が滑っちゃう」

        ぼやくと、エリカは耳まで赤く染め上げた。

        （こうだから、苛めたくなっちゃう）

        親指と、人差し指の腹を使って薄桃色の棘を丹念に捏ねる。

        「ぁぅ、うぅ……っ。んあぁっ……！」

        エリカが喘げば喘ぐほど、下半身が潤みを増していく。それはエリカもきっと同じなのではないかと思う。

        こうして素肌を触れ合わせていると、なんとも形容しがたい想いが溢れてくる。

        『エリカちゃんとはどうなの？』

        朱里に問われた言葉。

        『私たちの関係ってなに？』

        エリカに問われた言葉。

        そのふたつが不意に脳裏をよぎった。

        （エリカは、友人よりも家族よりも大切な存在――）

        無意識のうちに求めてしまう。本能が叫んでいるのかもしれない。あらゆる垣根を越えて、エリカのことが大好きなのだと。

        （そっか、私……）

        エリカと、なによりも深く結びついた関係になりたい。いちばんの理解者でありたいし、身も心もいちばん近くにいたい。それは『友人』ではなく『恋人』だ。

        エリカとどうありたいのか、ようやくわかった。

        「あぁうっ……琴葉、ちゃん」

        名前を呼ばれると胸が締めつけられる。切なくなって、愛おしくて、エリカの顔に後ろから頬ずりをする。彼女が嫌がらないものだからつい、想いのままに行動してしまう。

        （エリカは私のこと……どう思ってるのかしら）

        気にはなるが訊けない。「私たち女の子同士なんだよ？」とでも言われた日には、どう言葉を返せばよいのかわからない。

        事実、自分自身にそういった迷いがまったくないわけではない。仮にエリカと恋人同士になっても、だれが認めてくれるだろう。

        （お母様には間違いなく反対されるわ）

        頭の固い母親のことだ。思いだすだけでも頭が痛くなってくる。

        （だったら、曖昧なままのほうがいいのかもしれない）

        エリカとの関係性をはっきりと言葉にする必要があるだろうか。

        琴葉はエリカの首筋に吸いつく。

        「んんっ……」

        エリカがこちらを振り返った。碧い瞳はいつだって、清らかに透き通っている。彼女に触れるたび、穢しているような背徳感も少なからず抱く。

        琴葉はエリカの頬を手で覆って固定して、そっと唇を寄せた。

        　

        吉崎エリカは「はぁぁ」という大きなため息とともにベッドに突っ伏した。

        ずぶ濡れの状態で家にやってきた琴葉と風呂に入り、その後も部屋で人には言えないことをした。そしてついさっき、瀬戸川家の車が迎えにきたので、琴葉は渋々といったようすで帰っていった。

        （今日は結局……宿題、ぜんぜんしてない）

        琴葉は「次は私の家でお勉強会をしましょう」と言っていた。

        （次って、いつだろう）

        さっき別れたばかりなのに、もう会いたいと思っている。

        エリカはベッド端に置いていたスマートフォンを手繰り寄せ、メッセージアプリを開いた。メッセージの送信先は言わずもがな琴葉だ。

        『今日は来てくれてありがとう。さっそくだけど、勉強会はいつする？』

        すぐに返事がくる。

        『いつでもいいわよ』

        『明日でも？』

        『もちろん』

        迎えにいく、とメッセージが来たが断った。今日はわざわざ家に来てもらった。連日、家に来てもらうのはさすがに申し訳ない。

        琴葉の家は以前、地図で教えてもらったことがあるのでわかる。

        次の日の朝、エリカは地図アプリを片手に琴葉の家を目指した。空はよく晴れて、あちらこちらで蝉の鳴き声がする。エリカは額の汗を拭いながらきょろきょろとあたりを見まわす。

        （ええと、このあたりよね）

        先ほどからずっと、長い塀が続いている。はじめはそれを文化施設かなにかだと思っていた。

        （ううん、この塀ってもしかして――）

        正門に着く。表札には『瀬戸川』と流麗な文字で書かれている。長い塀に囲まれているこの敷地のすべてが琴葉の家のようだ。

        エリカはポカンと口を開けて大きな門を見上げる。インターホンはあるのだが、押すのがためらわれる。

        なかなかボタンを押せずに指先を震わせていると、門扉がひとりでに開いた。そこから、着物姿の琴葉が顔を出す。

        「いらっしゃい、エリカ」

        「琴葉ちゃん、着物……！　すっごく似合ってる！」

        黒髪で楚々とした琴葉に似合うのはもちろんのこと、日本家屋の豪邸と相まって、古き良き時代のお嬢様といった雰囲気を醸しだしている。

        「あ……ありがとう。お茶のお稽古が終わったばかりなの」

        はにかんだようすで衿元に手を当てて、琴葉は「どうぞ」と家の中に通してくれる。

        門を潜り中へ入ると、文化財に指定されていてもおかしくないほど古風で立派だった。

        「お邪魔します」

        にわかに緊張しながら玄関の上がり框を越えて足を踏み入れる。すると廊下の角で琴葉によく似た着物姿の女性と遭遇した。すぐに琴葉の母親だとわかる。

        「こんにちは、お邪魔します」

        「こんにちは。あなたがエリカさんね？　琴葉から聞いています。いつも仲よくしてくれてありがとう」

        「こちらこそ、ありがとうございます」

        エリカは深々と頭を下げる。

        「本当――見事な金髪と、碧い瞳……」

        品定めするようにじろじろと見まわされ、たじろいでしまう。

        「お母様――」

        琴葉が咎めるように呼びかけると、母親はハッとしたようすで目を瞬かせた。

        「琴葉？　エリカさんにも着物を着つけて差し上げて、一緒にお茶をいただいてはどう？」

        「はい、わかりました」

        淡々とふたつ返事をした琴葉を横目にエリカは心の中でおおいに焦った。

        （え、えぇっ!?）

        どういうわけか、着物を着て茶を飲むことになってしまった。板張りの廊下を歩き、八畳ほどの部屋に琴葉とふたりで入る。

        「ごめんね、エリカ。急なことで混乱しているわよね」

        「う、ううん」

        本音を言うと、突然こんなことになって頭の中は大混乱中だ。

        「母はいつもああなの。なんでも自分の言うとおりに従わせたがるというか……人の意見を聞かないというか」

        うんざりしたようすで琴葉がぼやく。

        （琴葉ちゃんも、ちょっとそういうとこあると思うけど……）

        だがこれは口には出すまい。

        「どの着物がいいかしら」

        琴葉が開けた箪笥には着物が入っていると思おぼしきたとう紙がずらりと積まれていた。

        「赤……ううん、瞳に合わせた青もいいし……」

        着物を引っ張り出して畳の上に並べる琴葉を、エリカはただ眺めるばかりになる。

        ところが、琴葉があまりにも悩むのでエリカは「どれでもいいよ!?」と言った。

        「よくないわ！　ああ……全部、着てもらいたいくらい」

        琴葉はその後もしばらく悩んでいた。

        「ひとまず、これにしましょう」

        もし似合わなかったら着つけ直すのだろうかと考えながら、琴葉が選んだ着物を見る。白地に金の花模様がふんだんに施されている。素人目にも高級そうだ。

        「それじゃあエリカ、服を脱いで」

        「う、うん」

        「ブラは外して？　着物だと浮いて見えてしまうから」

        エリカはふたたび上ずった声で「うん」と返す。

        （べつに、いかがわしいことをするために服を脱ぐわけじゃないんだから）

        頭の中で何度もそう自分に言い聞かせながら服を脱いだ。指示どおりブラジャーも外して、ショーツ一枚になる。

        琴葉の視線が突き刺さるようだった。とくに胸元を、まじまじと見られている。

        「……それじゃあ、まずはこれ。肌襦袢よ。腕を上げて」

        言われるまま腕を上げる。

        「琴葉ちゃん、着つけもできるんだね」

        「一応ね」

        そのあとは互いになにも言葉を発しなかった。琴葉は黙々と、真剣な眼差しでエリカに着物を着つけていく。

        エリカは琴葉には気づかれないように小さくため息をついた。

        琴葉にはいまだに、朱里とどういう関係なのかを訊けずにいる。

        （……やっぱり、気になる。今日こそちゃんと訊こう）

        思い立ったが吉日、いま尋ねるべきだ。

        「あ、あのっ――」

        「琴葉？　準備はできて？」

        襖の向こうから琴葉の母親の声が響いた。

        「まだです。もうすぐ参りますから、先にお茶室へ行かれてください」

        「そう、わかったわ」

        襖の向こう、廊下を歩く音がどんどん遠くなる。

        「エリカ？　なにか、言いかけていなかった？」

        「あ、ううん。なんでもないよ」

        ああ、せっかくの機会を無下にしてしまった。なぜ、「なんでもない」などと嘘をついてしまったのだろう。

        着物を着たエリカは琴葉の案内で廊下を歩き、草履を借りて庭へ出た。四畳半の茶室へは躙にじり口から入る。

        床の間の前の客座につくと、茶道口の襖がすうっと開いた。琴葉の母親が畳の上に両手をついてお辞儀をするので、琴葉とエリカもまた畳に手をついて頭を下げる。

        琴葉の母親が四角い菓子盆を運んできたので、ふたたびお辞儀を返す。水無女学園には茶道の授業があるので、最低限のことはわかる。

        琴葉の母親は点前に必要な道具を点前座に運び終わると、無駄のない動きで作法どおりに道具を配置して茶を点てはじめた。

        そうして差しだされた茶碗を、畳の上を躙って取りにいく。

        まずは琴葉がいるほうに茶碗を置いて「お先に」と一礼して、今度は茶碗を自分の正面に置き、「お点前ちょうだいいたします」と言い頭を低くする。

        茶碗を両手に持ち、軽く上げて神仏に感謝を示したあとは二回まわして、泡立った抹茶を飲む。

        終始、ぴりりとした空気が漂っていて、終わる頃にはどっと疲れた。

        エリカは琴葉の母親に礼を述べ、茶室をあとにした。

        板張りの廊下を歩きながらエリカは呟く。

        「あぁ、緊張した……」

        「そうよね。ごめんなさい」

        「ううん、謝ることないよ。緊張はしたけど、お茶もお菓子もすごく美味しかった」

        エリカがほほえむと、琴葉は申し訳なさそうな顔のまま「そう？」と言った。

        （でも琴葉ちゃんのお母さんって、厳しそう）

        敬語を使っていたところから察するに、琴葉の母親は厳しく教育熱心で、何事にもきちんとしているタイプなのだろうと勝手に推測する。

        八畳敷の部屋に戻ったエリカはさっそく着物を脱ごうとした。しかし、琴葉に待ったをかけられる。

        「ちょっと待って、エリカ。脱ぐ前にスケッチさせて」

        この流れは――大丈夫だろうか。

        （あっ……琴葉ちゃん、今日は最初から眼鏡してない！）

        そのことに気がついたエリカはとたんに心臓の鼓動を忙しくした。

        ここはどうやら琴葉の私室らしい。文机の上からスケッチブックを、引き出しから鉛筆を取りだした琴葉は立ったままエリカのスケッチをはじめる。

        （今日は、真面目だな……琴葉ちゃん）

        『そういうこと』を期待しているわけではないが、妙に感心する。

        （……ううん。期待、しているのかも）

        たんにスケッチされているだけでは物足りないのだとは、口が裂けても言えない――。

        琴葉が「ふぅ」と大きく息をついたので、考えを読まれてしまっただろうかと焦る。

        「……そろそろ艶を入れたいところね」

        妖しくほほえむ琴葉を、胸をトクンと高鳴らせて見つめる。

        畳の上を擦って琴葉が近づいてくる。エリカはその場に立ち尽くしたまま動けない。

        帯留めの結びを解かれると、衿元が緩む。着物の衿を中の襦袢ごと左右に開かれた。

        「や、っ……あ、あの」

        こういう展開を望んでいたではないか、と頭の中でだれかが囁く。だから、乳房を外へ掬いだされても隠さないのだ。

        「脚を広げて座って、胸の片方を持って……。左手は、畳の上について？」

        操り人形のごとくエリカは琴葉の言葉のとおりにポーズを取る。

        琴葉は二、三歩ほど後ずさると、エリカと同じように畳の上に座り、スケッチブックを掲げてふたたび描き始めた。

        着物の裾をはだけさせて、見せつけるように足を広げ、むきだしの乳房のひとつを掴むというこの恰好は常軌を逸していて卑猥だ。先ほどから下腹部がジクジクと甘く疼く。そこが潤みを帯びていくのを感じる。

        室内は静寂だった。ときおり、ししおどしのカッコンという音が聞こえる。気になる音といえばそれくらいだ。

        描きおえたらしく、琴葉はスケッチブックを閉じて近づいてくる。

        「そのスケッチブック……もしだれかに見られたら……」

        なにげなく尋ねると、琴葉は薄くほほえんだ。

        「まずいわね、とても。エリカの淫らな姿がたくさんあるもの」

        卑猥な画が詰まったスケッチブックを畳の上に置き、琴葉はエリカの両頬を手のひらで覆う。エリカは琴葉の双眸をジイッと見つめる。

        「ねえ……琴葉ちゃん。聞きたいことがあるの」

        ドクドクと胸が鳴る。スケッチの最中よりも、いまのほうが緊張している。

        「うん……？」

        首を傾げる琴葉に、これまで何日も悶々と抱えてきた疑問をぶつける。

        「琴葉ちゃんと朱里先輩って、どういう関係？」

        すると琴葉は目を瞠った。

        「……どうしてそんなこと訊くの？」

        「このあいだ……美術室でのことが、気になってて」

        「美術室……？」

        琴葉ははじめ、なんのことかわからないといったようすだったが、少しすると「あぁ」と合点したようだった。

        「……気になるの？」

        親指で唇を辿られる。エリカは琴葉の指を食んでしまわないよう気をつけながら言葉を返す。

        「気に、なる――」

        涙声になってしまった。瞳が潤んでしまったのはなぜだろう。

        きっと、答えを聞くのが怖いのだ。

        （朱里先輩は特別、だなんて言われたら――）

        では私はなんなの、と喚き散らしてしまいそうだ。

        しかし琴葉は破顔して、「ふふっ」と笑うばかりで答えをくれない。

        晒されたままだったエリカの乳房を掴んで、その先端を弄りはじめる。

        「んぁ、あっ……！　琴葉ちゃん、先に答えて――」

        「先に……ってことは、もっといろんなことしていいのね？」

        「……っ」

        ぐうの音も出ない。エリカは唇を引き結ぶ。俯くエリカを見て琴葉は嬉しそうに笑う。

        「朱里とはただの親戚よ」

        「親戚……？　んっ――！」

        乳頭を捏ねられ、深いくちづけを施される。唇が離れた隙にエリカは尋ね返す。

        「本当にそれだけ？」

        とても親密な雰囲気だった。親戚だということには驚きだが、ただの血縁関係なのだとは思えない。

        「お正月とか、冠婚葬祭で顔を合わせるだけの親戚。そのたびにセクハラされていたけれど」

        「セッ、セクハラ!?」

        エリカは眉間に皺を寄せて問い詰める。

        「それって……どんな？」

        「いま私がエリカにしているようなこと、かしら」

        「……！」

        なんだかすごく、嫌だ。

        「……琴葉ちゃんも脱いで」

        仏頂面でエリカが言った。

        「え――」

        いっぽう琴葉はきょとんとしている。

        「ここを、解けば緩むんだよね」

        帯締めの結び目を、なんとかして解いて帯を緩める。そのあとは、自分がされたのと同じようにして衿元を広げた。

        （琴葉ちゃんの、おっぱい……）

        谷間を見つめながら、そこへ手を伸ばす。着物の内側に両手を滑り込ませ、膨らみを掴んだ。

        「柔らかい……」

        率直な感想を、つい言葉にしてしまう。琴葉は「んん」と唸るものの、抵抗はしない。

        エリカは思いきって、ふたつの膨らみを着物の外へと出す。

        ふるりと躍りでた双乳は美しく、目が離せなくなる。

        「珍しいわね、エリカがこんなことするなんて」

        ほんのりと頬を赤くして琴葉が言った。

        「そう、かな」

        正直なところ自分でも、どうしてしまったのだろうと思っているが、もう止められない。

        エリカは両手で琴葉の胸を覆い、ぐにゃぐにゃと揉みまわした。

        「ん、んっ……」

        琴葉の口から漏れる、高い声が耳を打つ。その甘い声を聞くと、これまで感じていたどんなものとも異なる快さが込み上げてくる。

        （なんだろう、これ……？）

        胸が締めつけられる。琴葉にあらぬ箇所に触れられているときだって気持ちがよいが、それ以上のなにかに心身を刺激される。

        エリカは正体不明の感情を胸に抱いたまま、衝動的に琴葉の胸飾りを指でつまみ上げた。

        すると琴葉は「あぁっ」と嬌声を発しながらもエリカの乳頭をつまみ返した。ふたりは互いの胸の尖りを指で弄り合う。

        とたんに快感が増幅した。下半身がトクトクと脈を打ち、それまで以上に疼く。

        「ふぁあっ……！」

        喘いで身じろぎすると、琴葉の額と軽くぶつかった。すぐそばに琴葉の顔がある。

        どちらともなく唇が重なった。

        


        　

        　

    

    
        第六章　夏の終わりの秘め事は

        　

        夏休みも残すところあと一週間。どうしてこう、休みというのはあっという間に過ぎてしまうのだろう。

        「琴葉ちゃん！　今日こそ真面目に勉強会をしよう!?」

        エリカは琴葉を自宅の玄関で迎えるなりそう言った。琴葉は銀縁眼鏡の端をクイッと上げながら眉根を寄せる。

        「もしかしてエリカ、まだ終わっていないの？」

        エリカはコクコクコクと何度も頷いた。今日は母親が在宅だ。へたなことはできない上に、夏休みの宿題はなにひとつ終わっていない。これはもう、いよいよ真面目に勉強しなければならない。

        明日から美術部の仲良し六人組で旅行へ行くことになっているので、なんとしても今日中に宿題を終わらせたいのである。

        「わかったわ。エリカの宿題を終わらせなくてはね」

        琴葉は神妙な面持ちで家に上がり込んでくる。リビングにいた母親が顔を出す。

        「琴葉ちゃんね？　いつもエリカがお世話になって～。今日はどうぞ、ゆっくりしていってね」

        「こちらこそ、いつもありがとうございます。お言葉に甘えてお邪魔させていただきます」

        琴葉が丁寧にお辞儀をすると、母親は「あらあら、まあまぁ～」と口に手を当ててほほえみながらリビングに戻っていった。

        二階への階段を上り、自室に入るなりエリカはローテーブルの上に夏の宿題を広げて琴葉に頭を下げる。

        「琴葉様、ここがわかりません。あ、それとここも……」

        すると琴葉はなにやら愉しげな笑みを浮かべる。

        「うぅ～ん、そうねぇ……。教えてあげる代わりに、キスしていい？」

        「えっ？」

        「一問、教えるたびに一キスよ」

        「う、うんっ……」

        この際なんでもいい。とにかく宿題を終わらせたい。

        頷くエリカを見て琴葉は満足そうに笑みを深め、「この問題はね――」と教示しはじめる。

        エリカは邪念――琴葉はとてもいい香りがする――を振り払い、その言葉に聞き入って宿題に取り組んだ。

        「できたぁ～！」

        琴葉の教え方は先生よりも上手だと思う。ごく自然に、自力で問題を解くことができた。

        「琴葉ちゃんっ、ありが――」

        すべてを言いおわる前に、頬に柔らかなものが当たる。エリカは琴葉の唇が触れた箇所をすぐに手のひらで覆った。

        （キスって、唇同士じゃなかったんだ）

        かあぁ、と頬を赤くして、エリカはしどろもどろしながら「次はこれ」と指し示す。

        「はいはい。そんなに私のキスがほしいの？」

        冗談めかして琴葉が言った。エリカはなにも答えられない。宿題を解くためとはいえ、琴葉からのキスを期待している節もある。

        そうしてまた問題を解きおわると、今度は手を取られた。手の甲に唇を寄せられ、頬の熱は冷める暇がない。

        その次の問題はとても難解で、時間がかかった。

        「ふはー……」

        なんとかして解きおわると、琴葉に「よくがんばりました」と声を掛けられ、両頬を手のひらで覆われた。間もなくして唇同士がぶつかる。エリカは目を閉じて琴葉の唇の柔らかさを堪能した。

        「さ、次の問題」

        しかしすぐに唇は離れ、琴葉の目はテキストのほうへ向く。

        「は、はいっ」

        エリカは心の中で「これでいいんだから！」と叫んだ。今日はほかのことをしている時間などない。

        ところが、エリカが問題を解いているあいだ琴葉にカットソーの裾を捲り上げられるので、それどころではなくなる。

        「え、あのっ？」

        「ああ、いいから。気にしないで」

        「き、気にしないでって言われても……」

        「集中して？」

        胸元でモゾモゾと動く琴葉の両手に気を散らされながらも、一所懸命、宿題に取り組む。一問を解きおわる頃にはブラジャーまで捲り上げられ、乳房が露呈していた。

        「ご褒美をあげるわね」

        膨らみの尖りにちゅっとくちづけられる。

        「んんっ……！」

        エリカはピクンッと両肩を弾ませた。その後も、問題を解くと乳頭や脇腹に唇を寄せられ、しまいには足の付け根にまでキスをされた。

        それでも、夏の宿題を終わらせることができたのはやはり、琴葉のおかげだ。

        「あ、ありがとう……琴葉ちゃん。なんとかなった……」

        「そう、よかったわ」

        琴葉は素知らぬ顔で、先ほど母親が部屋に持ってきたジュースを飲んだ。母親が部屋に入ってくる前に慌てて服を着たのは、言うまでもない。

        エリカもまたグラスに入った冷たいオレンジジュースを飲む。

        「明日、楽しみだね。恵那先輩の別荘ってどんなところだろ」

        「プライベートビーチがあるって、おっしゃっていたわね。エリカはどんな水着を持っていく予定？」

        尋ねられたので、立ち上がりクローゼットの中から水着を持ちだす。

        「これだよ」

        ピンク色のワンピースタイプのものだ。

        「かわいいわね」

        「でも、ちょっと子どもっぽくないかな？」

        中学生のときに買ったものだ。さすがに新調するべきかと悩む。

        「そんなことない。エリカによく似合うわ」

        そう言われれば、これでいいかという気がしてくる。

        「琴葉ちゃんは、どういう感じの水着？」

        「ヒミツ」

        「ええ～っ、せめて色だけでも教えてよ」

        「当ててみて」

        エリカは顎に手を当てて考え込む。黒か白ではないだろうかとあたりをつける。

        「う～ん、じゃあ……黒？」

        「さあ、どうでしょう」

        「んもぅ～！」

        憤慨するエリカをよそに、琴葉は眉を下げて「ふふっ」と笑った。

        　

        キスの雨が降った翌日、恵那の家のお手伝いさんが運転するミニバンで、美術部一行は海へ向かった。

        （琴葉ちゃんの家もそうだけど、恵那先輩の家もお抱えの運転手さんがいるんだなぁ……）

        なんだかんだと、皆がお嬢様だ。元来、水無女学園はお嬢様学校である。

        別荘は見晴らしのよい高台にあった。望む海は広大で、どこまでも続いているように見えた。

        「はぁ～、いつ来てもいいところ！」

        別荘に入るなり朱里が言った。恵那はその傍らでほほえみ、夏帆は「本当、素敵～！」と感嘆し、綾乃がその言葉に「うん、うん」と頷く。

        「本当に素敵な別荘にご招待いただいて、ありがとうございます」

        琴葉が恵那に深々と頭を下げるので、エリカもそれに倣って「ありがとうございます！」と言いながらお辞儀をした。

        「よ～し、じゃあそれぞれ部屋で水着を着たら、海で集合ね！」

        恵那の別荘だが取り仕切るのは朱里だ。皆はそれぞれ「はーい」と返事をして各部屋に散っていく。

        このログハウスは二階の三つの部屋が寝室なのだという。エリカは琴葉と相部屋になった。

        部屋にはシングルベッドがふたつ置いてあった。大きなテラス窓からは晴れた空と穏やかな海を眺めることができる。

        「海で泳ぐ前に日焼け止めを塗っておかなくてはならないわね」

        「そうだね」と相槌を打ちながら日焼け止めクリームをバッグから取りだすと、それを琴葉に掠め取られてしまう。

        「塗ってあげる」

        琴葉は掛けていた眼鏡を外して口元に弧を描く。

        「服を全部脱いで……ベッドに横になって？」

        「ぜ、全部脱ぐ必要はなくない!?　水着に、着替えるね」

        エリカはそそくさと琴葉に背を向けて水着に着替えた。琴葉は些か不満そうに「じゃあ、ベッドへ」と言う。

        ふかふかのベッドにうつ伏せになると、首や背中などに琴葉が丁寧に日焼け止めクリームを塗ってくれる。

        「仰向けになって」

        ゴロンと寝返りを打って天井のほうを向くと、琴葉が馬乗りになってきた。

        「……っ!?」

        驚いて目を見開く。琴葉は薄くほほえんだまま日焼け止めクリームを手のひらに広げ、エリカの鎖骨のあたりに塗りつけた。柔らかく滑らかな手のひらが胸のほうへと下りていく。

        膨らみを覆う水着の際に琴葉の指が潜り込む。水着の奥まではいかず、あくまで肌と水着の境目を辿るだけだ。

        「こうして際のほうも塗っておかないと……日焼けしてしまうから」

        「う――うん。そうだね」

        エリカは視線をさまよわせる。乳首には触れず、その上を往復する指がもどかしいのだとは言えない。

        じれったい快感に秘かに悶えていると、琴葉の両手が足の付け根にやってきた。

        「そ、そこは……いいよ。焼けないと思う」

        「そうかしら。塗っておくに越したことはないわ」

        エリカの言い分をきっぱりと切り捨てて、琴葉はビキニラインに指を這わせて日焼け止めクリームを塗り込んでいく。水着の生地をほんの少しだけ持ち上げてそんなふうに指で辿られると、えもいわれぬ快感が湧き起こり、いたたまれなくなってくる。

        呼吸が荒くなるのを、自分では制御できない。自身を落ち着かせようと深呼吸を試みるものの、心臓はいつまでもバクバクと鳴りっぱなしだった。

        陰唇のすぐ近くを指で通過されると特に、心臓だけでなく下半身までもドクッと脈づいた。

        「――じゃあ次はエリカが私に塗って？」

        琴葉は身を起こし、着ていたワンピースを脱ぎはじめる。エリカはコクリと頷きながら、琴葉が服を脱ぐのを無言で見つめていた。

        （なんか……すごく、ムラムラする……？）

        きわどい箇所を指で撫でつけられたせいか、性欲が高まっているように思う。

        琴葉は一糸まとわぬ姿になると、水着は身につけずゴロンとベッドに仰向けになった。

        「エリカ、早く……」

        急かされ、ゴクリと喉を鳴らす。椀をひっくり返したような形のよい乳房がいま、目の前にある。

        「琴葉ちゃんの日焼け止めは……これ？」

        「ええ」

        ベッド脇の円卓の上に置いてあったボトルを手に取り、中身を手のひらに出す。ローションタイプのものだ。サラリとしている。

        陽に焼けるのは専ら肩や首だ。まずはそこへ、重点的に塗りつけていく。琴葉はいまは仰向けなので、背中は後まわしにする。

        首、肩と順に日焼け止めローションを塗り、膨らみのほうへと近づくにつれエリカはためらいを見せる。

        （胸は、どうせ水着で隠れるから塗らなくてもいいんだろうけど……）

        だが、触れたい。柔らかな乳房にローションを塗りつけたいという衝動に駆られる。

        エリカはこっそりと「はぁ」と息をつき、両方の手指を大きく広げる。その手で、ふたつの膨らみを鷲掴みにした。

        「ぁん……っ」

        琴葉は喘ぎ声を上げたものの、嫌がりはしない。口の端をわずかに上げてエリカを見る。

        エリカは日焼け止めローションを塗るという目的を忘れて、夢中で琴葉の胸を揉んだ。柔らかく、滑らかな手触りの乳房はきっと、いつまで揉んでいても飽きないだろう。

        「準備できた～？」

        エリカはビクッと全身を跳ねさせて琴葉の乳房を手放す。扉の外から聞こえてきたのは朱里の声だ。

        「あともう少しです。いま日焼け止めを塗っているところですから」

        琴葉は仰向けに寝転がったまま平然と答えた。

        「わかったー」

        エリカは両手を顔の前にかざしたまま、しばらく動けなかった。先ほどまでとは異なる種類の動悸に見舞われている。

        「は、早いとこ背中も塗って……行こう」

        エリカは琴葉の体を転がして、なかば無理やり背を向けさせると、手早く日焼け止めローションを塗っていった。

        （私ったら、なにしてたの!?）

        水着で隠れてしまうであろう乳房には、ローションを塗る必要などないのだ。わかっていたはずなのに――。

        「はいっ、できた！」

        ぎこちなくほほえんで琴葉に背を向け、荷物の整理をする。いや、頭の中はいまだに混乱している。

        琴葉は小さな声で「ありがとう」と言って起き上がった。

        「行きましょう」

        その声で顔を上げると、琴葉は水着を着ていた。白と黒のツートーンで、ホルターネックの水着だ。

        白か黒だろうと予想していたが、両方だった。

        （私、琴葉ちゃんのことけっこうわかってるかも）

        なにやら妙に嬉しくなって、エリカは上機嫌で、浮き輪を手に持って部屋を出た。

        リビングにはすでに朱里と恵那、夏帆と綾乃がいた。皆でコテージをあとにして、長い階段を下って無人のビーチに着く。恵那のプライベートなビーチなので、ほかに人はいない。

        海色のビキニを着た朱里が「泳ぐ前にちょっとゲームしない？」と皆に提案する。

        「なんのゲームですか？」

        夏帆が朱里に質問した。胸元にふんだんにフリルがあしらわれた白いワンピースタイプの水着は夏帆によく似合っている。

        「鬼ごっこ。捕まったら水着を取られちゃうの！」

        その場にいた全員が声を揃えて「ええ～っ!?」と驚く。

        「じゃ、始めるよ。私が鬼ね、よーいスタート！」

        朱里は手はじめに、すぐそばにいた恵那の赤いビキニを掴んだ。両端の紐を解いて奪い去ってしまう。恵那は「んもう、朱里ったら」と言いながらも、それほど抵抗はしなかった。

        「さーて……次は綾乃ちゃんにしよう」

        恵那のビキニのトップスを振り回しながら朱里は綾乃に近づく。綾乃は砂の上を後ずさるばかりで逃げようとはしない。戸惑っているようだった。

        「せ、先輩……っや」

        綾乃は抵抗を見せるものの、あっけなく朱里に紫色のビキニを奪われた。

        「エリカ、全力で逃げるわよ」

        琴葉に手首を掴まれる。エリカはコクリと頷いて、琴葉とふたりで走りだした。

        「待て待てーっ」

        朱里は笑いながら追いかけてくる。しかし朱里は俊足で、あっという間に追いつかれてしまう。エリカと琴葉は瞬く間に丸裸にされた。

        ふたりで岩場の陰に隠れ、朱里に文句を言う。

        「もうっ、朱里先輩！　ムチャクチャです！」

        憤然とするエリカを尻目に朱里は楽しげだ。

        「まぁまぁ、きっと楽しい思い出になるって。あれ、夏帆ちゃんがいないねぇ」

        朱里はあたりを見まわしながら夏帆を捜した。エリカと琴葉は岩場の陰から出ていくことができない。

        遠くで「ぎゃ～っ！」という夏帆の叫び声が聞こえた。どうやら夏帆も、朱里の餌食になったものと思われる。

        皆の水着を手に戻ってきた朱里をエリカはすかさず非難する。

        「朱里先輩っ、いい加減に水着を返してください！　これじゃ泳げないじゃないですか！」

        「べつにいいじゃない、裸のままで」

        そう言うなり、朱里自身も水着をすべて脱いでしまった。浮き輪やボートを持ちだして、海に浮かべる。

        「ほら、みんなおいで。裸のほうが開放的で楽しいよ。プライベートビーチなんだし、お風呂で遊んでると思えば、さ！」

        もっともらしいことを言って朱里は裸でボートに乗って海の浅瀬を漂う。

        「……でも、エリカの裸をみんなには見せたくないわ」

        隣にいた琴葉が急にそんなことを言いだすので、エリカはボッと赤面した。

        （わ、私……なんで照れてるんだろう？）

        自分自身を不可解に思いながらも、手に持っていた浮き輪を琴葉に向かって掲げてみせる。

        「じゃあ、この浮き輪にふたりで入らない？　そうやって泳げば……そんなに体を見られることはないと思う」

        そう言ってしまったあとで、なんてことを提案してしまったのだろうと後悔する。しかし、琴葉はすんなりとそれを受け入れた。

        ひとつの浮き輪にふたりして入ると、隙間なく寄り添うことになる。胸と胸がピタリと密着している。

        エリカはどぎまぎしながらも、そのまま海へ向かって歩いた。浅瀬には恵那や夏帆、綾乃がいて、水を掛け合ってはしゃいでいる。皆が裸だったが、朱里の珍妙な説明に納得したらしく、裸なのを気にしているようすはなかった。

        「エリカちゃんたち、仲良しだね～」

        夏帆に言われ、とたんに恥ずかしくなる。変だとは思われていないようだが、それでも恥ずかしい。

        「楽しいわよ」

        琴葉はどうしてこう、いつだって冷静なのだろう。

        しかしたしかに、ふたりでひとつの浮き輪に入って海に浮かぶと、波に揺られて楽しかった。くわえて、触れ合っている柔らかな乳房が、たとえようのない快さを生む。まさに『快楽』だ。

        エリカはトクトクと胸を鳴らしながら、微笑する琴葉の顔を盗み見た。

        　

        朱里から水着を返してもらえたのは夜になってからだった。水着にパーカーやカットソーを羽織っただけの恰好で、美術部の六人はログハウスの玄関にいた。

        「この別荘に来たら肝試しをすることになっているの」

        恵那が言った。ログハウスの裏手にある林の中を一周して戻ってくる、という内容らしい。

        「私と恵那、夏帆ちゃんと綾乃ちゃん、琴葉ちゃんとエリカちゃんがペアね。行く順番はあみだくじ！」

        朱里は近くにあった木の棒を拾い、地面に複雑なあみだくじを書いた。くじの結果、エリカと琴葉はいちばん最後となった。

        「……時間だね。行こっか」

        先発隊の朱里たちとは二十分遅れ、二番目に発った夏帆たちとは十分遅れで出発する。

        「琴葉ちゃんは、こういうの平気？」

        「ええ、もちろん」と琴葉は口早に即答した。

        ふたりで暗い林道を歩く。明かりはログハウスから漏れるかすかな光と、手に持っている小さな懐中電灯の心許ない光だけだ。

        突然、林の中でガサッという音がする。

        「きゃっ！」

        琴葉は悲鳴を上げてエリカに抱きつく。林の中で音がしたことよりも、抱きついてきた琴葉に驚く。

        「琴葉ちゃん、平気じゃなくない？」

        「ちょ、ちょっと驚いただけよ」

        コホンと咳払いをして琴葉はエリカから離れ、歩きだす。

        しかしそのあとも、木の葉が風で少し揺れるだけでも琴葉は「きゃああ！」と叫んで抱きついてくる。

        「もうずっと抱きついてていいよ？」

        琴葉はバツが悪そうに俯きながらも、エリカの言うとおりにした。薄暗いのでよくわからないが、琴葉の顔は赤い。

        （ふふ、なんか……かわいい）

        そう思うのと同時に、腕に当たっている柔らかな胸の存在を強く意識した。暗いのは平気だが、別の意味でどきどきしてくる。

        ふと、右肩になにかが触れた。琴葉がくっついているのは左腕だ。ではなんなのだろうと右側を振り返るものの、そこには茂みがあるだけでほかにはなにもない。

        「いま、だれかに肩を叩かれたような気がするんだけど……」

        エリカが呟くと、琴葉はとたんに縮み上がった。

        「そそそっ、そういうこと、冗談でも言わないでちょうだい！」

        珍しく取り乱して琴葉はきょろきょろとあたりを見ます。

        「冗談とかじゃなくて、ほんとに」

        「だ、だから～っ……」

        今度は涙目になって琴葉はいっそうきつく胸を押しつけてくる。

        「う、うん。きっと気のせい」

        エリカは正面を向いて歩きだす。

        ところが少し進むとまた異変が起こった。パーカーの裾をだれかに引っ張られた。急いで振り返る。しかしやはり、だれもいない。

        「やっぱり、なにか――」

        神妙な面持ちでエリカが言うと、琴葉はへなへなとその場に崩れ落ちた。

        「琴葉ちゃんっ!?」

        「あ、あれ……」

        琴葉が指し示した先に、白いなにかがあった。薄暗いせいでよくわからないが、どんどん近づいてくる。

        エリカはとっさに琴葉を背にかばい、目を凝らす。

        「…………朱里先輩？」

        「あ、バレちゃった」

        頭に白いシーツを被った朱里が、顔を出してペロッと舌なめずりをする。靴には見覚えがあったので、すぐに朱里だとわかった。

        「エリカちゃんすごい！　全然、怖がらないんだね～」

        茂みから夏帆が出てくる。綾乃と恵那も続いてやってきた。

        この肝試しは最後になったペアを先に行った皆で脅かすというのが恒例らしい。いちばん最後は貧乏くじだったというわけだ。

        「そういうことは最初に言ってください！」

        いまだに足腰に力の入らない琴葉が憤然として言った。エリカは「はは」と苦笑しながら、琴葉が立ち上がるのを手伝う。

        空を見上げれば満天の星が輝いていた。チカチカと瞬いている。

        （またひとつ、琴葉ちゃんのことを知れた）

        肝試しが苦手なのだとは意外だったが、琴葉の新しい一面を知ることができてよかったと思うエリカだった。

        　

        恵那の別荘から戻った琴葉は私室で荷物の整理をしていた。

        （楽しい旅行だった）

        肝試しではさんざんだったが、振り返ってみれば充実した二日間だった。

        あと五日で新学期が始まる。そうすればまた、教室や美術室でエリカと一緒に過ごすことができる。

        （……もうすぐお花のお稽古の時間ね）

        旅の荷物の整理は華道の稽古が終わったあとにしよう。琴葉はスケッチブックを文机の上に出したまま、着物を着て廊下へ出た。

        花の稽古を終えて戻ってくると、私室の襖が開いているのが廊下から見えた。

        （おかしいわ……。きちんと閉めて出たはずなのに）

        中途半端に開いていた襖を開けきって部屋に入る。着物を着た母親の後ろ姿が目に飛び込んでくる。

        「お母様――？」

        呼びかけても、母親は振り返らなかった。

        なにをしているのだろうと覗き込めば、母親の手にはスケッチブックが握られていた。

        顔から瞬時に血の気が引く。琴葉は奪うようにして母親の手からスケッチブックを掠め取った。

        （だって、このスケッチブックには――）

        あられもない姿を写したエリカがいる。

        「琴葉、どういうこと？」

        母親の声は低く、凍てついていた。

        「どうして、エリカさんの……そんなスケッチがあるの」

        言葉を返すことができない。琴葉はスケッチブックを胸に抱えたまま俯く。

        「あなたが想像で描いたの？　それとも本当に――」

        カッと頬が熱くなる。きっと耳まで真っ赤になった。こんな反応をしてしまっては肯定しているようなものだ。

        「……そうなのね」

        毅然とした、抑揚のない声だった。

        おそるおそる上を見れば、軽蔑の眼差しに晒される。

        「エリカさんと会うことを禁止します」

        「……え？」

        発した声はかすれていた。

        「こんなこと……あなたのためにも、エリカさんのためにもならないわ」

        母親の言葉が胸に突き刺さる。

        「私から先生に事情を話して、エリカさんとはクラスを分けてもらうようにします。それから、美術部もおやめなさい」

        母親この人はなにを言っているのだろう。

        横暴だ、理不尽だ。そう思うのに、言葉が出てこない。

        これまで一度も、母親に逆らったことがないからか、反抗の言葉を返すことができない。

        母親は机の端に置いていあった琴葉のスマートフォンを手に取って言う。

        「残りの休みは家で過ごすこと。外へは一歩も出てはいけませんからね」

        そう締めくくって、母親はスマートフォンを持ったまま部屋を出ていく。

        手元に残ったのはスケッチブックだけだ。これを没収されなかっただけでもよかったのだろうか。

        琴葉は立っていることができなくなって、その場に力なく膝をついた。

        　

        『九月からの美術部のイベントをお知らせしまーす！』

        美術部――といっても仲良しの六人だけだが――のグループトークで、朱里からメッセージが送られてきた。

        夏休み明けの美術部の行事について、参加予定を尋ねられた。エリカはすぐに『全部、出席します』と返信する。

        その次はたいてい琴葉と夏帆が返信し、少し遅れて綾乃、いちばん最後に恵那が返事をするというのが常だ。

        （あれ――琴葉ちゃん、どうしたんだろう……？）

        翌日になっても、琴葉からの返事だけがなかった。既読も、ひとりだけついていない。

        （琴葉ちゃん、気がついてないのかな？）

        エリカは琴葉に個別にメッセージを送る。しかしやはり返事はなく、既読もつかない。思いきって電話を掛けるも、繋がらなかった。

        （もしかして、なにかあった……？）

        いったいなにがあったのか、まったく想像がつかないが、とにかくこれはただごとではない。

        （私が避けられてるわけじゃ、なさそうだし）

        律儀な琴葉のことだから、もしそうだとしてもグループラインには返事をするはずだ。そうなれば、琴葉の身になにかが起こっていると考えるほうが自然だ。

        エリカは身支度を整えて自宅を飛びだした。連絡がつかないからには、琴葉の家へ押しかけて確かめるしかない。

        どこまでも続く長い塀を横目にインターホンを押す。

        しばしの間があった。瀬戸川家の木門の扉は目線よりも高いので、中がどうなっているのか外からはまったくわからない。

        ガラ、ガラと音を立てて門扉が開いたかと思えば、瀬戸川家の運転手、芹野が出てきた。

        「こんにちは、突然すみません。あの……琴葉ちゃんはいらっしゃいますか？」

        「お嬢様はいま、いらっしゃいません」

        芹野は感情を押し殺したような表情で淡々と答えた。

        「琴葉ちゃんと全然、連絡が取れないのですが……なにかあったんでしょうか」

        すると芹野はあからさまにギクッと体を強張らせた。

        （それに、琴葉ちゃんが出掛けているのにどうして運転手の芹野さんはここにいるんだろう）

        本当に、琴葉はいま家にいないのだろうかと疑念を抱く。

        「……琴葉ちゃんはどこへ行ったんですか？」

        芹野は視線を泳がせて、「あの、ええと」と言いよどむ。この人はおそらく、嘘をつくのが下手だ。

        「芹野さん」

        咎めるように語調を強めて呼びかけると、芹野はギュッと目を瞑った。

        「も、申し訳ございません……！　あなたがいらしても『お嬢様はいない』と言うようにと美代子様――お嬢様のお母様から言いつかっておりまして」

        「それは、どうしてですか？」

        「その……私も詳しくは存じ上げませんが、とにかくあなたとお嬢様を会わせないようにしなければならない、と美代子様はおっしゃっていました。夏休み明けも、クラス替えを要望して美術部も辞めるのだと。最悪の場合は転校も考えていると――」

        エリカは碧い目を見開いてその場に棒立ちになる。

        なぜ、どうして突然こんなことになってしまったのだ。

        「琴葉ちゃんと会えないのはわかりました。でも、琴葉のお母さんとは話をさせてもらえますか？」

        このまま引き下がるわけにはいかない。琴葉と母親のあいだでなにかあったのは間違いないが、なぜ転校という話にまで発展するのだ。

        納得がいかない。真実を確かめたい。そう切望するエリカをよそに、芹野は渋い顔で首を横に振る。

        「美代子様も、あなたとはお会いになりません。申し訳ございません……」

        これぞまさに門前払いだ。

        琴葉の母親に、なにか嫌われるようなことをしただろうか。だが、会ってもいないのに嫌われようがない。

        （でもこれってやっぱり――）

        琴葉がスケッチブックに描き溜めていた絵を、母親に見られたのかもしれない。そうとしか考えられない。

        「……わかりました」

        エリカは踵を返して家へ戻る。自室に着くなり机に向かい、紙とペンを出して手紙をしたためた。

        『どうか話をさせてください。琴葉ちゃんに会わせてください』

        時候の挨拶も結びの言葉もないが、そんなものはあったところで意味がないだろうと思った。

        ふたたび琴葉の家へ戻り、インターホンを押す。中から出てきたのはやはり芹野だ。

        「これ、琴葉ちゃんのお母さんに渡してください」

        「わかりました、たしかにお預かりいたします」

        翌日も琴葉の家を訪ね、手紙を渡した。そのまた次の日も、だ。三日、そうして手紙を渡したが、琴葉の母親の態度は変わらず、門前払いが続いていた。

        （ただ『会わせて』というだけではだめかも……）

        なぜ琴葉に会いたいのか、そのわけを伝える必要がある。

        しかし、はっきりと文字に起こすのは憚られる。

        （でも、なにか手を打たなくちゃ――）

        このままでは埒が明かない。もう、耐えられない。

        （だって――会いたい）

        たった三日、会えないだけでも胸が苦しくなって、ほかのことが手につかないのだ。

        ペン先が震える。緊張している。

        琴葉のことが大好きで、友人以上の存在なのだと書き綴る。

        手紙を書きおわる頃にはすっかり疲弊していた。

        自宅を出て琴葉の家へと走り、インターホンを押す。

        （芹野さんにはほんと、申し訳ないけど――）

        だが諦められない。このまま夏休みが明けてしまえば、最悪の場合、琴葉とは一生会えなくなってしまう。

        （そんなの絶対に嫌……！）

        手紙を胸に抱いていると、門扉が開いて芹野が出てくる。

        「すみません、今日も……手紙を書いてきましたので、琴葉ちゃんのお母さんに渡してもらえますか？」

        「はい、お預かりします。でも……エリカさん？　ここで少し待っていてください。美代子様を説得してみます」

        「芹野さん……！」

        芹野はいつになく緊張した面持ちで大きく頷き、家屋へと消えていった。

        エリカはドキドキしながら門前で待つ。

        「エリカさん」

        ドクンッと心臓が跳ね上がった。琴葉と似たその声の主が、半開きだった門の向こうから近づいてくる。琴葉の母親だ。着物姿で、険しい顔をした美代子が門の外へと出てきた。手には先ほどエリカがしたためた手紙を持っている。

        「……あなたの気持ちはわかりました。友人として健全な付き合いをしてくださるのであれば、琴葉と会うことを認めます」

        エリカの表情が晴れ、口が開く。「はい」と喉まで出かけた。

        ところが、美代子の言葉が頭の中をぐるぐると駆けまわり、待ったがかかる。

        『友人として健全な付き合いを』

        「それでいいの？」と自身が囁く。「嘘でもいいから『はい』と返事をしてしまえ」とまた囁く。

        「……っ」

        エリカは俯いて唇を噛んだ。

        「できません」

        出てきたのは、自分でも信じられないくらい低い声だった。

        エリカは瞳を潤ませて顔を上げる。

        「ただの友人じゃ、満足できないんです！」

        しかしすぐに「私はなんてことを言ってしまったのだ」と悔いる。美代子は般若のごとく厳めしい顔をしている。

        これでは本当に、琴葉と一生会えなくなってしまうかもしれない。

        「そうですか。もうお帰りなさい」

        美代子が冷淡に言い放った。目の前が真っ暗になったようだった。

        生半可な気持ちであの手紙を書いたのではない。それでも、現実はなにも変わらなかった。

        エリカは愕然と首を垂れ、美代子に背を向けた。まだ諦めたわけではない。しかし、怒り心頭といったようすの彼女には、いまはなにを言っても届かないだろう。策を練り直して出直すべきだ。

        一歩、二歩と歩きだす。

        「――待って！」

        後ろから金切り声が聞こえた。エリカは足を止めて振り返る。

        琴葉だ。ワンピースの裾を翻しながら駆け寄ってくる。

        会えなかったのはたった数日だというのに、長いあいだ離れていて再会したような錯覚に陥る。

        「出てきてはいけないと言ったでしょう！」

        美代子が一喝しても、琴葉は怯まずエリカのもとへ走った。そうして、美代子と相対する。

        「私――好きでクラス委員長になったのではないわ。好きで習い事をしているわけでもない。好きで、勉強しているのではない……！」

        琴葉は息を弾ませながら必死の形相で訴える。

        「でも、エリカだけは譲れない。私がエリカのことを好きだから……っ。自分の意思で、一緒にいたいって思うの！」

        琴葉の言葉に身も心も打ち震えて、急激に涙腺を刺激される。瞳にはすぐに涙の膜が張って、視界がぼやける。

        「私も、一緒にいたい。琴葉ちゃんと、ずっと――」

        エリカは琴葉の体に抱きつき、温もりを確かめた。ここが外だとか、琴葉の母親の前だとか、そういうことをいっさい考えられなくなる。

        ただそこに、琴葉がいる。だから、肌を寄せ合ってその存在を確かめるのだ。

        会いたかった。

        声を聞きたかった。

        その肌に、触れたかった。

        琴葉がいれば、ほかにはなにもいらない――。

        しいんと静まり返っていた。静寂を破ったのは芹野だ。

        「美代子様……」

        宥めるように芹野は美代子に声を掛けた。美代子は眉間に皺を寄せて唇を引き結んでいたが、諦めたように大きく息をついた。

        それから、ぽつりと言う。

        「好きにしなさい。ただし、学生のあいだだけですよ」

        エリカと琴葉に背を向けて、美代子は家の中へと戻っていく。

        「……よかったですね」

        少し離れたところで芹野がウィンクをした。そのあとは、美代子を追いかけるように家へ入っていった。

        その場に残されたエリカと琴葉はしばしポカンとする。

        「お母様……好きにしなさいって、言ってたわよね」

        琴葉がエリカに確かめる。

        「うん。でも、学生のあいだだけだ、って」

        「そう、ね……。それでも、一応は……認めてもらえた？」

        「……たぶん」

        ふたりはふっと声を漏らして破顔する。

        「私の部屋に来て、エリカ」

        琴葉と手を繋いで門を潜り、靴を脱いで廊下を歩く。エリカは道すがら琴葉に尋ねる。

        「琴葉ちゃん……？　好きで委員長しているわけでも、習い事も……勉強だって。本当はずっと嫌だったの？」

        「みずから進んでしたいわけではないわね」

        琴葉は前を向いたまま答えた。

        「じゃあ、やめちゃうの？」

        「……好きなことではないけれど、習慣って怖いわよね」

        微笑して、「ふぅ」と小さく息を吐きだす。

        「すぐにはやめられないし、それに……学園を卒業してもエリカと一緒にいるためには、嫌なことでもいま努力してやっておくべきだって思うの」

        琴葉は部屋に着くなり文机の上のスケッチブックを胸に抱えた。

        「スケッチをするのは『好きなこと』だから、安心してね？」

        片目を瞑る琴葉を見てエリカは「ふふ」と笑いながら頷く。

        「エリカの全部をキャンバスに描くのが、とっても好き……」

        眼鏡を外して文机の上に置くと、琴葉は言葉もなくひたひたと近づいてきた。

        「私……エリカのこと、愛してる」

        急に告げられ、驚きながらも同じ言葉を返そうとする。

        「私だって、琴葉ちゃんのこと……ええと――」

        まごついている場合ではない。きちんと伝えるべきだ。エリカは短く息を吸うことで覚悟を決める。

        「愛し――」

        しかしながら、最後まで言えない。唇を塞がれてしまったからだ。

        「んっ、んむ……ぅ」

        いたずらに唇を啄まれ、舌を挿し入れられる。反射的に絡めてしまったあとで恥ずかしくなった。

        唇が離れると、琴葉は嬉しそうに笑っていた。この顔を見れば、皆まで言えずとも気持ちは伝わったのだとわかる。

        「さて、今日はどんなエリカを描こうかしら」

        舌なめずりをする琴葉をよそにエリカは縮み上がる。

        琴葉の視線の先を追う。壁際にひっそりと佇む衣紋掛えもんかけを眺めている。

        「そうだ……あの衣紋掛けに磔はりつけにしちゃおう」

        「――へっ!?」

        磔、とはずいぶんと物騒な発言だ。

        「服を脱ぎましょうね、エリカちゃん」

        幼い子どもに言うような甘ったるい調子で囁き、琴葉が迫ってくる。エリカは瞬時にゾクリと身を震わせた。期待して、下腹部がトクンと疼く。

        カットソーにショートパンツという軽装だ。あっという間に剥ぎ取られて下着姿になる。胸元を押さえてモジモジとするのはいまさらだが、慣れるものでもない。

        ブラジャーとショーツも脱がされて丸裸になると、衣紋掛けの前へと連れていかれた。あらかじめそこに掛かっていた着物を手に取り、琴葉はそれをエリカに着せ替える。

        「あの、ええと……？」

        裸体に赤い振袖を羽織っただけの恰好で、両手を広げさせられる。言われたとおりにすると、平らな柔らかい紐で衣紋掛けに両手首を結びつけられた。そうしてエリカは磔にされてしまう。

        両手を左右に広げている上に、衿元はきちんと閉じあわせていないものだから、乳房は乳頭の半分ほどが垣間見えている状態だ。下半身に至ってはなにひとつ隠せていない。

        琴葉は立ったままエリカのスケッチをはじめる。

        （私……ほんと、好きだな）

        真剣な眼差しで裸体を眺められると、心地よくなって頭の中がふわふわとしてくる。琴葉は「スケッチをするのが好き」だと言っていたが、エリカは「スケッチをされるのが好き」なのである。

        琴葉は手を動かしながらエリカに問う。

        「ねぇ……エリカのファーストキスって、私？」

        「ん――うん」

        頷くと、琴葉はスケッチブックに視線を落としたまま嬉しそうにほほえんだ。

        「……琴葉ちゃんは？」

        「私も、エリカが初めて」

        次はエリカが口元をほころばせるばんだ。

        「……エリカの顔、赤い」

        「そういう琴葉ちゃんだって……」

        いま琴葉はきっと、胸のあたりを描いている。目がそこを向いている。琴葉は微笑を浮かべたまま押し黙り、手を動かした。鉛筆が紙を擦る音と、ししおどしの小気味よい音だけが耳に届く。

        琴葉がスケッチブックを閉じる。

        「描きおわった？」

        「ええ」

        穏やかな表情で琴葉が近づいてくる。エリカはてっきり、手首の拘束はすぐに解いてもらえるものと思っていた。

        「ンッ……」

        両頬を覆われ、唇を塞がれる。琴葉の頬を掴み返したいのに、手首はいまだに不自由だから、叶わない。

        琴葉の両手は頬から首筋、鎖骨を通って乳房のほうへと下りていく。衿を擦りながら膨らみの稜線を昇りつめていく指先にくすぐったさを覚えて、エリカは「はぁ、んぅ」と声を漏らした。

        薄桃に色づいている箇所を指先でぐるぐると象られる。くすぐったさが助長され、じれったい快さに苛まれる。

        早く尖りの部分に触れてほしいが、そのことを口には出せないのでひたすら耐えるしかない。

        エリカの息遣いが荒くなってくると、琴葉は口角を吊り上げて屹立の根元を指でこちょこちょと揺さぶった。

        「ひぁ、あぁっ」

        この微細な刺激はなんなのだろう。じれったくて、もどかしくて――「もっと」と叫びそうになる。

        それでもエリカは、肩で息をしながら必死に耐えた。

        「……少し、意地悪しすぎちゃったかしら」

        そうしてようやく、琴葉の指が胸の飾りをつまむ。両方を指のあいだに挟まれて強く引っ張り上げられても、痛みはなく快感ばかりが体じゅうを駆け抜ける。

        「あ、あぁっ……！」

        引っ張って、捏ねて、押し込められて。凝り固まった乳頭は琴葉のいいように弄ばれる。足の付け根が潤みを増している。琴葉の右手が下腹部へと下りていくのが見えた。

        「や、ゃんっ……」

        嫌がるような言葉を発してしまったのは、いまそこに触れられたら一瞬で絶頂してしまうかもしれないと思ったからだ。

        琴葉はエリカの花核に指先でちょんっとほんの少しだけ触れた。

        「はぁうっ！」

        それだけで、甘い快楽の電流が全身をひた走る。衣紋掛けに磔にされている両手首が弾み、ガタッと音を立てる。

        「琴葉ちゃんっ……私も、さわりたい」

        エリカは瞳を潤ませて懇願した。

        されるばかりでは嫌だ。琴葉の体に触れて、全身で彼女を感じたい。

        「……わかったわ」

        恍惚とした顔になって琴葉はエリカの手首の拘束を解く。両手が自由になるなりエリカは琴葉に抱きついた。ワンピースの背のファスナーを、ジーッと音を立てて引き下ろす。

        そのあとは、琴葉の唇に貪りつきながら袖を腕から抜けさせて、手探りでブラジャーのホックを弾いた。ショーツを脱がせたあと、羽織っていた着物を脱いで裸になる。

        いっさいの隔たりがない、生まれたままの姿になってふたりは向かい合う。

        吸い寄せられるように唇が重なる。柔らかく瑞々しい琴葉の唇は、重ね合わせるのが病みつきになる。

        抱き合うと、自然と乳房がぶつかった。エリカは肩を揺らして屹立を琴葉の肌に擦りつける。琴葉もまた、同じように乳首を押しつけてくる。

        「あ、あっ……！　気持ちいい、琴葉ちゃんっ……」

        「私も……すごく、いい」

        琴葉が大きく肩を揺すると、乳首同士がぶつかった。

        そこに並んだ四つの硬い棘が擦れ合う。互いの敏感な箇所を、悦楽のために押しつけ合うのはとても卑猥な行為だ。

        「でも……本当に、いいのかな……。こんな――」

        いまになって怖気づき、エリカは不安になる。

        琴葉の母親には「好きにしていい」と言われたものの、だからといってこのようなふしだらなことをしていいのだろうかと疑問が浮かんだ。

        「それは、女の子同士なのに……っていう意味？　それとも、私の母に気を遣ってるの？」

        「ええと……うん。琴葉ちゃんのお母さんに、ちょっと申し訳ないというか……」

        「いいのよ、私たちの好きにして。ほかのことは、きちんとやっているのだから」

        琴葉に頬を掴まれる。無意識のうちに俯いていたらしく、上を向かされる。

        「エリカ、私のことだけ考えて」

        その真剣な眼差しに、心身を打たれる。胸がドクンと高鳴った。

        「よけいなことは、忘れて――」

        目の前が暗くなり、口腔に舌が入り込んでくる。舌をちゅうぅっと吸い上げられると、いっさいの思考を奪われた。

        だからいま両手が琴葉の胸を掴んだのは、きっと本能なのだ。弾力のあるまろやかな膨らみを鷲掴みにして、その先端を自分の乳頭に擦りつけながら揉みまわす。

        「んん、んっ……」

        「ふぅ、うぅっ……」

        それぞれが艶めかしい声を漏らして快感に悶える。

        琴葉は唇を離して大きく息を吸うと、エリカの首筋へと吸いついた。ちゅ、ちゅっと音を立てながらどんどん下降する。

        「ぁ――琴葉ちゃん……っ」

        ぽってりとした唇が薄桃色の部分に差しかかった。硬く尖っていた棘にキスを落とされ、そのあとは舌で根元から舐め上げられる。

        「ひあぁぁっ！」

        総毛立つような快感が巻き起こった。生温かな舌は容赦なく胸のいただきを舐めしゃぶる。

        「ふはっ、あっ、あぁ……っ！」

        琴葉が口を大きく開けるのがわかった。そうされる前から体は期待して、下半身のあらぬ箇所がヒクッと弾む。

        乳頭を口に含まれると、温かさと心地よい湿り気で頭の中が真っ白になった。じゅうぅっと水音を響かせて吸い上げられるといよいよ、気持ちがよくておかしくなってしまいそうだった。

        「琴葉ちゃん、私も……っ、したい」

        琴葉の胸蕾にしゃぶりつきたくてたまらなかった。

        すると琴葉は恥ずかしそうにコクッと頷いた。

        エリカはさっそく身をかがめて琴葉の乳房を掴み直し、その先端にキスをする。

        「はぁっ……」

        琴葉の体がピクッと跳ねた。色好い反応に調子づいて、エリカは赤い舌を覗かせて薄桃色の蕾の根元を舌先で揺さぶる。

        舌で触れると、乳頭がコリコリとしてとてつもなく硬いのがよくわかった。エリカは興奮を覚えながら一心不乱に舌を動かして琴葉の胸蕾を貪る。

        「ひゃぅっ……はぁあん……っ！」

        甘い声が耳朶をくすぐり、切ない想いが膨れ上がる。同時に、どんどん性欲を焚きつけられる。

        エリカは琴葉の胸飾りを口の中に入れて思いきり吸い上げる。口を窄めると、意図せずちゅううっという音が際立った。

        「やぁぁあんっ！」

        大きな嬌声が聞こえると、ますます調子に乗る。もっとそういう声を引きだしたくなる。エリカは口腔に琴葉の胸蕾を収めたまま、舌を蛇行させてその先端を刺激した。

        「あっ、ぁっ、あぁっ、だめぇ……っ」

        琴葉はなにを思ったのか、エリカの乳頭をふたつとも指でつまんで引っ張った。自分ばかりが舐めしゃぶられるのが嫌だったのか、あるいは無意識にそうしたのかもしれない。

        「ンン」

        琴葉の乳首を口に含んだままだったエリカはくぐもった声を漏らす。琴葉に胸の先を引っ張りまわされてもなお、口に含んだ乳頭は放さなかった。

        乳首をつまんでいた琴葉の片手が下へずれて、足の付け根を探る。

        「んっ……!!」

        指が蜜の溢れ口を掠めた。思いがけず顔を上げると、琴葉はとろんとした目つきで「濡れてる」と指摘してきた。

        「だ、だって……」

        琴葉の乳首を舐めるのも、自分の乳首を引っ張られるのもこの上なく気持ちがよかった。下半身が潤みをたたえるのは当然だ。

        「脚を広げて……？　もっとよく見たい」

        優しい命令に抗えるはずもなく、エリカはおずおずと脚を左右に開いて秘所を開け広げにする。琴葉の視線が下腹部に集中すると、なんともいたたまれなくなるが、見られて興奮しているのは間違いなかった。

        琴葉の喉元がゴクリと動くのがわかった。華奢な指先が下半身の割れ目をツツツッと辿る。

        「あぅ、んぅ……」

        エリカは身を捩って快感に耐える。琴葉の指は割れ目の中に潜り込むと、花芽を避けるように一周した。

        「ふあぁあ……」

        核心に触れない指をもどかしく思ういっぽうで、焦らされて悦んでいる。琴葉の指はその後も肉粒には触れず、そのすぐ下にある膣口へと向かった。

        隘路の浅いところに指が沈み、くちゅくちゅと水音を奏でられる。

        「ん、んっ……ふぅっ……」

        「エリカ？　横になって」

        琴葉はなにを思ったのか、エリカの体を畳の上に横たえた。そして自身も横になり、エリカの秘所に顔を近づける。

        「――っ!?」

        エリカは絶句して驚きながらも、抵抗はしない。舌が陰唇を這うのを、黙って見ているだけになる。

        （あ……）

        琴葉の秘めやかな箇所がちょうど目の前にあった。いま琴葉にされているのと同じことを、こちらからも返すことができる。もしかしたら琴葉は、それを望んで寝転がったのかもしれない。

        エリカは意を決して、琴葉の下肢の付け根に顔を寄せる。

        「……っぁ、エリカ？」

        下方から驚きに満ちた声が聞こえたが、いまさらやめられない。エリカは舌を出し、琴葉の秘裂を下から上へとべろりと舐め上げた。

        「あぁぁあんっ！」

        琴葉が絶叫した。過剰なまでに反応されるとやりがいが出てくる。エリカは琴葉の小さな豆粒を舌で突いた。すると、琴葉にも同じことをやり返された。

        （気持ちいい……っ）

        琴葉のそれを舐めるのも、舐められるのも、至高の快感だ。琴葉の秘めた箇所に舌で触れること、逆に自分のそこに触れられることにもまったく抵抗感がないのが不思議だった。

        求め、求められることの歓びを感じながら舌を動かす。小さな豆粒は舌で嬲るたびに硬さを増していくような気がした。そしてそれは自分自身も同じだ。琴葉の舌が花芽に当たると、そのさらに奥がキュッと締まってトクトクと燻る。

        羞恥心はあるが、それよりも、快楽を追い求めてしまう。

        「エリカのここ……とろとろになってきた」

        不意に体内に指を沈められた。

        「あぅう、んぅ……！」

        狭道を細い指先でくすぐられる。

        「そ、そういう琴葉ちゃんは？」

        見たところ、ぬるついた液体が蜜口から外へと零れでている。

        「確かめてみたら？」

        琴葉は身を起こし、挑発的に大きく脚を広げる。

        エリカもまた起き上がって畳の上に座り、琴葉の下半身を見て息をのんだ。

        「それじゃあ……」

        お邪魔します、というのはなんだかおかしいので、それ以上はなにも言わずに中指を淫口にあてがう。自分の同じ箇所にだって指を挿れた経験などないのに、他人の秘所を弄ってよいものかと一瞬だけ躊躇した。

        しかし、淫靡な体勢をとる琴葉の誘惑には勝てなかった。ゆっくりと、慎重に指を奥へと進めていく。

        （すごく、狭い……）

        中指にもたらされるはじめての感覚に驚きながらも、心地よさを覚える。琴葉の体内は湿潤で、その全体が指に絡みついてくるようだった。

        内側はよく濡れていた。くぷっ、くぷぷっと水音が立つのがなによりの証拠だ。

        「もっと、奥まで挿れていい？」

        「ん――」

        琴葉は曖昧に返事をしたが、嫌ならきっと「やめて」とはっきり言うだろう。

        エリカは中指の根元まで、琴葉の中に収めきる。

        「熱い……琴葉ちゃんのなか」

        琴葉もまた、エリカの体内に指を挿し入れる。

        「エリカだって」

        指が前後しはじめた。それに倣って、エリカも同様に指を動かす。

        「ぁっ、ぁん……あぁ……」

        艶めかしい琴葉の顔を見ると、好きだという気持ちがますます膨れ上がる。

        ぐちゅぐちゅっと音が立つ。どちらが発しているのかわからない。きっとふたりともだ。

        「エリカ……ッ、ここ、擦り合いっこしたい……っ！」

        切羽詰まったような顔で乞われた。琴葉が指し示したのは小さな豆粒だ。

        「うん……っ」

        どういうふうにすれば小さなそこを擦り合わせることができるのだろう。

        エリカは琴葉の中に埋めていた指をゆっくりと引き抜き、片脚を上げた。互いの脚をクロスさせ、腰を抱き合う。

        小さな花芽同士を擦り合わせるのはなかなか難儀だった。

        （でも、したい――）

        その切ない箇所を、重ね合わせたいと無性に思った。どうしてそう思うのかと理由を問われてもきっと、言葉では説明できない。

        エリカは琴葉と隙間なく寄り添って、互いの花核を合わせるべく腰を揺り動かす。

        なんとかして淫核同士がぶつかると、そこを中心に甘い快楽の波が全身へ広がった。

        琴葉の肉粒に自身の同じものを何度も何度も擦りつける。琴葉もまた、擦りつけてくる。

        「ふゎあ、あっ……！」

        「あぁっ、ひぁうぅっ」

        少し触れ合うだけでも気持ちがよくて大きな声が出る。嬌声をコントロールできない。

        乳頭は触れてもいないのにムクムクと勃ち上がって、ひとりでに尖ってしまう。

        「こっちも、くっつけよう？」

        琴葉が懇願してくる。彼女が余裕のない表情をしているのは珍しい。

        エリカは言葉なくコクコクと頷いて、琴葉の背に腕をまわした。そうして乳房の先端をぶつけ合う。

        「はぅう、うっ……エリカ……！」

        「んん、ぁんっ……琴葉ちゃん……！」

        名前を呼び合うと、あらゆる感情と感覚が倍増した。愛しい気持ちと快さが、爆発的に膨れ上がる。

        「あぁああぁあっ――！」

        「ひぁぁあぁん――っ！」

        ふたりはそれぞれ絶叫して果てを見る。息が上がり、肩で息をする。手足に力が入らない。

        エリカと琴葉は互いにもたれかかり、ひしと抱き合った。

        


        　

        　

    

    
        終章　妄信していたようです

        　

        九月になったからといって急に涼しくなるわけではない。まだまだ残暑は厳しく、道路からの照り返しもまた然りだ。

        体育館で行われた始業式には全学生が集った。エアコンは入っているようだったがそれでも少し蒸し暑かった。

        教室で夏休みの宿題を提出し、担任の教師が夏のエピソードを面白おかしく語り、これからの行事の説明を聞いたあと琴葉とともに美術室へ行った。

        引き戸を開けると、夏帆が綾乃にバストの測定をされているところだった。

        「二センチアップしてる」

        綾乃が淡々とした調子で言った。夏帆は綾乃のほうを振り返って「本当に!?」と言いながら目を剥く。

        「うん、本当」

        「～～っ、綾乃ちゃん！　ありがとう、もっと揉んで～っ」

        「はいはい」

        綾乃はメジャーをポケットにしまうと、夏帆の体を後ろから抱き込むようにして腕をまわして胸を揉みはじめた。

        いっぽう朱里はというと、上半身が裸の状態でテーブルの上にいた。それを、恵那が真剣な眼差しでスケッチしている。

        この美術部は相変わらずちょっと非常識だと思いながら、エリカは琴葉と顔を見合わせた。

        それから、「コホン」と咳払いする。

        「ええと、みなさんに聞いてもらいたいことがあります」

        皆の視線がエリカに集まる。

        「私と琴葉ちゃんは恋人同士になりました」

        公言するのには些か緊張した。しかしすぐに、その場にいた全員から笑顔で「おめでとう！」と祝福を受け、女の子同士で付き合うのはきっと非常識だけれど、これでいいのだと思えてくる。

        「やっとくっついたのねー」

        軽い調子で朱里が言った。

        「そっか……そうなんだ……」と呟き、思いつめたような顔をしているのは綾乃だ。どうしたのだろうと疑問に思いながらも、深くは訊かなかった。

        「……よかった」

        やっと聞き取れる小さな声で琴葉が言った。そうして、手を握られる。エリカは満面の笑みになって、琴葉の手を握り返した。

        　

        とある日の昼下がり、エリカはボストンバッグを肩に引っかけて、どこまでも続く長い塀を眺めたあと、瀬戸川家の門前に立ちインターホンを押した。

        『はーい』

        瀬戸川家に住み込みで働く芹野の部屋が玄関にいちばん近いらしく、インターホンを押して最初に出てくるのはたいてい芹野だ。

        「エリカさん、こんにちは。いらっしゃい」

        「こんにちは。お邪魔します」

        芹野の次に顔を出すのは琴葉か、あるいは彼女の母親の美代子だ。今日は、美代子のほうが早かった。

        「いらっしゃい。お茶をどうぞ」

        「は、はい。ありがとうございます、お世話になります。あの、これ……お口に合うかわかりませんが」

        エリカは美代子に菓子折りを渡す。美代子は表情を変えずに「あら、ありがとう」と言いながら菓子折りを受け取った。

        続いて琴葉がやってきて、「お母様ったら、またエリカをお茶に誘ったのね？」と不満を漏らす。

        今日は琴葉の家に宿泊する。それでエリカは、母親に和菓子の手土産を持たされた。琴葉の家に行くとよく抹茶を飲むのだと母親に話したら、洋菓子ではなく和菓子を持たされた。

        茶を点てるのは決まって美代子だ。四畳半の小間でそうして茶を飲むと、清めの儀式でもされているような心地になる。

        琴葉の母親は不愛想だが、無視したり毛嫌いしたりすることなく抹茶を振る舞わってくれる。それは、母親として琴葉を想うからこそのもてなしなのだろうと思っている。

        抹茶を飲んだあと、エリカと琴葉は縁側に並んで座り、庭をスケッチした。ししおどしを中心に石灯篭や苔を描いていく。

        （う～ん……）

        小一時間ほどが経ち、スケッチを終えたエリカは、傍らにいる琴葉と自分の絵を見比べた。相変わらず、同じものを描いたとは思えなかった。琴葉のそれはじつに写実的で、美しい。

        エリカの視線に気がついた琴葉は、手を止めてスケッチブックを覗き込んでくる。

        「んん、この独創的な雰囲気……たまらない。やっぱりエリカは才能があるわ！」

        こんな絵でも、琴葉はいつも絶賛してくれる。エリカは頬を赤く染めて「ありがとう」と言うのだった。

        　

        陽が沈み、夕食の時間となる。芹野が「ごはんですよー」と呼びにきた。

        夕食はたいてい、エリカと琴葉、そして美代子と芹野の四人で食卓を囲む。この瀬戸川家でダイニングだけは唯一、造りが洋風である。

        瀟洒なシャンデリアの下、白いテーブルクロスが敷かれた長机には和洋折衷さまざまな料理が並んでいた。

        「すごいっ、今日も豪華ですね」

        エリカが言うと、芹野は照れ笑いを浮かべながらも得意げに「どうぞ、たくさんお召し上がりください」と言った。琴葉がふだん学校へ持ってくる重箱のお弁当もまた、芹野がすべて作っているのだという。

        以前、琴葉の家に泊まったときもこうして四人で食事をした。はじめはひどく緊張した。

        （でも、芹野さんは気さくだし、美代子さんは……まぁ、思うところはあるのかもしれないけどなにも言われないし）

        美代子は口数が少ない。なにを考えているのかいまいちわからないが、それで場の雰囲気が悪くなるわけではない。芹野が話を盛り上げてくれるので、終始楽しく食事ができる。

        （そういえば、琴葉ちゃんのお父さんって全然、会わない）

        だが話題にものぼらないので、こちらから尋ねはしない。訊かないほうがよいこともある。

        食事を終えれば入浴だ。

        「私、今日はエリカと一緒に入るわ」

        美代子の前で堂々と宣言した琴葉に驚きの眼差しを向ける。ところが美代子は「そう」と返すだけだった。

        琴葉の私室で入浴の準備をして、風呂場へ向かう。脱衣所で服を脱いで浴室へ入るとすぐに、檜のよい香りに包まれた。湯気の立つ檜の浴槽の向こうには坪庭がある。

        浴室は旅館さながらに広く、丸い湯桶と木の椅子がなんともいえない風情を醸しだしている。

        エリカと琴葉はかかり湯をしたあと、並んで湯船に浸かった。

        「私……エリカと恋人になってから、お母様との会話が増えた気がするのよね」

        「そうなの？」

        「ええ。いままで言いたいことをずっと我慢していたけれど、あの日以来……なんというか、思ったことをそのまま言えるようになったの」

        琴葉は穏やかな表情のまま言葉を続ける。

        「本音を言うって、大事なことよね」

        対して、エリカはコクコクと頷いた。

        エリカもまた、自分の母親に「琴葉と付き合っている」と告白していた。母親はとても驚いていたが、「でも、心のどこかでそうなるような気はしていたの」と苦笑し、そして「琴葉ちゃんとしっかり向き合いなさい」と釘を刺された。

        不意に左肩が重くなる。横を見れば、すぐそばに琴葉の顔があった。

        「好き」

        小さな声で告げられ、瞬時に心が甘く締めつけられる。

        「私だって、大好き」

        エリカの言葉に琴葉は破顔して身を起こし、体に腕をまわしてくる。エリカは最愛の恋人を抱きしめ返して、その首筋に顔を埋めた。

        「琴葉ちゃん、いい香りがする」

        「そう？」

        「うん。前から思ってたけど……甘くて、すごく――落ち着く」

        大きく息を吸い込み、長くゆっくりと吐きだす。すると琴葉はくすぐったそうに身を捩った。抱き合うことでピタリと密着していた乳房の先端がかすかに擦れる。

        「ぁう……っ」

        琴葉が気持ちよさそうに喘ぐので、いっきに官能的な雰囲気になる。

        エリカは肩を左右に揺らして琴葉に乳頭を擦りつけた。薄桃色のいただきが顔を出すか出さないかのところに湯面がある。四つの屹立はゆらゆらと艶めかしく揺らめいて、快さを存分に煽る。

        湯温もそうだが琴葉の肌の柔らかさと温もりで心地がよくなって、いつまでもこうしてくっついていたいと思ってしまう。

        「あ……早く、上がらないと……ヘンに思われない？」

        一緒に入るだけでも後ろめたいのに、風呂から出るのが遅くなればますます悪い印象を与えてしまいそうだ。

        「平気よ。もう、遅い――」

        琴葉の唇がなにもかもを塞ぐ。背徳感や理性に蓋をされる。このまま溺れてしまいそうだと思った。

        （ううん……）

        すでに溺れている。琴葉のことしか見えないし、感じない。

        唇が離れると、それぞれが熱い息を吹きだした。息遣いが荒くなり、胸がドクドクと高鳴りはじめる。

        互いの乳頭をつまんで、左右に押し捻る。

        「ん、ぁあっ……はぁ……っ」

        快感とともに愛しさが膨れ上がる。琴葉には触れれば触れるほど、それが際限なく増していく。

        エリカは琴葉の首筋に赤い痕を残すべくちゅうっと吸いついた。ふだんは琴葉にそうされることが多いが、いまはそうして無性に所有印キスマークをつけたくなった。

        「ふぅ……っ」

        二本の指でつまんでいる琴葉の硬い乳頭をコリコリと踊らせながら、滑らかな肌に赤い花びらを散らしていく。

        琴葉もまた同じように、胸の尖りを捻りまわしてくるので、エリカはずっと痺れるような快感に見舞われていた。

        「……エリカ、真っ赤だわ。肌が白いから、よけいにそう見えるのかもしれないけれど」

        「え――？」

        指摘されるまでまったく自覚がなかった。そう言われればたしかに、顔が熱い。全身が火照っている。

        「のぼせちゃう前に、上がりましょう」

        「う、うん……」

        もっと琴葉と触れ合っていたかったが、具合が悪くなる前に湯船から出たほうがいい。

        その後は手早く体を洗って風呂から上がり、琴葉の私室に行った。押し入れから布団を出し、二組並べて畳の上に敷く。

        琴葉は白っぽい浴衣を着ている。いっぽうエリカは家から持ってきたパジャマだ。花柄の少女趣味なものなので、琴葉の浴衣に比べるとずいぶんと子どもっぽく見える。

        「寝る前に描かせてもらえない？」

        「えっ……この恰好を？」

        パジャマ姿を描かれるのには少し抵抗感がある。

        「いいじゃない。そのパジャマ、エリカによく似あっているのだし」

        「ほんとに？」

        琴葉は満面の笑みで何度も首を縦に振った。

        「でも……これ、子どもっぽいし」

        花柄のパジャマの裾を指でクイッとつまみ上げると、琴葉は「じゃあ、こうしたら？」とパジャマの上着のボタンを上から三つ外した。ブラジャーは着けていないので、キャミソールの生地と谷間が見える。

        「こうすれば『大人っぽい』わ。さあ、横になって」

        「う、う～ん？」

        そういう問題ではないような気がすると思いながらも、琴葉に言われるまま布団の上に寝転がった。琴葉は文机の引き出しからスケッチブックと木炭を取り出して、パジャマ姿のエリカを描きはじめる。

        しばらくすると、唐突に琴葉が発言する。

        「そうそう、このあいだ新しい筆を買ったの」

        エリカは寝転んだまま「へぇ」と相槌を打った。

        「まずはエリカで、試し描きをしなくちゃ……」

        その言葉に違和感を覚える。

        （試しに私を描く……ってことだよね？）

        スケッチブックをその場に置いて立ち上がる琴葉を眺める。部屋の隅に置かれた箪笥の引き出しを開け、真新しい筆を手に持ち、意味ありげな笑みを浮かべて近づいてくる。

        「あ、え……？　琴葉ちゃん？　く、くすぐったい……！」

        柔らかな筆で顎をくすぐられる。そうしてエリカは気がつく。

        （私をキャンバスにするってこと!?）

        エリカは全身をゾクリと粟立たせた。よからぬたくらみをしているであろう琴葉を凝視する。そして、琴葉が掛けていた眼鏡を外そうとしたので、エリカはとっさに「待って！」と叫んだ。

        「眼鏡は、外さないで！」

        「……どうして？」

        琴葉が小首を傾げる。

        「その……眼鏡をかけてないときの琴葉ちゃんって、なんだか大胆な気がして」

        「そう？」

        琴葉は怪訝な顔になって、眼鏡の端を手放す。

        「でも、まぁ……スイッチにはなっているのかもしれない。けれど、べつに眼鏡をかけたままでだってエリカを弄りまわしたい気持ちに変化はないわ」

        銀縁の眼鏡がきらりと反射して、一瞬だが彼女の表情が見えなくなった。眼鏡を掛けたままの琴葉がずいっと身を乗りだして迫ってくる。

        「そんなことで、削がれはしないの。エリカへの愛は」

        エリカは「えぇっ!?」と驚嘆する。

        （眼鏡は関係なかったの～!?）

        いまのいままで思い違いをしていたらしい。琴葉は「ふふっ」と笑って、筆を持ったままエリカのパジャマの裾を中のキャミソールごと鎖骨のところまで捲り上げた。

        「ひゃっ」

        形のよいたわわなふたつの実がぷるんと躍りでる。

        「どこから試しましょうか」

        愉しそうに呟き、琴葉は筆を右手に持ってエリカの臍まわりをくすぐった。

        「ゃ、やっ……！」

        「おへそでも、感じちゃうの？」

        「ちっ、違うけど……っ。くすぐったい、よ」

        「そうね、筆先はすごく柔らかいもの」

        白く平らな筆先が、膨らみのすぐ下を右の脇から反対側の脇へと行ったり来たりする。

        「んん、んっ……」

        エリカは身をくねらせながら喘ぎ、碧い眼を細める。

        「かわいいわ、エリカ」

        感嘆のため息をつき、琴葉は筆先を膨らみに登らせる。薄桃色の際を、丸く象るように這わせられると「ひあぁぁああぁっ！」と大声が出た。

        「ふふ、そんなに気持ちいいの？」

        「ん、んくっ……うぅ」

        気持ちいい、どころではない。絶頂してしまうのではないかと思うほどの快楽だ。じれったくて、心地がよくて、たまらない。

        筆の先が尖りの部分に触れたらどうなってしまうのだろうと危ぶむ。

        （すぐにイッちゃったりして）

        想像するだけでぶるっ、と全身が震えた。薄桃色の先端が、ひとりでに尖ってしまう。

        「そんなに尖らせて……興奮している？」

        どうしてこう、琴葉はそういうことにすぐ気がつくのだろう。目ざとい。

        恥ずかしい事実を指摘され、曖昧に「んむぅ」と答えるのがやっとだった。

        「は、はやく……」

        エリカは幼い子どものようにたどたどしく催促した。琴葉の口角が上がり、いつになくニヤニヤとした面持ちになる。

        「早く、なにかしら」

        「～～っ！」

        口に出さずとも琴葉は絶対にわかっている。それなのにどうして、意地悪をするのだろう。

        ギュッと目を瞑って、エリカは口を動かさずに「乳首」と言った。

        「聞こえないわ」

        胸飾りの根元を筆でくすぐられる。

        「ンンッ……！」

        悶えるエリカを、琴葉は愉しそうに見下ろして「もっとちゃんと言って」と急かす。なおも尖りの根っこばかりを筆先で撫でられる。

        「ぁん、あっ……あぁ、ちくび……！　早く、琴葉ちゃんっ……!!」

        羞恥心は蚊帳の外だ。じれったくて、気が変になってしまいそうだった。

        琴葉は笑みを深め、ようやく膨らみの頂点に筆を這わせる。下から上へと撫で上げられると、快感が下半身に直結してドクドクと脈づいた。

        「ふあぁぁ、ああっ」

        先ほどまでとは打って変わって、乳頭を筆で激しく素早く嬲られる。そうなるともう、喘ぎ声が止まらない。

        「やぁあ、あぁあぁっ――！」

        足の付け根の珠玉を中心に、ドクンドクンという心地よい波が巻き起こり、全身が弛緩する。

        「……イッちゃった？」

        はじめは自分でもわからなかった。数分が経過して頭の中が冷静になると、乳首を弄られただけで絶頂してしまったのだと実感する。

        「う……うん……」

        エリカはしどろもどろしながら両手を伸ばして琴葉を抱き込むと、なかば無理やり布団の上に寝かせた。

        深いキスをするのには眼鏡が邪魔だ。縁をつまんで眼鏡を外す。

        「眼鏡は、外しちゃいけないんじゃなかったの？」

        「ん……いいの」

        眼鏡を畳の上に置くと、性急に琴葉の口を塞いだ。舌を挿し入れて、上顎や下顎、歯列と舌を舐めまわす。

        「んふ、うぅ」

        琴葉は白い浴衣の下にはなにも着ていなかった。緩い衿元から両手を潜り込ませて乳房を揉み込む。

        鮮やかな薄桃色の乳頭は指のあいだに挟んだ。いつもさんざん焦らされるから、仕返しをしたいと思うものの、うまくいった試しはない。琴葉の妖艶さに誘惑されて、すぐに触りたくなってしまうのだ。

        「ふあぁ、エリカ……」

        猫撫で声で名を呼ばれればもう、ノックアウトだ。琴葉をもっと悦ばせたくて、ふたつの尖りを指の腹でつまんで引っ張る。

        「あぁんっ」

        この嬌声を四六時中、聞いていたいと思うのはさすがに度を超しているだろう。しかしそれくらい、琴葉に夢中なのだ。

        エリカは片手を琴葉の脚の付け根へと向かわせた。

        「……っ、ん？」

        そうして違和感に気がつく。指先はてっきりショーツ生地を擦るものと思っていたがそうではなく、琴葉の素肌を捉えた。

        「琴葉ちゃん、パンツ……履いてなかったの？」

        とろんとした表情を浮かべていた琴葉だったが、その瞳が大きく見開かれる。

        「ん……ええ……」

        恥ずかしそうに俯く恋人の顔をエリカはジイッと見つめる。

        「私にすぐに触ってもらえるように、履かなかった……とか？」

        どうやら図星らしい。琴葉の顔は耳まで朱に染まった。

        （なんか、すごく嬉しい）

        エリカはニイッと笑って、琴葉の裂け目を指ですりすりと擦る。

        「ひゃぁっ、あぁっ……！」

        自分ばかりが求めているのではなく、琴葉もまたそうなのだとわかって、歓びが増す。

        エリカは花芯にあてがった指をひっきりなしに上下に動かした。琴葉の快感が高まるにつれ、自分自身も同じ状態になる。下半身の豆粒には触れられているわけではないのに、気持ちがよくてたまらない。

        「エリカ……ッ」

        琴葉は快感に悶えながらエリカの脚の付け根に手を伸ばし、親指で小さな肉粒を押しつぶす。

        「んあ、ぁぁあっ」

        同時に中指が蜜口に侵入してきた。内壁はくちゅっと歓びの声を上げながら琴葉の指を受け入れて蠕動する。中指を押し引きされながら、快楽の源である淫芽を執拗に嬲られる。

        エリカもまた同様のことを琴葉に返した。そうしてふたりで互いの快感を高め合っていく。

        「だめ、だめっ……もう――」

        琴葉が切羽詰まったような声で言った。

        エリカは大きく頷きながら「あぁあ、ひあぁぁあっ……!!」と絶叫する。

        心地よい波が全身に広がっていく。琴葉の中に沈めていた指先から、脈動を感じた。なにもかも、ひとつになれたような錯覚に陥る。

        片手で頬を覆われた。手のひらは熱く、彼女の瞳は潤んでいた。

        ふたりは愛の言葉を囁き合い、唇を重ねた。

        


        　

        　

    

    
        番外編　夏帆と綾乃

        　

        園木綾乃は赤く色づきはじめた木の葉を眺めながら道路を歩いていた。朝晩は以前よりも冷え込むようになってきた。

        （きっと、あっという間に冬がくる）

        ぼんやりとそんなことを考えながら歩き、夏帆の家に到着する。インターホンは押さずに、幼なじみが出てくるのを門前で静かに待った。

        「おはよ～っ。ごめん、今日も待たせちゃった？」

        「ううん。いま来たところ」

        パタパタと靴音を響かせて、制服姿の夏帆が駆けてくる。朝は――帰りもそうだが――いつも夏帆と一緒に登校している。

        夏帆とは家が近いこともあり、幼い頃からの付き合いだ。包み隠さずなんでも言うことのできる、気の置けない友人である。

        （ううん……違う）

        なにもかもを吐露しているわけではない。夏帆に隠していることが、ひとつだけある。

        「今日の日替わりランチ、なんだろうね～」

        のほほんとした調子で言う夏帆に、ほほえみを返しながら「なんだろうね」と答える。

        夏帆は幼い頃から変わらず無邪気で愛らしい。そんな彼女に友人以上の感情を抱くようになったのはここ数年だ。

        夏帆がなにをしていてもとにかく愛しくて、たまらない。やり場のない切ない感情が込み上げてきて、胸が苦しくなる。

        （こんな気持ち、知られたら――）

        純真な夏帆のことだ。拒絶され、顔も合わせてもらえなくなるかもしれない。

        放課後になり、夏帆と一緒に美術室へ行く。学園祭の準備がはじまったクラスもあるからか、まだだれもいなかった。

        「夏帆」

        呼びかけるとすぐに、「あっ、うん！　よろしく～」と言い夏帆は椅子に座った。綾乃は夏帆の背中から腕をまわし、控えめな胸をそっと掴んで揉みまわす。部活がはじまる前に行っている。もはや習慣だ。

        （でも、こうして習慣づけておかないと……夏帆ったら、だれかれ構わず「胸を揉んで大きくして」って言いそうだもの）

        こうして定期的に胸を揉んで安心させていなければ、心配なのである。

        （夏帆は、私が善意でやってるって……思ってるよね）

        ところが実際はそうではなく、下心しかない。ほかのだれにも夏帆には触れさせない。自分だけが触れていたい。

        （……柔らかい）

        夏帆の胸はしだいに大きくなっていっている。それは、こうして揉んでいるからではなく自然に成長しているせいだ。

        （小さいままでも充分いいのに）

        華奢な体には絶妙な加減の膨らみ具合だ。もちろん、もっと大きくなってもそれはそれで好きなのだが、いまのままでも夏帆は魅力的だと思う。

        ガラガラッ、と引き戸が開いて、エリカと琴葉が入ってきた。綾乃が夏帆の胸を揉んでいても、ふたりはふだんどおりだ。そして、ふたりで仲睦まじく話をしている。

        （エリカちゃんと琴葉ちゃん、いいなぁ……）

        堂々と『恋人宣言』をした姿に感銘を受けた。羨ましいというのが正直な気持ちだ。

        （私も……頑張ってみよう）

        いつまでも心に秘めたままではだめだ。勇気を出して踏みださねば、夏帆への愛は一生、伝わらないままになる。

        土曜日、綾乃は夏帆に電話をかける。今日は、なにかしら事を起こすと決めている。そう覚悟したからか、スマートフォンを耳に当てて呼びだしのコール音を聞いているあいだずっと、にわかに緊張した。

        『は～い』

        起き抜けのような声だった。

        「ごめん、起こしちゃった？」

        『ううん～、さっき起きたとこ』

        「そっか。ええと……遊びに行ってもいい？　三十分後くらいに」

        本当はいますぐ会いに行きたかったのだが、起きたばかりだとわかっているのに押しかけるのは迷惑だろう。

        『もちろんいいよ～！』

        快諾を得て一安心する。もっとも、夏帆には誘いを断られることなどほとんどない。

        綾乃は意気揚々と身支度をして家を出た。しかし、夏帆の家が近づくにつれ不安になり、ためらいが出てくる。

        このまま、親しい友人として無難に過ごすほうが末永く夏帆と一緒にいられるのではないか――。

        夏帆に家に到着する。愛しの幼なじみは玄関前にいた。男性――夏帆の弟だ――と話をしている。

        「あ、綾乃さん。こんにちは」

        「……こんにちは」

        夏帆の弟は愛想がよく人懐っこい。「じゃ、行ってきまーす」と言って自転車で出掛けていった。

        （……だめ。やっぱりちゃんと私の気持ちを伝えよう）

        彼女の肉親にすら嫉妬してしまうのだ。もし夏帆に恋人ができようものなら、自分はなにをするかわからない。

        想いを伝えたからといって同じ想いが返ってくるとは限らない。それでも、心に秘めたままでは悶々としたまま一生を終えることになるだろう。

        綾乃は息をのみ、こっそりと深呼吸して夏帆の家へ入った。

        「お茶とお菓子を持っていくから、先に部屋に行ってて～」

        屈託のない笑みを浮かべる夏帆に「ありがとう」と言い、階段を上る。夏帆の部屋は淡いピンク色で統一された、じつに女の子らしい雰囲気だ。部屋はそこに住まう人の心を映していると聞いたことがあるが、まさにそのとおりなのではないかと思う。

        「おまたせ～」

        花柄のトレイに菓子とジュースを載せて夏帆が部屋に入ってくる。とたんに綾乃は緊張した。トクトクと胸が連続して鳴る。

        菓子を食べ、ジュースを飲んでいるあいだもずっと、落ち着かなかった。夏帆と一緒にいてこんなにも心がざわついたことはいままでにない。

        飲食を終えて手持ち無沙汰になると、綾乃は「今日も揉んであげるね」と切りだす。

        「うん、おねがい～」

        綾乃は夏帆の背後にまわり込み、華奢な背中を見つめる。

        「ブラのホック……外していい？」

        「うん？　いいよ～」

        ゴクッと喉を鳴らし、夏帆のカットソーの裾から中へと両手を滑り込ませる。背のホックを外してブラジャーを緩ませると、それをそのまま胸の上へと手探りで捲り上げた。

        そうして両手をカットソーの外へと出し、服の上から夏帆の胸を鷲掴みにする。綾乃は目を細め、気づかれないように「はぁ」と感嘆した。

        （不思議……。自分の胸を揉んでもこんな気持ちにはならないのに）

        その柔らかさはきっと、自分の胸とそう変わらないはずなのに、夏帆の乳房だというだけで、手中に収めると幸福感でいっぱいになる。

        しかし貪欲なもので、しだいに服の上から触れるのでは物足りなくなってくる。

        「じかに、さわるね」

        嫌だと言われたらすぐにやめるつもりで提言すると、すぐに「うん」と返された。

        （女同士だから……特に意識はしてないんだろうな）

        そんなことを考えながら、カットソーの裾からふたたび中へと両手を潜り込ませる。

        小さな膨らみを、下から持ち上げるようにして掴み、円を描く。手のひらですっぽりと覆うことのできる双乳はいつまで揉んでいても飽きないが、その先端に触れたいという衝動に駆られることがしばしばある。

        （でも、乳首にさわったら……夏帆はどう思う？）

        驚くだろうか、嫌がるだろうか。やってみなければわからない。

        綾乃は深呼吸をして、乳輪と思しき箇所へ指を這わせる。夏帆の胸を見ながらさわっているわけではないので、指先の感覚を頼りに乳輪を擦る。

        「……んっ」

        夏帆が小さく喘ぐ。

        「あ、ごめん……！　なんか、ヘンな声が出ちゃった」

        恥ずかしそうに俯いてしまった。

        「ううん。こっちこそ、ごめん」

        白々しく謝ったあと、綾乃は提案する。

        「ね……私、思うんだけど」

        「うん？」

        「乳首も弄ったら、女性ホルモン的なものがいっぱい出て……胸が大きくなるんじゃないかな」

        「そうなの？」

        「なんか、そんな気がする」

        いや、無茶苦茶な言い分だ。それでも、綾乃は言葉を続ける。

        「だから……乳首、さわっていい？」

        「う……うんっ」

        許可を得たところで、大きく息を吸い込みながら夏帆の胸の尖りを指で探る。指先に乳頭がフニッとぶつかる。すると、自分が弄られたわけでもないのに下腹部がドクッと脈打った。

        綾乃は薄く唇を開けて息を吐きだし、胸のいただきをふたつとも、人差し指でツン、ツンと押し上げた。

        「ふっ……う、ぅ」

        夏帆の口から漏れでる嬌声に耳をそばだてて、両手の指先を忙しなく上下させる。胸飾りはどんどん硬くなっていく。

        （これって、気持ちよくなってるってことだよね？）

        夏帆が、私の指で悦んでいる――そう思うとこちらまで快くなって、下着の奥で夏帆と同じ箇所がひとりでに尖る。

        「ねぇ、メジャーで測ってみよっか。服……脱いで」

        夏帆の返事を待たずに、緩くなっていたブラジャーと一緒にカットソーを頭から抜けさせた。乳頭がどんなふうになっているのか、目で確かめたくてたまらなかった。

        いつどこでも夏帆のバストを測定できるように、綾乃は制服のスカートやＧパンのポケットにいつもメジャーを忍ばせている。

        「ぁっ……裸で、測るの？」

        「そのほうが正確でしょ？」

        「そ、そうだね」

        ウェーブがかった薄茶色の髪の毛を耳に引っかけながらしどろもどろする夏帆の胸にメジャーをあてがい、尖りきった薄桃色をまじまじと見下ろして大きさを測る。

        「ん、ん～っ」

        くすぐったいのか、あるいは快感を覚えているのか、夏帆は眉間に皺を寄せて苦悶している。

        「あれ……直接だと、測りづらいな」

        ぼやきながら、綾乃は両手で持っていたメジャーをピンッと張りつめさせ、乳頭を左右に擦り立てた。

        「あ、ぁっ……！　綾乃ちゃん……？　ぁう、あぁう……っ！」

        夏帆の喘ぎ声が理性を吹き飛ばす。綾乃は当初の目的――バスト測定だ――を忘れて、薄桃色の尖りをいたぶることに夢中になる。

        凝り固まった胸の先を、平らなメジャーで上下に弾くと、夏帆はいっそう大きな声で「ふぁぁぁっ！」と喘いだ。

        自然と息遣いが荒くなってきて、愛しいという感情が爆発的に膨れ上がる。

        「ねえ、夏帆？　私ね……夏帆のことが、大好きなの」

        乳首をメジャーで弄りながら告げるはずではなかった。もっと、面と向かってきちんと想いを伝えるつもりだったのに、感情と行動がコントロールできない。

        夏帆は「ふえっ……？」と頓狂な声を出したあと、

        「私も、好きだよ？」

        告げられたものの、どういう『好き』なのかわからない。

        「だれよりも、なによりも夏帆が好きなの」

        「う、うん」

        上ずった返事だ。真意が掴めない。

        （でも、拒絶されなかっただけ、いい……？）

        きっと、これからなのだ。

        綾乃はメジャーを持ったまま夏帆の正面へと移動した。それから、瞳を潤ませる幼なじみの唇をそっと塞いだ。

        


        　

        　

    

    
        番外編　恵那と朱里

        　

        見上げれば、白いなにかが空から降ってきた。それは頬に当たると冷たく、その箇所を手で覆っても掴むことはできない。

        桧森朱里は両目を細くして「雪か……」とひとりごとを言い、ふたたび歩きだした。

        受験を目前に控え、このところは美術部にはあまり顔を出していない。それは恵那も同じだ。いや、恵那がいないからこそ部へは行かなくなったといっても過言ではない。

        （恵那はやっぱり、美術系の学校へ行くんだろうな）

        進路について恵那と話し合ったことはないが、彼女はきっとそうだろう。

        （私は……どうしよう？）

        これといって、やりたいことがない。なにか決めなければと思うものの、興味のあることといえば恵那くらいだ。

        以前、琴葉に恵那とはどうなのかと訊かれて以来、そのことがずっと引っかかっている。

        （私が訊きたいくらいだよ）

        恵那はあまり友人がいないから、自分がいちばんの仲良しなのは間違いない。

        しかし、それだけだ。仲のよい友人という域を出ない。

        朱里は制服のポケットからスマートフォンを取りだして、恵那にメッセージを送る。明日の午後、美術室で一緒に勉強をしようと誘った。テスト期間中だから、ほかの部員は来ない。恵那とふたりきりで話をしたいと思った。

        恵那からは自宅に着く頃に返事があった。『ＯＫ』というスタンプひとつだが、それが彼女らしさである。

        翌日の昼過ぎ、美術室の引き戸を開けるとすでに恵那がいた。窓辺で頬杖をつき、ぼんやりと外を眺めている。彼女はたびたび、そうしてぼうっとしていることがある。呑気なのだと思うが、もし学外でもそうなのだとしたら、異性に声を掛けられないか心配だ。簡単につけ入られて、言いなりにされてしまいそうだ。

        朱里は恵那の真正面の椅子に座る。

        「恵那はさ、私のこと好き？」

        唐突な質問に対して、恵那はすぐに「好きだよ」と返してきた。

        （どういう『好き』なんだろ）

        『友達として』だったら、嫌だ。

        （ああ、そっか……。こんなこと考えてる時点で私、恵那のこと大好きなんじゃん）

        恵那に、友人以上の感情を抱いていることを自覚する。いまさらなのかもしれない。

        朱里は小さく息をつきながら窓の外を見た。ほとんどの学生はもう下校してしまっている。

        「この冬が終わったら、卒業だね」

        「そうだね」

        「卒業する前に私、恵那とエッチしたい」

        窓から校門のほうを見下ろしていた恵那の瞳が一瞬だけ見開いた。

        我ながらなにを言っているのだろうと思ったが、その言葉に嘘はない。それが正直な気持ちであり、なによりの願いだった。

        「うん、いいよ」

        今度は朱里が目を見開く。少しの戸惑いも見せずに薄くほほえむ恵那を凝視する。

        「……本当にいいの？」

        念を押すと、恵那は微笑したまま頷いた。

        朱里は立ち上がり、扉のほうへと歩き内鍵を掛ける。それから、恵那のもとへと戻った。早足になってしまったのは、気が急いているからだ。恵那に触れたくてたまらなかった。

        椅子に座る恵那に抱きつき、その首筋に顔を埋める。薔薇のような香りがした。白い肌に舌を這わせて首筋を舐め上げたあと、耳たぶを口に食む。

        「ンン……」

        くすぐったそうな呻き声だ。朱里は恵那のセーターのボタンを外しながら、頬にキスをする。唇まで奪っていいものかと悩んだが、ぽってりとした瑞々しい唇を前にして、吸い寄せられるように口を塞いでしまう。

        ただ唇を重ね合わせるだけではすぐに物足りなくなって、舌を挿し入れる。恵那の体がビクッと弾むのがわかった。

        （こういうの、恵那は慣れてるわけ……ないよね）

        そのことに優越感を覚えたのは、自分のほうが経験豊富だからということではなく、恵那が無垢だと実感したからだ。

        彼女が、心ない美術部員に虐められたときは腸が煮えくりかえった。当時のことを急に思いだして、恵那の制服を乱す手つきが性急になる。

        ベージュのセーターのボタンをすべて外すと、次はブラウスだ。舌で恵那の口腔を蹂躙しながらボタンをひとつずつ外していき、中のブラジャーを無理やり捲り上げる。

        「あっ……！」

        唇を離すと、恵那は艶めかしい表情を浮かべて恥ずかしそうに背を丸めた。

        「……いまならまだ、やめられるけど」

        嘘だ。やめるつもりなんてない。恵那を試している。

        「……いい、よ。続けて、朱里」

        心臓がドクッと大きく鼓動する。恵那にはめったに名を呼ばれないからか、それだけで興奮を覚える。

        朱里は息遣いを荒くして身をかがめ、恵那の乳頭をパクッと食む。

        「んぁあっ……！」

        肩につかない程度に真っすぐ切りそろえられた艶のある黒髪が不規則に揺れる。

        口に含んだ胸の棘は最初から硬かった。舌で嬲れば弾き返される。

        「恵那の乳首、硬いよ」

        胸飾りのすぐそばでモゴモゴと朱里が言うと、恵那は頬を紅潮させて部屋の隅へと視線を投げた。

        （キスしているあいだに硬くしてた……？）

        そう思い至ると嬉しくなって、舌の動きが自然と速くなる。朱里は恵那の胸蕾を舌で上下左右に揺さぶりながら口を窄めて、乳輪ごとちゅうっと吸い上げた。

        「あぅんんぅっ……！」

        恵那の嬌声が、足の付け根にある肉粒をくすぐる。彼女の声だけで、快さを感じてしまう自分に驚く。

        （私ってほんと、恵那にメロメロなんだ）

        胸先からほんの少しだけ唇を離して大きく息を吐きだすと、恵那は「ひぁっ」と高い声を出して身を捩った。

        そんな反応をされれば、ますます乳首を苛めたくなってくる。ふたたび舌を出して、根元からてっぺんまで唾液で濡らす。

        「んはっ……！」

        ああ、どうしてこう、色っぽいのだろう。

        「恵那もさわって……私の乳首」

        朱里は恵那の乳首を舐めながら自身のセーターのボタンを外してブラウスをブラジャーごと捲り上げて乳房を晒した。そうして、みっともなく欲しがる。自分は本当に欲ばりだと思う。

        恵那はためらいながらも、おずおずと両手を伸ばしてくる。触れてもらえるのなら乳頭の片方でもよかったのだが、両方とも弄ってくれるらしい。

        ふたつの屹立を冷たい指のあいだに挟まれる。恵那は冷え性だから、指先はいつも冷たい。冷ややかな指でつままれると、それだけで絶頂してしまいそうだった。

        自分でそうしてもこれほど気持ちよくはならない。

        他人がそうしてもこれほど気持ちよくはならない。

        そこに触れるのが恵那だからこそ、気持ちがよくなるのだ。

        「恵那……っ、恵那。愛してる――」

        無意識に口走っていた。はじめから、伝えるつもりがあったわけではない。卒業前に恵那と触れ合って、いい思い出を作ることができればそれでいいとすら思っていた。

        恵那は目を瞠ったあと、朱里の頬を両手で覆った。意味ありげにほほえんでいる。

        窓の外を見やれば、真っ白な綿雪がひらひらと舞っていた。

        


        　

        　

    


        番外編　美代子と和香

        　

        春は必ず訪れる。

        （でも、私は例外――）

        芹野和香わかは車のハンドルを握ったまま、大きなため息をついた。

        桜はいまちょうど散り際で、少しでも風が吹けば薄桃色の花弁がハラハラと舞い落ちてくる。

        （美代子さんと出会ったのも、こんな時期だったな……）

        桜吹雪の下を車で通過しながら、和香は当時のことを思い起こす。

        美代子はふたつ年上の先輩で、同じ茶道部だった。部には最初から興味があって入ったわけではない。桜並木の途中で美代子に勧誘されて、入部した。

        美代子はいまでも美しいが、若き日の彼女は可憐でそして淑やかで、学園の内外から、男女を問わず人気があった。

        名家のお嬢様だった美代子はいつも背筋がピンと張っていて、凛としていた。そんな彼女に、はじめは憧れを抱いた。しかし、ともに過ごしていくうちに感情は変化していった。

        憧れは恋へと姿を変え、目が合うだけで心臓が高鳴り、会話もままならなくなる。

        「私のことが嫌い？」

        ある日、学園の和室で美代子に言われた。目を合わせず、ろくに会話もせずにそそくさと美代子の前から逃げていれば、そんな疑問を投げかけられるのも無理ない。

        「ち、違います」

        和香はふるふると首を横に振り、下唇を噛む。

        「嫌いなわけ……ないです」

        瞳から涙が溢れる。いっぽう美代子は、なぜ泣いているのかわからないといった顔をしていた。両肩をポン、と叩かれる。美代子はきっと、励ましているつもりなのだろう。

        （励まして、くれている）

        では、この想いを伝えようではないか。

        和香は顔を上げて、美代子の瞳を見据える。

        「好きなんです、美代子さん」

        美代子はすぐに「私もよ」と返した。

        （全然、伝わってない）

        衝動的に両手が動いていた。美代子の頬を覆い、その唇に自分の唇を押しつける。

        「んっ――!?」

        驚きに満ちた美代子の声。でも、唇は退けない。どれだけ、そうして唇を合わせていたことだろう。

        「私の『好き』は、こういうことです」

        なにを勝手なことを言っているのだろう。ほら、美代子が困っている。瞳に涙を溜めて、戸惑っている。

        想いを返してもらえるとは、考えていなかった。いや、心のどこかでは淡く期待していたかもしれない。

        「……っ、ごめんなさい」

        美代子に背を向けて、その場を去ろうとする。

        「――待って」

        腰に腕がまわり込んできた。美代子に、後ろから抱きつかれている。彼女は無言だった。

        「……美代子さん？」

        呼びかけると、腰にまわっている手がピクッと弾んだ。

        「嫌だと、思ったわけでは……ないの。むしろ……嬉しい」

        耳を疑った。自分に都合のよい幻聴なのではないかと思った。

        おそるおそる後ろを振り返って美代子の顔を見れば、耳まで赤くして恥じらう彼女がいた。

        「美代子、さん……っ」

        意味もなく名を呼んで身を翻し、美代子の体を真正面から抱きしめる。

        　叶うわけはないと思っていた恋が実り、春が訪れる。

        しかし、それはひとときの夢だった。

        美代子は学園を卒業すると、彼女の親が決めた相手と結婚した。和香には口を出すことなどできなかった。美代子には美代子の将来がある。それを、潰してはいけない――。

        なんとかして踏ん切りをつけようとしたが、どれだけ時を経ても和香は諦めがつかなかった。

        「美代子さんのお家で働かせてもらえませんか？」

        人間関係がうまくいかず、失職したのだと嘘をついて美代子のもとを訪ねた。美代子も、そしてその夫も和香が瀬戸川家に住み込みで働くことをすぐに了承した。

        それから十年が経った。和香は独身を貫き、瀬戸川家のため――いや、美代子のために日々尽力している。

        母校でもある水無女学園の校門前に車を停めて、琴葉が来るのを待つ。

        和香はふと思う。琴葉も、美代子と同じ運命を辿るのだろうかと。琴葉にとってなにがいちばん幸せなのだろう。

        エリカと一緒に「お待たせ」と言って車に乗り込んできた琴葉に、和香は「とんでもございません」と言ってほほえみかけた。

        琴葉とエリカを乗せて瀬戸川家へ帰る。ふたりは相変わらず仲がよさそうで、なによりだ。

        瀬戸川家に着くと、玄関前に美代子の姿があった。

        「いま帰ってきたばかりなのに申し訳ないけれど、出掛けたいから車を出してくれる？」

        「かしこまりました」

        琴葉とエリカとは入れ違いで美代子が車に乗り込んでくる。商店街へ買い物に行くのだという。夕飯や雑貨等の買い物は和香がしているから、それとは違うなにか別のものを買いたいのだろう。

        車を走らせること数分、「……おかしな話だけれど」と前置きして美代子が話しはじめる。

        「琴葉は、私とは違う道を歩いてほしいと思っているの」

        「……それは、どういう道でしょうか」

        「好きでもない男と結婚することない、ってこと」

        「そう、ですか……」

        しばしの間があった。ルームミラー越しに見る美代子の顔は浮かない。

        「……でも、お嬢様を授かって……嬉しかったでしょう？」

        すると、美代子の顔が柔らかくなった。琴葉への愛情がうかがえる。

        「私は、いま幸せですよ。こうして美代子さんのおそばにいられるから」

        望む春は来ずとも、そばにいられるだけで充分だ――。

        商店街に到着すると、美代子はすぐに車を降りた。

        「少し待っていてくれる？」

        「はい」

        美代子は二十分ほどで戻ってきた。瀬戸川家へと着くと、美代子に「部屋に来て」と言われる。

        「いま買ってきたばかりのもので悪いけれど」

        小花柄の紙でラッピングされた長方形の箱を差し出された和香は首を傾げる。

        「お誕生日、おめでとう」

        「えっ……？」

        「今日はあなたのお誕生日じゃない。忘れていたの？」

        「あ――忘れて、いました」

        和香は「あの、ええと」としどろもどろして言う。

        「……ありがとうございます。開けてみてもいいですか？」

        「もちろん、どうぞ」

        破れないよう丁寧に包装紙を外し、箱を開ける。中から出てきたのは洒落た白い手袋だった。ピンク色の糸でＷＡＫＡと刺繍してある。

        「……っ、大切にします」

        手袋を胸に抱き、和香は深く頭を下げた。

        美代子が着物を脱ぐのを手伝う。

        （そばにいられるだけで幸せ、か――）

        嘘だ。幸せなのには違いないが、欲求はほかにもある。

        美代子の夫はほとんど家にいない。これはただの勘だが、他所に女の人がいるのではないかと思う。

        結婚して子どももいる彼女に手を出してはいけないとわかっている。美代子は律儀だから、愛がなくとも結婚した以上は夫に操を立てている。

        だから、こうして美代子が薄着になると、とても堪える。ブラジャーとショーツだけという下着姿になった美代子を、まじまじと見てはいけないと思いながらもつい目線がそちらへ向いてしまう。

        四十歳を前にしてもなお、その美貌はあの頃となにも変わっていない。

        日常を壊す勇気はあるか、と自身が問う。手を出せばもう、一緒にはいられなくなるかもしれない。

        この平穏な幸せを守るべきだとわかっている。美代子と愛し合うことなど、もうできないのだとわかっている。

        急に、琴葉とエリカの仲睦まじいようすが脳裏をよぎった。

        誕生日のプレゼントなんて、貰いたくなかった。

        毎年、覚えていてくれるだけでも嬉しいのに、プレゼントまで受け取ってしまえば歓びに溢れて、心の奥底に秘めていた感情がふつふつと湧き上がってくる。

        和香は美代子に向かって手を伸ばす。後ろから抱きついた。あのときとは逆だ。

        美代子の肩がピクッと揺れる。

        「エリカさんの、真っすぐなところ……どことなくだけれど、あなたに似ているわ」

        美代子は和香の手を振り払うことなく、そっと覆う。

        彼女が振り返る。いまにも泣きだしそうな顔だった。

        だがもう、手を伸ばしてしまった。

        あとには、引けない。
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